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プロローグ







「何で私は居残りなの？」

　リリウム・ホーリベルが険しい表情で問とい詰つめてくる。

　そんな予想通りの反応にバルトセルは苦く笑しようしつつ、どうやって納なつ得とくさせてやろうかと頭を悩なやませた。

　リリウムは大人しそうに見えて、その実、誰だれよりも頑がん固こ者ものである。理り屈くつで抑おさえ込むのは、少々骨が折れそうだった。

「何でも糞くそもねぇ。お前の傷はまだ治りきってない上に、白空世界の維い持じで疲ひ労ろう困こん憊ぱい。はっきり言えば足手まといだ。そも、お前の能力は使い勝手が悪すぎて、万ばん全ぜんだとしても、おいそれと使えるものじゃない。言わなきゃ分かんねーか？」

「それは……そうだけど……」

　バルトセルが正論で応じると、リリウムは返答に窮きゆうした。それでも納得はしていないようで、不満げに見上げてくる。

　とはいっても、リリウムの表情は変化に乏とぼしい。長年共にいるバルトセルだからこそ、こうして微び妙みような変化を見分けることが出来るのだ。

「いいから。今回は俺おれとアウレリアに任せて休んでろ。だいたい、人間の女さらうなんざァ、レムナンツの首領たるお前が出向くようなことじゃねぇだろうが。あんまり必死こくと、ヴェズエルの名に傷をつけることになるぜ？」

　バルトセルの論法は非常に見みえ透すいたもので、いわゆる詭き弁べんの類たぐいだった。

　しかし、ヴェズエルを引き合いに出だした途と端たん、リリウムは渋しぶ々しぶながら頷うなずいた。

「……分かった」

　彼かの女じよにとって何よりも優先されるのは破は戒かい王おうヴェズエルなのだ。それを貶おとしめる可能性がわずかでもあれば、引き下がるしかないのだろう。

　バルトセルは心底可笑おかしくなり、たまらずリリウムの頭を撫なで回まわし、髪かみの毛けを滅め茶ちや苦く茶ちやにしてやった。

「ちょっ、と……何するの……」

　リリウムは頭を押さえて、三歩ほど後ろに逃にげる。

「ああ、わりぃわりぃ。丁度いい高さにあったもんだからよ。まぁ、そう怒おこるな」

　愉ゆ快かいな気分のバルトセルとは裏腹に、リリウムは酷ひどく嫌いやそうに睨にらんでくる。
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　そして、もう一人、不ふ機き嫌げんな顔の少年がそこにいた。

「リリ姉をおいて行くのは賛成だけど、何で僕ぼくまで留守番なのさ。僕はケガもしてないし、疲つかれてもいないよ」

　レムナンツの最年少、エルメネヒルドが突つっかかってくる。

　だが、子供を黙だまらせるのは簡単だ。

　バルトセルはエルメネヒルドの首に腕うでを回し、強ごう引いんに引き寄せた。そしてリリウムに聞こえないよう小声で囁ささやく。

「馬ば鹿かかテメェ。俺とアウレリアがいなくなりゃぁ、リリウムと二人っきりだろうが」

「……別に今じゃなくても、二人っきりになる機会なんていくらでも」

「ああそうかい。けどな、リリウムが無む茶ちややらかすのはお前も知ってるだろう？　一人で残したら、絶対にこっそり追いかけてくるに決まってる。だからお前が見張れ。つーか、守ってやれ」

「僕が、リリ姉を守る……？」

　エルメネヒルドの表情が変わった。その瞳ひとみにやる気が満ちあふれていく。

　いくら狡こう猾かつそうに振ふる舞まっていても、所しよ詮せん、子供は子供。目の前にエサをぶら下げてやれば、容易に食いつくのだ。

「何の話？」

　リリウムが不思議そうに声をかけてくる。

「別に、大したことじゃねーよ。つーわけで、エルメネ。しっかりやれよ」

「う、うん！」

　激しく首を上下させるエルメネヒルドに、リリウムは眉まゆをひそめた。

「男同士でコソコソ……怪あやしい」

　リリウムは何か言いたそうだったが、そのとき遠くからアウレリアが声を上げた。

「バルトセル、いつまで駄だ弁べってるネ！　グズグズしてると私一人で行っちゃうネ」

「あァ？　テメェ、なに一人で楽しもうとしてやがる！」

　リリウムとエルメネヒルドを気に掛かけていたバルトセルだが、アウレリアに先を越こされると思った瞬しゆん間かん、血が沸ふつ騰とうしそうになった。

　一足飛びでアウレリアに追いつき、白空世界の出口に立つ。

「どうして楽しむって発想になるネ。今回の目的、ちゃんと分かってるネ？」

「ったりめぇだろうが。バカにしてんのか？」

「私がバカにするまでもなく、お前がバカなのは自明の理ネ」

「……テメェ」

　バルトセルは目を細めた。これがレムナンツの仲間でなければ、既すでに殺していたところだ。

　ところがアウレリアは少しも悪びれることなく、むしろ挑ちよう発はつするように笑う。

「どうするネ？　怒いかりのままに乱暴しちゃうネ？　か弱い女の子を押おし倒たおして強ごう姦かんしちゃうネ!?　望むところネ、ゾクゾクしちゃうネ！」

　アウレリアは体をくねらせ、チャイナドレスのスリットから太ももを露ろ出しゆつさせ、無む駄だにでかい胸を揺ゆらした。それは扇せん情じよう的てきだった。が、もはや見慣れているバルトセルにとって、何の感動もない。むしろ怒りが萎なえ、力が抜ぬける。

「チッ、テメェの相手をしてるとマジでバカになりそうだ。このガチ痴女が」

「褒ほめ言こと葉ばネ。青少年の性教育に励はげむネ」

　アウレリアの着ているチャイナドレスは非常識なまでにスリットが深く、そのくせ布は薄うすい。しかも本人は下着を着けない主義だ。むしろ全ぜん裸らより破は廉れん恥ちであり、歩く猥わい褻せつ物ぶつとすらいえる。

　そして白空世界には、いたいけな青少年がいた。

　青少年たるエルメネヒルドは、その視線をアウレリアに奪うばわれていた。そしてリリウムに後ろから目をふさがれ、何やら説教されてる。

「また一人、少年を導みちびいてしまったネ」

「ふざけたこと言ってる場合か。グズグズしてると、俺一人で行くぞ」

「ああっ、私のセリフを取らないで欲ほしいネ！」

　バルトセルはアウレリアの抗こう議ぎに構わず、白空世界をあとにした。

　行き先は渚なぎさ市。

　目的は蓬よもぎ田た織おり姫ひめの確保である。







第一話　修羅庁始動







「あぁ、夏なつ彦ひこ様……いけませんわ……もし織おり姫ひめに知られたら……」

　朝早く、ヘルガはベッドの中で夏彦と抱だき合あいながら、蠱こ惑わく的てきな声を発していた。

　無論、本物の夏彦ではない。ヘルガが夜なべして作り上げた『夏彦様ヌイグルミ』である。

　夏彦はヘルガにとって、様々な意味で特別な人だった。間ま違ちがって噛かみついても、危害を加えてしまう恐おそれのない相手なのだ。

　なにせヘルガは吸きゆう血けつ鬼きである。ヘルガに噛まれた者は普ふ通つう、『死ぬ』か『吸きゆう血けつ鬼き化』するか二つに一つ。なのに夏彦は、そのどちらでもなく、まるで平然としていた。ヘルガの保護者であるハインツが原因を調べているが、今のところさっぱり分からない。しかし夏彦がヘルガの吸血行こう為いの影えい響きようを受けていないのは、検査の結果でも明らかなのだ。

　だが、一番重要なのは、夏彦が素す敵てきな殿との方がただということ。ヘルガにとって初はつ恋こいの相手だということ。

「え？　一目見たときから、織姫よりわたくしの方が気になっていた……？　う、うれしいですわ。わたくしも夏彦様のことを愛しています。ですが、こんな……ああ……」

　ヘルガはヌイグルミを抱いたままベッドの上を転がり、一人芝しば居いを繰くり広ひろげた。それは端はたから見れば虚むなしいものだったが、ヘルガはとても幸せだった。

「夏彦様、わたくし……その、このようなことは初めてなので……もっと優やさしく……んんっ！　夏彦様の、大きい……っ！」

　妄もう想そうは加速し、ベッドが軋きしむほど激しく動き回る。現実世界など眼中から消え去った。見えているのは幻まぼろしの夏彦。襲おそわれる自分。火ほ照てる肉体。ほとばしる汗あせ。

　これ以上ないほど盛り上がったところで、ヘルガはベッドから落下した。

「はうっ！」

　受け身をとれず、おでこを床ゆかに激しく打ち付けた。本物の夏彦なら、ここで優しく抱き起おこしてくれるところだが、非情なヌイグルミは無言で転がるばかりだ。

「お嬢じよう様さま、大きな音が聞こえましたが、どうかなされましたか？」

　廊ろう下かから、執しつ事じの声が聞こえる。

「ハ、ハインツ？　何でもありませんわ！」

「そうですか……ところで繭まゆ子こ様がお見えになっています。というより、私の隣となりにいるのですが、いかがなさいましょう？」

「繭子が？　わたくし、まだ寝ね間ま着きのままなのですが……」

　居間で待っていて欲しい、とヘルガは言うつもりだった。ところが繭子は、勝手にドアを開け部屋に飛び込んできた。

「ヘルガ、おっはー」

「繭子、勝手に入らないで下さいまし！」

「ええ、いいじゃん、女の子同士なんだから……あっ、夏彦くんだ！」

　繭子は床に転がる夏彦様ヌイグルミを見つけると、大喜びで拾い上げ、ムギュッと抱きしめた。

「かわいいー、何これー？　もしかしてヘルガが作ったの？」

「そうですわ。あげませんわよ」

「ケチぃ。ところでヘルガ、ちっちゃいのに、そんなエロエロなネグリジェ着て寝ねてるの？　悪い子！」

　確かにヘルガの外見年ねん齢れいは十三歳さいである。しかし、それは十三歳のときに吸血鬼になったからで、実じつ年ねん齢れいは繭子より遥はるかに上だ。むしろ十六歳のくせにエロエロ巨乳の繭子の方が、よほど悪い子だろう。

「肩かた紐ひもとかずれちゃって、肌はだ見みせすぎ！　誘さそってるとしか思えない！　私、もう我が慢まんできない。どーん！」

「ひゃぁ、繭子、ダメですわぁ」

　繭子は笑いながらヘルガを押し倒し、頬ほおずりしたり胸を触さわったり腰こしに腕を回したりと、やりたい放題だった。

「もう繭子！　朝からいったい何の用ですのっ？」

「あはは、ごめんごめん。ヘルガが可愛かわいくてつい。それはさておき、夏休みだし天気もいいし、遊びに行こうよー」

「はぁ……誘って下さるのは嬉うれしいのですが……わたくし吸血鬼なので、天気がいい日はあまり外出したくないのですが……」

　吸血鬼の弱点が日光というのは、誰でも知っている。ヘルガもその例に漏もれず、日光が苦手だ。とはいっても、浴びた瞬間に即そく死ししてしまうほどではない。日ひ傘がさを差せば、何とか我慢できる程度の耐たい性せいはある。しかし、それでも好すきこのんで太陽の下に出ようとは思わない。

「えー、じゃあ私一人で夏彦くんのところに行こうっと」

「な、夏彦様!?」

「そうだよー。夏休みが始まって、もう一週間も経たつじゃん。そろそろ夏彦くんと織姫ちゃんがエロエロなことになってるんじゃないかと思って、見物しに行くんだけど。ヘルガは行かないの？」

　ヘルガの初恋の相手である夏彦は、あろうことか幼おさな馴な染じみの織姫と、一つ屋根の下で一いつ緒しよに住んでいた。そして二人は、誰が見ても分かるほど相思相愛なのだ。

　繭子の言うとおり、いかがわしいことになっている可能性が高い。下手をすれば、新しい生命が誕生するが如き展開も有り得る。

「いけませんわ！　そんな破廉恥なこと、絶対に阻そ止しして見せます！」

　ヘルガは鼻息を荒あらくして立ち上がる。

　すると繭子は、「わーい」と言って喜んだ。

「繭子、今着き替がえますので、しばしお待ちください」

「うん。待ってるー」

　ヘルガは大急ぎでネグリジェを脱ぬぎ、白いドレスに着替え始めた。

　ところが、それを見ていた繭子が、急に目を輝かがやかせ抱きついてきた。

「ヘルガ、スカートの下はガーターベルトだったんだ！　もうエロ過ぎ！　これはお仕置きが必要！」

「ひゃん、繭子、何をするのですか、ああ、そんなところを触っては……！」




　　　　　※




　聖せい暦れき九○三年。

　辺境の小国であるナギサ王国の美しきオリ姫ひめは、突とつ如じよ出現した魔ま王おうマユーコにさらわれてしまった。

　塔とうの最上階に幽ゆう閉へいされたオリ姫は、抵てい抗こうすることも出来ず、恐きよう怖ふに脅おびえる毎日を過ごしていた。

「あははー、オリ姫よ。私の妻となる決心はついたかぁ！」

　魔王マユーコは邪じや悪あくな高笑いを上げながら、震ふるえるオリ姫に迫せまる。

「や、やめてください。私には心に決めた人が……」

「抵抗したければするがいいー。か弱いお前が暴れたところで痛くもかゆくもないわー」

　オリ姫は魔王マユーコをはね除のけようと必死にもがくが、少女の力ではどうすることも出来ない。

　助けが来る前に自力で脱出しようとか、むしろ敵を全ぜん滅めつさせてやろうとか、そういった発想は全くなかった。

　ただ、必死に助けを求めるばかり。

　――ああ、ナツヒコ……助けて！

　するとそのとき、扉とびらの向こうでギャーという絶ぜつ叫きようが響ひびいた。

「むむ、何事か」

　魔王マユーコがそちらを見た瞬間、扉を蹴け破やぶって入ってきたのは、何と勇者ナツヒコ。

「オリ姫。ご無事ですか！」

「ええーい、小こ賢ざかしい。オリ姫は私のものなのだー」

「成敗！」

「きゃー、やられたー」

　ナツヒコの一いち撃げきにより、魔王マユーコは滅ほろびた。

「ナツヒコ！」

「オリ姫！」

　二人は抱きしめ合う。

「オリ姫……もうご安心下さい。もう二度と離しませんから」

「ナツヒコ。私、幸せです……」

　こうして二人は結けつ婚こんし、平和に国を治めていったという。

　そして、毎日毎日、昼間からペロペロし合い、夜にはズッコンバッコン。

「うぉぉぉ、オリ姫、オリ姫ぇぇえ！」

　――

　――――

　――――――

「……はっ、夢か！」

　目を覚ました夏彦は、自分の隣に裸はだかのオリ姫がいない現実に帰き還かんした。

　素す晴ばらしい夢を見たという充じゆう実じつ感と、現実の自分と織姫はまだキスすらしていないという絶望感を同時に味わってしまう。涙なみだすらこぼれ落ちた。

　だが、それも今日までだ。今日こそは絶対にキスをしてやる。と、夏彦は何十回目かの決意を固めた。

　そして布ふ団とんから這はい出し、襖ふすまを開けて外を見た。

　まだ朝あさ霧ぎりが立ちこめる神社の境けい内だいは、とても神秘的で目を奪われる。

　時計を見れば、まだ五時だ。起きるには早すぎるだろう。

　しかし夏休みなのに、いや夏休みだからこそ、夏彦はいつまでも惰だ眠みんを貪むさぼることは出来ないのだ。

「よし、今日こそは織姫をデートに誘ってキスするぞ！」

　鼻息を荒くした夏彦は、急いで着替え、居間に向かった。

　早はや寝ね早起きの織姫は、既に目を覚まし、朝ご飯の支し度たくをしているに違ちがいない。

　台所に立つ彼女を後ろから抱きしめ、デートに誘うのだ。

　――いや、ちゃんと真ま面じ目めに誘ったほうがいいのか？　まあ、いいや。取とり敢あえず抱きついてから考えよう！

　こうなってくると、一刻も早く織姫の顔が見たい。夏彦は居間に飛び込んだ。

「織姫ぇぇ！」

　ところが、最愛の織姫の姿はなかった。

　その代わり、ちゃぶ台の上に焼き魚と納なつ豆とうがあり、そして手書きのメモが添そえられていた。

『ご飯は炊たけています。味み噌そ汁しるは適当に温めて食べて下さい。私は修しゆ業ぎようしてきます』

　メモにはそんなことが書かれていた。

「おいおい……こんな朝っぱらから修業しなくてもいいだろうが……」

　夏休みに入ってから一週間が経ったが、その間、織姫は毎日毎日修業に明け暮れていた。

　幾いく度ども遊びに行こうと誘ったのだが、その度に「修業があるので」と断られた。

　修業で汗をかいていたので一緒に風ふ呂ろに入ろうと誘ったときには「馬鹿っ」と怒ど鳴なられた。風呂に入る時間も惜おしいようだ。

　そして織姫は遂ついに、早朝トレーニングを取り入れたらしい。

　デートの夢が遠ざかっていく。

「けしからん奴やつだ。俺が守ってやると言っているんだから、あいつ自身が強くなる必要はないだろうが、全く……」

　夏彦はブツブツ言いながら、織姫が用意してくれた朝食を食べる。その美お味いしさに感動しつつ、ペロリと平らげ、台所で食器を洗う。

「仕方がない。俺も修業しつつ織姫を捜そう」

　夏彦は気合いの掛け声ごえとともに逆立ちし、そこから左右の人差し指だけで体を支える。これだけでも、かなりのバランス感覚を必要とするのだが、夏彦は指先から微び弱じやくな魔ま力りよくを放出し、床からほんの数ミリだけ体を浮うかせた。

　放つ魔力が強すぎれば夏彦の体はすっ飛んでいくし、弱ければパタリとその場に倒れるだろう。この不安定な状態で、前後左右のバランスを取り倒とう立りつを維持しつつ、夏彦は歩き出した。

「ほっ、ほっ、ほっ」

　指先の浮きを三ミリに固定。可能な限り誤差をなくし、歩ほ幅はばと速度も一定に保つ。

　魔力の精密コントロールの訓練だ。

　織姫のように持てる時間の全すべてを修業につぎ込むことはしないが、夏彦もそれなりに頑がん張ばっているのだ。特にヴェロニカとの戦い以降、鍛きたえ直す必要を感じ取っていた。

　そんな夏彦は、神社の裏にある新しん郷ごう山に向かった。

　織姫の家は新郷神社の隣にあり、そして新郷神社は、新郷山を祭る山さん岳がく信しん仰こうの神社なのだ。

　夏休みに入ってからの織姫の修業は、いつも新郷山で行なわれている。徒歩で行ける範はん囲いで山ごもり出来るとは、何と恵めぐまれた修しゆ業ぎよう環かん境きようだろうか。

「うーむ、流石さすがに疲つかれてきた……」

　夏彦は小川にそって山を登っている。そこは登山道ですらなく、岩がゴロゴロ転がる大自然なのだ。

　そんな場所を人差し指だけの逆立ちで、しかも浮かびながら進んでいくのは非常に骨が折れる。

「けど、織姫が頑張っているときに俺が怠なまけちゃ駄だ目めだろ。あいつが十強くなったら、俺は二十強くならないとな」

　根こん性じようで逆立ちを続けた夏彦は、ほどなくして滝たき壺つぼに辿たどり着ついた。

「お、いたいた」

　予想通り、織姫は滝たきに打たれ瞑めい想そうしていた。これが巫み女こ装束なのだからたまらない。

　なにせ織姫は新郷神社の一人ひとり娘むすめだ。ならば新郷山で修業をする際、敬意を払はらって巫女装束になるのは当然のこと――織姫はそんな理屈を言っていたが、夏彦も賛成だ。織姫の巫女姿は美しい。

　しかも、水に濡ぬれブラが透けているとあっては、これはもう芸術だろう。

　夏彦が写真撮さつ影えいに及およぶのは、全くもって避さけがたいことだった。器用にも逆立ちのままスマートフォンを片手で取り出し、パシャパシャと連続で写す。

　織姫の集中力は凄すさまじく、何枚写しても、こちらに気づく様子はまるでない。ならばチャンス。夏彦はドンドン近づき、ガンガン写す。

　当然、下半身はギンギンだ。

　夏彦は指一本で水面に倒立し、ぴょんぴょん跳とびながら滝壺を突き進すすむ。滝の飛沫しぶきを浴びながら、やがて眼前と言える距きよ離りまで詰め寄よった。

「うーん、まだ気づかれない。だったら、ありがたく観賞させてもらおう」

　夏彦の天地は逆さまになっている。故ゆえに、織姫の顔ではなく緋ひ袴ばかまが目の前に広がっていた。

　ならば捲めくるのが礼れい儀ぎ。

　しかし片手で体を支え、もう片方の手でスマートフォンを持っている。いかにして袴はかまを捲るべきか。

　考え抜いた夏彦は、高度な複合技わざを実行した。

「ふんっ！」

　なんと頭部から魔力を放ち、逆立ちのまま空中浮ふ遊ゆうしたのである。これで手が空いた。自由自在に袴を捲れる。素晴らしい。

「おお、なんと綺き麗れいな肌はだだろうか……流石さすがは織姫……」

　白い足た袋びに包まれた足先から、形の良い脚あしが伸のびていく。

　写すしかない。触るしかない。更さらには舐なめるべきだろう。

「夏彦……？」

　織姫に気付かれてしまったが、構うことはない。初しよ志し貫かん徹てつだ。

　ペロペロ。

「うひゃぁ！　何をしているのですか！」

　片手にスマホ、片手で袴はかま捲めくり。頭部から魔力を放ち、逆さ空中浮遊しながら幼馴染みの脚を一心不乱に舐め回している男が目の前にいたら、動どう揺ようするのも当然だ。

　そこで夏彦は親切に解説することにした。

「織姫の透けブラや生足を観賞しているわけだ」

「馬鹿ですか貴方あなたはぁぁっ！」

　夏彦は聞かれたことを正直に答えただけなのに、大声で罵ば倒とうされてしまった。とても理り不ふ尽じんだ。

　そして織姫は両りよう腕うでで胸を隠かくし、滝の奥おくに逃げていく。

「おいおい、ちゃんと精神統一しないと修業にならないだろ。俺のことは気にせず、続けろ」

「ふざけるのもいい加減にしてください！」

　怒った織姫は、その辺の小石を拾って投げてきた。

　ギリギリのバランスで浮ふ遊ゆう倒とう立りつしていた夏彦は、たまらず後ろに倒れてしまう。

「……何するんだ酷いじゃないか」

「酷いのは夏彦の方でしょう！　これは正当防衛です」

「……ああ、なるほど。照てれ隠しか」

　得心した夏彦は、手の平をぽんと叩たたき、勝手に一人で頷いた。

　が、織姫は目をつり上げ、もう心底嫌そうに叫さけんだ。

「どう思考したらそうなるのですかっ？　いつまでも私が夏彦の思い通りになると思ったら大おお間ま違ちがいですからね。既に、夏彦と戦えるくらい強くなったんですから！」

「へぇ……」

　それは少々、聞き捨てならない台詞せりふだった。

　この一週間、織姫が必死に修業していたのは知っている。だが夏彦は、シュトライムと三年も修業したのだ。そう簡単に追いつかせるつもりはない。

「疑っていますね。なんなら、今ここで証明して見せましょうかっ？」

「面おも白しろい。ハンデとして、俺は素す手ででやってやる」

「むむっ、またそうやって私を下に見て――」

「その代わり、俺が勝ったら何でも言うことを一つだけ聞いてもらうぞ」

「何でも!?　いったい私をどうするつもりですか！」

「そりゃお前、俺が織姫としたいことと言ったら、決まってるだろ」

　当然、デートである。

　ところが織姫は真っ赤になり「破廉恥です」とか「学生にあるまじき……」などと恥はずかしそうに呟つぶやいていた。

　そして意を決したように顔を上げ、夏彦を見み据すえる。

「分かりました、受けて立ちましょう！　いくらなんでも、素手の夏彦には負けません。もし負けたら……その、私を、す、好きにして下さって、結構ですから！」

「何をそんなに緊きん張ちようしてるんだ？　まあ、いい。どこからでもかかってこい」

　夏彦は織姫と向かい合い、腕を広げて挑発した。が、それは間違いだったかも知れないとすぐに後こう悔かいする。

　織姫の目が鋭するどくなり、非常に好戦的な色を帯び始めたのである。昔から、こうなった織姫は危険だ。男子三人を相手取って撃げき退たいしたこともあった。もちろん、それは小学生のときの出来事だ。魔ま術じゆつ師しとしての戦いは、また話が違う。

　気合いを入れた程度では、夏彦と織姫の戦力差は埋うまらない、はず。

「斑いか鳩るが流りゆう分ぶん派ぱ人じん用よう傀く儡ぐつ闘とう法ほう、剣けんノ型――黒くろ姫ひめ撫なで子しこ」

　夏彦と織姫の間に、黒装束の傀儡が現れた。それは織姫の魔力で作られ、織姫の意のままに動く戦せん闘とう人形。その速度も、太た刀ちによる斬撃も一級品だ。とはいっても、夏彦からすれば片手間に相手できるレベル――と思っていたが、次の瞬間には考えを改めさせられた。

「ぬっ、う！」

　迫り来る黒姫撫子の動きは、想像していたより遥かに素す早ばやい。夏彦はバックステップで躱かわしたが、油断しきっていたため、辛かろうじて、といった感じになってしまう。

　即そく座ざに二撃目が襲いかかる。今度は余よ裕ゆうを持って回かい避ひし、黒姫撫子の後ろに回り込む。

　ところが夏彦が攻こう撃げきする前に、黒姫撫子は反転して三撃目を放ってきた。

　――そうか。

　いくら黒姫撫子の背後を取っても、操あやつっている織姫は離はなれた場所から見守っているのだから、そこは死角にならないのだ。

　斑鳩流の技さえ使えれば、細かい理屈を抜きに一いつ瞬しゆんで決められるのだが、素手で勝つと宣言してしまったので、それも出来ない。

　――仕方がない。一いつ旦たん距きよ離りを取って、態勢を立て直す。

　黒姫撫子は織姫から十メートル以上離れることが出来ない。よって、滝壺から出てしまえば、一休みできるはず。

「甘あまいですよ、夏彦！」

　しかし、黒姫撫子は滝壺から飛び出し、夏彦に太刀を振り下おろした。

「何ぃっ？」

　慌あわてて白刃取りをして事なきを得る。それにしても、これはどうしたことか。滝壺の外は、明らかに射しや程てい圏外のはずだ。

「いつまでも弱点をそのままにしていると思いましたか？　この一週間の修業で、黒姫撫子の行動範囲は倍に伸びたのです！　もちろん行動範囲だけではなく、速さもパワーも段だん違ちがいです。どうですか、私の強さを認めますかっ？」

　黒姫撫子は、夏彦の白刃取りを崩くずそうと、太刀を強引に押し込んでくる。言うだけあって、かなりの力だった。

　夏彦ですら、両腕にズシリとした重みを感じるほどである。

　――いかん、素手だけというのはハンデを付けすぎた。と言うより、織姫の奴、いきなり強くなりすぎだろ……だがデートはしたい！

　夏彦は心の中で『デート！　デートッ！　デートォォッ！』と何百回も叫び、黒姫撫子の太刀を叩き折った。

「そ、そんな、まさか素手で！」

「うおぉぉぉおっ、これでトドメだぁあああっ！」

　気合いの雄お叫たけびと共に、夏彦の手刀が黒姫撫子を貫つらぬく。それにより、傀儡の体は霧む散さんし消しよう滅めつする。

　あとには、滝の下したで唖あ然ぜんとする織姫と、これでデート出来ると喜ぶ夏彦だけが残った。

「よっしゃぁ、約束だぞ織姫。俺の言うことを何でも一つだけ聞いてもらうからな」

「うぅ……確かにそういう約束でしたが……こ、心の準備というものが……」

「はぁ？　ダメだ。一週間も待ったんだぞ。今すぐだ。準備しろ」

「今すぐ!?　はぅぅ……分かりました……けど、優しくしてくださいね……」

「ん？　おう、任せておけ」

「あと……もし赤ちゃんが出来ちゃったら、責任取ってくれますよね……？」

　織姫は俯うつむき、胸の前で人差し指を合わせながら、真っ赤になって呟いた。

「……織姫、お前なんか、いやらしい勘かん違ちがいしてるだろ。俺はたんに、デートをしたいだけなのだが」

　すると織姫はキョトンとした顔になり、それから自分が誤ご魔ま化かしのきかない恥ずかしい台詞を言っていたと気づく。この世の終わりのような顔になった。

「デート、デート……ええ、はい、デートですね！　分かっていますよ、他に何があるって言うんですか、勘違いなんてしていません！」

　織姫は腕をパタパタ振り回し、一いつ生しよう懸けん命めい弁解にならない弁解をする。

　しかし、とき既に遅し。

　何を想像していたのか、手に取るように分かってしまう。

「織姫、お前……意外とエッチなんだな」

「ち、違います、変なこと言わないでください変態！」

「変なことを言ったのはお前だ！　変態なのもお前だっ！」

「はひぃ！」

　夏彦が言い放つと、織姫は頭を抱かかえて座すわり込んでしまった。そんな脅える姿も可愛く思えてしまう。

　そして、女の子がエッチな期待をしていたのならば、応こたえてやるのが男の務め。

「ごめんな織姫。お前の気持ちに気づいてやれなかった……さあ、エッチなことをしようぜ！」

「しません！」

「なぜ!?」

「なぜって……とにかく忘れてください！　もしこの話題をこれ以上続けるなら、舌を噛み千切ります！　本気ですからねっ、んぎぎぎぎぎ」

　織姫は前歯で舌を噛み、殺気のこもった目で睨んでくる。これは本当にやりかねない。

「分かった分かった。お前は何も言っていない。エッチじゃないし、いやらしくもない。赤ちゃんはコウノトリが運んでくると信じている無む垢くで純じゆん粋すいな少女だ。だから、デートしようぜ」

　もう夏彦の頭の中は、とにかく織姫とデートすることで一いつ杯ぱいだった。

　コースもちゃんと決まっている。ちなみに最終的にはホテルに行く。織姫はいやらしくないかもしれないが、夏彦はいやらしいのだ。

「むぅ……分かりました。デートくらいなら、してあげましょう……」

　織姫は目を泳がせ、小さな声で同意する。

　――やった、これでこっちのものだ！

　夏彦は心の中でガッツポーズした。




　　　　　※




　西せい暦れき二○ＸＸ年。

　日本列島は謎なぞの巨乳怪かい獣じゆうマユゴンに襲われた。

「がおー」

　夏彦を含ふくむイデアルはおろか、シュトライムや慈じ悲ひ帝ていすら歯が立たない。

　もはや打つ手なし。このまま日本は滅びてしまうのか。

　誰だれもがそう思ったそのとき、一匹ぴきの猫耳魔族が飛び出だした。イデアルの社長、リン・リンである。

「社長！　危ないから下がってください！」

　ボロボロの夏彦がそう叫ぶ。

　だがリン・リンは不敵な笑えみを浮かべ、懐ふところから取り出したスプーンを天に捧ささげ、眩まばゆい光を放って変身する。

　何とリン・リンは、ネコミミ星雲からやってきた正義の魔ま法ほう少女だったのだ。

「皆みんなを虐いじめる悪い怪獣め。成敗してやるニャ。喰くらえ、ニャンスラッガーにゃ！」

「ぎゃおー」

　リン・リンの頭から、二つの猫耳が飛ぶ。それは巨乳怪かい獣じゆうマユゴンの巨きよ体たいをあっという間にバラバラに切断してしまった。

「す、すげぇ……とても敵かなわないぜ……」

　生意気だった夏彦も、魔法少女リン・リンの力を前にして、素す直なおに膝ひざを屈くつした。

　そしてシュトライムや慈悲帝もそばにやってきてリン・リンを褒め称たたえる。

「リン・リン、お前は凄すごい奴だ。やはり夏彦ではなく、お前が私の一番弟で子し……いや、是ぜ非ひとも私をお前の弟子にしてくれ！」

「オレよりも君こそが魔王に相応ふさわしい。今日から君は、猫耳皇だ！」

　おお、何ということだろう。リン・リンはあのシュトライムの師し匠しようになり、更には魔王の座を譲ゆずられてしまった。

　リン・リンは己おのれの地位や名めい誉よのために戦ったのではない。しかし、皆が望んでいるのならば、魔王という責任を甘んじて引き受けよう。

「リン・リン凄いであります。格好良かったであります。私、リン・リンのお嫁よめさんになりたいであります……」

「すーちゃん、抜け駆がけは許さないわ！　私が社長のお嫁さんになるんだから！」

　朱雀すざくと副社長が左右からリン・リンの腕うでを引っ張る。

「うにゃにゃぁ、モテる猫耳魔族は辛つらいにゃー」

　日本の平和はリン・リンの手にかかっている。

　頑張れ猫耳魔法少女リン・リン！

　――

　――――

　――――――

「はにゃ!?　夢かにゃぁ……」

　目を覚ましたリン・リンは、自分のために用意された王座も、かしこまる慈悲帝やシュトライムもいない現実を知り、悲しみのあまり涙を流した。

「どうしたの社長。怖こわい夢でも見たの？」

「違うニャ、夢と現実の落差に絶望してるニャ」

「……？」

　副社長の下しも北きた麻あさ美みは不思議そうな顔をしつつ、ノートパソコンを叩く指を止めない。

「うにゃー、副社長、まだ仕事終わらないニャ？　早く泳ぎに行くニャー」

「ごめんなさい社長。この報告書をまとめたら終わりだから。もう少し待ってね」

　イデアルの猫耳社長ことリン・リンは、寝ていたソファーから飛び降り、白いスク水のままリビングをせわしなく動き回った。

　なぜスク水で寝ていたかといえば、副社長と海で遊ぶ約束をしていたからだ。ところが、彼かの女じよの仕事がなかなか終わらない。待ちくたびれたリン・リンは、いつの間にかソファーに倒たおれ、夢の世界へ旅立ってしまったというわけだ。

「社長命令ニャ。お仕事はあとにするニャ！」

「そういうわけにもいかないでしょ？」

「うにゃぁ……」

　そもそも、報告書といえば上の者に提出するのが普通だ。ところがリン・リンは、それが何の報告書なのか把は握あくしていない。つまり社長の更に上、出資者スポンサーである慈悲帝に出す報告書なのだ。

「それ、なに書いてるニャ？」

「えっと……皆に変わった様子がないかとか、予算を何に使ったとか……」

「ふにゃ、そんなの慈悲帝様に報告してたのにゃ？　ぜんぜん知らなかったニャ」

「別に秘密にしてたわけじゃないのよ？　ただ、社長、忙いそがしそうだったから」

「確かに、私はいつもやることで一杯ニャ！」

　リン・リンは胸を張る。

　特に最近は、マンガ本を百冊ほどまとめ買いしたので、それを読むのに忙しかった。

「――と、言っているうちに終わったわ。おまたせ社長。さ、遊びましょ」

　副社長はノートパソコンを閉じ立ち上がる。

「うにゃにゃん！　海行くにゃん！」

　リン・リンはテンションを上げ、飛とび跳はねる。

　ところがそのとき、屋や敷しきの中に『ビィィン』と音が鳴なり響いた。それは喫きつ茶さ店てんリンニャオに、基準以上の魔力を持つ者が侵しん入にゆうしたときに鳴る音だった。

「誰ニャぁ？」

「さあ……誰も来くる予定はないんだけど」

　二人はそろって首をかしげた。

　ちなみにイデアルのメンバーなら『ぽーん』という音が鳴る。やはり、知らない誰かなのだ。

「社長。私、ちょっと見てくるから待っててね」

「素早くするニャ。つまんない用事だったら、ここに通さなくてもいいニャ。追い返すニャ！」

「はーい」

　副社長はエレベーターに乗って、喫茶店に登っていく。

　ところでイデアルのメンバーは、本部から喫茶店に行くことを『登る』と表現するが、実際のところエレベーターは、奥側にスライドする。逆に喫茶店から本部に来るときは、エレベーターが手前に動く。空間を超ちよう越えつした、不気味な動きである。

　しかしエレベーターにおける横よこ軸じくの動きを言葉で表現するのは難しい。そこで仕方なく『登る』とか『降りる』と言っているのだ。

　リン・リンは副社長が戻もどってくるまで、ソファーに座って、脚をブラブラさせていた。そして副社長が命令通り素早く戻ってきてくれたので、今度こそ海に行けると思い、喜んで立ち上がった。

　が、なぜか副社長は汗あせを浮かべており、とても焦あせっているように見える。

「そんなに慌ててどうしたニャ？」

「そ、それが、社長……！」

　入り口であたふたする副社長だが、その後ろから二つの人ひと影かげが現れた。彼かれらは副社長を押おしのけ、我わが物もの顔がおでリビングに立つ。

　リン・リンは、その無礼な二人に文句を言ってやろうとした。

　だが、彼らの服装を見た瞬しゆん間かん、尻しつ尾ぽの毛が逆立った。

　騎き士しを思わせる白い制服。王おう冠かんと剣を描えがいた紋もん章しよう。これはまさしく――

「しゅ、しゅしゅ、修しゆ羅ら庁ちようニャ!?」

　魔ま界かい最強にして最狂の戦闘集団、その構成員に他ほかならない。

　修羅庁は、破は壊かいと殺さつ戮りくの逸いつ話わで彩いろどられ、歴史上、幾度か魔王殺しすらやっている。彼らの紋章である『王冠と剣』はすなわち『王を殺す剣』という意味だ。

　そんな存在が、よりにもよって二人もここにいる。

　その信じがたい光景に、リン・リンは腰を抜ぬかし、ソファーにくずおれた。

「社長！」

　副社長は慌ててリン・リンの隣となりに駆かけ寄った。しかし彼女とて、修羅庁の前では無力だ。

　いや、修羅庁に逆らえる者など、魔界全体でも数えるほどしか存在しない。

　はたして、修羅庁の二人が求めるものは何なのだろうか。リン・リンたちの死か。夢む幻げん島の破壊か。

「あら、ごめんなさい。別に貴女あなたたちに危害を加えるつもりはないわ。私は修羅庁のナンバー33、リンナ。よろしくね」

　修羅庁の片方は、若い女だった。とても美しい顔立ちだが、まるで生気を感じない容姿だ。皮ひ膚ふは陶とう器きのような質感で、しかも襟えりから覗のぞく手首や指の関節は球体関節になっていた。尖とがった耳の形からすれば【瓏ろう玲れいの焔ほむら】と推測できるが、全体の雰ふん囲い気きは無生物としか思えない。

　リン・リンの視線に気づいたらしいリンナは、自じ慢まんげに笑い、関節を見せびらかす。

「これ素す敵てきでしょ？　私、自分の体を人形に改造したの。永遠に綺麗なままだし、壊こわれたら交こう換かんすればいいしね。貴女たちもどう？」

「え、遠えん慮りよしておくにゃ……」

　リン・リンと副社長は首を激しく振ふって拒きよ絶ぜつする。

「あらそう、残念。それからもう一人の醜みにくい奴は――」

「ナンバー34、ファルデットだ。リンナとは美的センスが合わねーんだが……なあ、お前らは俺おれ様の方が格かつ好こいいと思うよな？　うひひひひひひ」

　ファルデットと名乗る男は、リンナに輪をかけて奇き妙みようだった。二メートルを超こえる長身だが、見ていて不安を覚えるほど細く、まるで棒きれのようだ。こちらも【瓏玲の焔】の特とく徴ちようを示す耳だが、十を超えるピアスがとても痛々しい。また、爬は虫ちゆう類るいじみた印象の顔立ちは、リン・リンに本能的な恐怖を与あたえた。

「そんなに怖がるなよ。相手を外見で判断するもんじゃねーぞ？　もしかしたら、お友達になれるかもしれねーじゃねーか。うひひひ」

　ファルデットは不気味な笑いでリン・リンと副社長をジロジロ見回し、それから突とつ然ぜん、副社長の右手を取って歓かん喜きの声を上げた。

「きゃ！」

「この指、綺麗だなぁ……お前、人間だろ？　あと何十年かしたら死んで土になっちまうんだろ？　もったいねーよ、だったら俺様にこの指くれよ。何千年も大切にしてやるからさー」

　そう言ってファルデットは、自分の両手を副社長の眼前に突つきだした。すると副社長は青ざめる。

　何事かとリン・リンもファルデットの手に視線を向ける。そしてすぐに理解した。

　ファルデットの十本の指は、それぞれ色が微び妙みように違うのだ。長さや形も異質な印象を受ける。まるでバラバラのパーツを無む理り矢や理り繋つなぎ合あわせたような。

「いいだろ、これ。俺様はよぉ、綺麗な指を集めるのが趣しゆ味みでなぁ。色々と付つけ替えて遊ぶのが楽しいんだ、これがまた。お前のもコレクションに入れたいなぁ、ぜひ欲ほしいなぁ。たまに使ってやるから、なぁいいだろ？」

　ファルデットはやたらと長い舌を出しながら、副社長に迫る。

　無論、指をよこせと言われて素直に差し出せるはずもない。

「嫌いやよっ！」

「嫌ぁ？　おいおいおい、そんなこと言われたらショックで暴れたくなっちまうぞ。そしたら、お前の細い指なんて簡単にポロッと取れちまうかもなー。一いつ緒しよに首も取れるかもしれないなー。そういうのはもっと嫌だろぉ？　だから大人しく指をくれりゃいいんだよ」

　ファルデットの腕が副社長に伸びる。

　副社長は震え、金かな縛しばりにあったように動かない。

「だ、駄目にゃぁ！」

　リン・リンは咄とつ嗟さにファルデットの腕を掴つかみ止める。

　実力差を考えれば自殺行こう為いそのもの。だがそれでも、リン・リンは副社長を見捨てることが出来なかった。

「何だぁ？　お前、魔族のくせに人間を助けるのかー？　つーか修羅庁の邪じや魔まをするとか舐めてるだろ？　お前の指にはあんまり興味がねーから……普ふ通つうに死ね」

「にゃ!?」

　ファルデットに頭を掴まれたリン・リンは、全身の毛が逆立つのを感じた。

　このまま握にぎり潰つぶされるのか。捻ねじり切られるのか。何にせよ、殺される。一秒後に生きている自分が想像出来ない。

　ところが、助け船は意外なところから出た。

「ちょっとファルデット。用件を告げる前に殺してどうするのよ。しかも修羅庁の邪魔って……貴方の指収集を修羅庁の仕事みたいに言うのやめてくれる？　普通に気持ち悪いんだけど。むしろ帰ってくれない？　私一人の方が捗はかどるわ」

「いひひひひ！　お前言い過ぎだろリンナ。興奮するだろうが！」

「……はいはい。で、用件なんだけど。三さん世ぜ寺じ夏彦と蓬よもぎ田た織姫って、今どこにいるのかしら？」

　リンナが主導権を握ったことにより、ファルデットの手はリン・リンから離れた。

　すると副社長はすかさずリン・リンを抱だき寄せ、庇かばうように包つつみ込んでくれた。お陰かげでリン・リンはほんの少しだけ安心することが出来た。

「……修羅庁が三世寺くんと織姫ちゃんに何の用にゃ？」

「何って、抹まつ殺さつするんだけど」

「はニャ!?」

　話の飛ひ躍やくに、リン・リンは仰ぎよう天てんする。

　修羅庁がアポなしで押しかけてきただけでも、既すでにリン・リンの処理能力を超えているのだ。それが今度は、社員二人を抹殺すると言われてしまった。

　あまりにも意味不明であり、相手が修羅庁でなければタチの悪い冗じよう談だんにしか聞こえない。

「ああ、違ったかも。まずは生いけ捕どりで、それが無理だったら殺すんだったっけ？　ファルデット、貴方覚えてる？」

「知らねーよ。取り敢えず殺してから考えようぜ、ひひひ」

「それもそうね。たまにはいいこと言うじゃない。というわけで、二人はどこかしら」

　リンナは口に指を当て、目を細めてリン・リンを見つめる。

　見た目や口調から、リンナの方がファルデットより幾いく分ぶんマシに思えたが、何の事はない。本質的に狂くるっているのは全く同じだ。

　魔族と言えど普通、多少の倫りん理り観かんとか良心を持ち合わせているものだ。しかし、ファルデットとリンナからは、それらの類たぐいが一いつ切さい感じられない。言葉で言い表せないほど決定的な何かが、彼らには欠けている。

　決して関かかわってはいけないと、リン・リンの本能が告げていた。

　何せ彼らは修羅庁。通ったあとには死体すら残らない。

「な、夏くんも姫ひめちゃんも、ここにはいないわ。今日は出社する予定もないし……非番の社員がどこにいるかなんて知らないわよ！」

　副社長はリン・リンに代わり、震ふるえる声で答える。

　二人がここにいないのは事実だ。嘘うそは言っていない。故にリン・リンと副社長にやましいところはないのだが、ここで自分は死ぬかも知れないと、強きよう烈れつにイメージしてしまう。

　嘘を言っても、正直に答えても――殺される。

　そんな思いが頂点に達した瞬間、リンナはにっこりと笑った。

「そう。ここにはいないの。まあ、そうだと思ったけど。仕方がないから、私たちで捜すわ。捜そう査さに協力してくれてありがとう」

「何だリンナ。殺ってかねーのかよ。つまんねー女だな」
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「貴方、いちいち馬ば鹿かね。ここは慈悲帝陛下が出資した組織なのよ。いくらなんでも、あとで面めん倒どう過ぎるでしょ」

「おいおい。それじゃあ三世寺夏彦と蓬田織姫を殺しても同じことじゃねーのか？」

「いいのよ。そっちは楽しめそうでしょ？　割に合うか合わないか考えなさい」

「いひひひひ。なるほどなー、勉強になるぜ。ま、明日には忘れてると思うけどよ」

「そのまま自分が修羅庁だってことも忘れて、どっかに行ってくれれば助かるわ」

　拍ひよう子し抜ぬけするほど穏おだやかなまま、リンナはファルデットを連れてエレベーターに向かった。

　彼らにこちらを害する意志はない、らしい。用が済んだ瞬間、彼らの興味はリン・リンたちから離れた、ようだ。それなのにエレベーターの扉とびらが閉しまりきるまで、巨きよ大だいな威い圧あつ感は消えなかった。

　そしてリン・リンと副社長は、しばらく放心したまま抱き合い、うずくまっていた。

　だが、自分たちの代わりに、今度は夏彦と織姫に危険が迫せまっていることを思いだし、受話器に這はい寄った。




　　　　　※




　夏彦は織姫とのデートコースをあらかじめ決めていた。この一週間、ひたすら妄もう想そうしていたのだ。ところが、すぐに重大な計算違ちがいが見つかった。

　映画館も水族館も遊園地も、主な遊楽施し設せつはヴェロニカとの戦いで破壊されていたのだ。

　出かけてすぐに織姫に指し摘てきされ、夏彦はガックリと膝を突く。

　当然、ホテル街も木こっ端ぱ微み塵じんになっていた。希望も砕くだけ散ちった。

「そんなに落ち込まないでくださいよ……」

　織姫はそう言って励はげましてくれる。彼女は、膝ひざ丈たけの白いキャミソールワンピースに、白い鍔つば広びろの帽ぼう子しという、なかなか気合いの入った格好で来てくれたのだ。それ相応にデートを楽しみにしていたに違いない。

　だというのに、デートプランは完全に崩ほう壊かいした。織姫の気合いに応じてやることが出来ない。

「ごめんな織姫……俺はダメな男だ。何の価値もない。道の端はしっこで干ひからびているのがお似合いさ……」

「もう、変な自じ虐ぎやくをしないでください。ほら、あそこに行きましょうよ。昔よく遊んだ公園」

「公園……？　ああ、あそこか！」

　織姫が言っているのは、渚なぎさ市の郊こう外がいにある自然公園のことだ。

　確かにあそこはヴェロニカとの戦いに巻き込まれていないはずだし、デートするにもそう悪くない。

「よっしゃぁ、そうと決まれば善は急げだ」

「あっ、ちょっと、急に腕を引っ張らないでくださいよ」

　織姫は帽子を片手で押さえながら、夏彦に付いて来た。




　自然公園は、バスで二十分ほどの場所にある。

　なかなか綺麗でノンビリした公園なのだが、夏彦と織姫以外に降りる客はいなかった。魔族だらけになってしまった今の日本では、静かな自然公園など誰も利用しないのかもしれない。

「おお、懐なつかしい。昔と変わんねーな」

「はい。私も久しぶりです」

　バスから降りた二人は深呼吸をして、木々から放たれるマイナスイオンを吸収する。

「大自然を感じるぜ」

「まあ、私の神社も自然の中にあるんですけどね」

「いや、あれとはまた別だな。あっちは大自然のパワーだ。こっちは大自然のエナジーだ」

「何をわけの分からないことを言ってるのですか……取とり敢あえず歩きましょうよ」

　織姫は呆あきれた口調で呟き、勝手に一人で公園に入ってしまった。もっとも、表情や口調の端はし々ばしから、ウキウキした様子が垣かい間ま見みえる。どうやら、夏彦とのデートを楽しんでくれているらしい。

　――誘さそった甲か斐いがあるってものだ。

　夏彦は、クソの役にも立たないデートプランを立てたことを棚たな上あげし、自分の業績を褒ほめ称える。

　そして前を歩く織姫を見つめると、眼福という言葉では語り尽つくせない幻げん想そう的てきな風景が広がっていた。

　ヒラヒラと風に舞まう薄布は、夏の日差しに照らされ、織姫の体のラインをうっすらと浮うかび上あがらせる。

　華きや奢しやな肩かたを覆おおうものは何もなく、その肌や鎖さ骨こつは夏彦の目を捉とらえて離さない。

　そんな白いシルエットに、艶あでやかな黒くろ髪かみが流れ落ちる。

「何ですか夏彦。さっきから私のお尻しりばっかり見て……」

　上うわ目め遣づかい。朱しゆがさした頬ほお。拗すねたような表情。スカートを押さえる腕。汗ばんだ肌はだ。

　――ああ、織姫、織姫、織姫。

「織姫ぇぇぇえっ！」

「うひゃぁ、やっぱり来たぁ！」

　夏彦は辛しん抱ぼうたまらず、というより無意識のうちに叫んで織姫を抱きしめていた。

　抱きしめてから意識が戻った夏彦は、腕の中で「うぅぅ」と唸うなる織姫を発見した。

「何するんですかぁ……」

「いや、もう織姫が可愛かわいすぎて。何というか、素す晴ばらしい。細い。でも柔やわらかい。凄い。お前の体はなんで出来てるんだ。もうずっとこうしていたい。織姫ぇ織姫ぇぇ」

「はひんっ、変なとこ触さわらないでください！　もう、放して下さい。これじゃ歩けないじゃないですか。その……デ、デートするんじゃなかったんですか……！」

　織姫の言うことはもっともだ。

　いつまでも抱きしめていたいが、しかしデートもしたい。夏彦は仕方なく腕を離す。

「全く、夏彦は時と場所を選ばないんですから。誰かに見られたらどうするんですか！」

「……ほう。つまり、時と場所を選べば、抱きしめても問題ないってことだな」

「そ、そういうことではありません！」

　織姫は真っ赤になりながら、クルンと身を翻ひるがえし、公園の中を歩き始めた。夏彦はその後ろ姿を堪たん能のうしながら追いかける。

　森林浴ができる小さな森。街を展望できる丘おか。ボートに乗れる池。押し倒すのにもってこいの芝しば生ふ――など、とても素敵な場所だ。

　このデート、誰にも邪魔はさせない。

　今日こそエッチなことをしてみせると、夏彦は固く誓ちかっているのである。そして誓わせたのは織姫である。

「織姫、あの辺でちょっと休もうぜ」

　夏彦は巨きよ木ぼくの根元を指差した。それは渚市で一番高いと言われているイチョウの木だった。高さは三十二メートルである。なぜ正確な高さを夏彦が知っているのかといえば、それは立て札に書いてあるからだった。

「そうですね。この暑さの中をいつまでも歩くのは疲つかれます」

　織姫は素直に従い、二人で並んで木こ陰かげに腰こしを下ろした。

　木陰とは言っても、このサイズの木になれば葉の量が多すぎて、周り全すべてが木陰である。太陽の方角は関係ない。

　風によって木の葉がざわめく。その動きに合わせて隙すき間まから光が漏もれた。セミの合がつ唱しようはうるさいが、こうしてジッと聞いていると風物詩として悪くない。

　そして夏彦は、視線を隣に座る織姫に移す。

　彼女は目を閉じ、その風物詩に耳を澄すましていた。

　それにしても、織姫の横顔の美しさといったら尋じん常じようではない。夏彦が織姫を好すきだから、ということではなく、誰が見てもそう思うだろう。思わない奴やつは目が腐くさっているに違いない。

　見つめていた夏彦は、先さき程ほど彼かの女じよを抱きしめたとき以上にドキドキしてしまう。

「……どうしたのですか夏彦？　ジロジロ見て……さてはまた変なこと考えてましたね！」

「いや、別に……ただ綺き麗れいだなぁと思って」

「そうですか、それならいいですけど――って、そ、そんな恥はずかしいことを堂々と言わないでください！」

　織姫は照れて目をそらしたが、夏彦とて照れているのだ。

　夏彦が日本に帰ってきて、そろそろ一ヶ月が経たつ。織姫のことは連日、穴が空くほど見つめている。それでも飽あきることはない。そして日々、新しん鮮せんな気持ちで見とれることが出来る。

　自分は何と素敵な女に惚ほれたのだろう――そう思わずにはいられない。

「ところで、織姫。この木ってアレだな。昔、お前が登って降りられなくなった木だな」

「むぅ……つまんないこと思い出すんですね！」

　織姫は頬を膨ふくらませ、恨うらめしそうに見つめてくる。

　それは夏彦たちが小学三年生だった頃ころの話だ。そのとき学校では、木登りが流は行やっていた。夏彦もそれに参加し、大木と呼ばれる木を次々と制せい覇はしていった。

　ところが、この三十メートルを超えるイチョウだけは、誰も登り切れなかった。当たり前と言えば当たり前だが、そこで名乗りを上げたのが織姫だった。

　――ふん、このくらいの木も登れないなんて、夏彦は情けないですね。

　そんなことを言って織姫は、夏彦が止めるのも聞かず、ドンドン登っていった。が、三分の一ほど登ったところで動けなくなってしまう。

　――待ってろ。俺が助けに行くから！

　そのとき既に夏彦は、織姫のナイトを気取っていた。困っていたら助けるのだと、勝手に決めていた。ところが、織姫の意地っ張りもこのときから完成していたのだ。

　――夏彦に助けられるくらいなら飛び降ります！

　そんなわけの分からない台詞せりふを吐はき、織姫は十メートルの高さから飛び降りた。

　結果、脚あしを骨折。しばらく松まつ葉ば杖づえ生活を余よ儀ぎなくされた。

「いやぁ、あの頃から織姫の性格は変わってないなぁ」

「な、なんですか！　今ならてっぺんまで登って降りてこられますよ！　やってみせましょうか！」

「いや、デート中に木登りされても困るぞ」

　そもそも、魔ま術じゆつ師しとなった夏彦たちにとって、木登りなど朝飯前だ。いちいち主張されなくても分かっている。

「あ、でも待て！　木登りする織姫を下から見守れば……スカートの中が見えるじゃないか！　そうか、それは素晴らしい。織姫、さっそく登りたまえ」

「そんなことを言われて登るわけないでしょう！　って言うか……夏彦、前のときも下から見てたじゃないですか！　もしかして……っ」

「ああ、しっかり見てたな。あのとき織姫が穿はいていたのは――」

「きゃぁぁ、いちいち言わないでください！　何考えてるんですかバカですか！」

　織姫は大おお慌あわてで夏彦の口を塞ふさいだ。それは全体重を乗せた動作だった。

　よって、そのまま夏彦は後ろに倒れる。織姫は夏彦に馬乗りになる形になった。

　ワンピースが捲まくれ上がり、太ももが見える。とてもエロい。

「いてて……」

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか夏彦。その、ごめんなさい……でも夏彦が悪いんですからね！　謝あやまりませんよ！」

　もう謝っているではないか、と夏彦は内心ツッコミを入れる。

　それよりも、倒れた拍ひよう子しに織姫の帽子が脱ぬげ、その下から現れた物体を夏彦は注視した。

　一見、何の変へん哲てつもないカチューシャに見える。これといった装そう飾しよくはないが、ワンピースと同じ白色は、織姫の黒い髪かみによく映はえていた。何も知らなければ、織姫の美しさを引き立たせるアイテムにしか見えなかっただろう。

　が、それはとても危険なものだった。

「おい、織姫！　お前またそのカチューシャ付けてたのか！　外せ、今すぐ外せ！」

　夏彦は寝ねそべったまま、織姫の頭に手を伸のばす。

「だ、駄だ目めです。瞑めい想そうを中断したのですから、せめてこれで魔ま力りよく負ふ荷かをかけないと、夏彦より強くなれないじゃないですか！」

　織姫は慌あわてて頭を押さえ、カチューシャを守った。

　このカチューシャ、実はシュトライムの所有物である。その特性は『装着した者に多大な魔ま力りよく的負ふ荷かを与える』というものだ。

　織姫が社長に、「修しゆ業ぎように使えそうなものはないですか？」と尋たずねたところ、「シュトライム様が昔使っていたものがあるニャー」と出てきたのがこのカチューシャだった。

　そして迷うことなく装着した織姫は、イデアルの皆が見守る前で「エンッ」と妙みような声を出して気絶し、倒れてしまった。

　試ためしに夏彦も装着してみたが、その瞬間、体が鉛なまりになったかのような違い和わ感かんに襲おそわれた。無論、実際に肉体が重くなったのではなく、魔力負荷による苦痛が体のダルさとなって現れたのだ。

　そんな危険なカチューシャを、織姫は夏彦に隠かくれてときどき装着し、「エンッ」という悲鳴を境けい内だいに響ひびかせていた。夏彦はそれを没ぼつ収しゆうし隠していたのだが、いつの間にか見つけられてしまったらしい。

「また『エンッ』ってなるぞ。駄目だ、これは社長に返す」

「なりませんよ！　今日だって、ここまでずっと付けてきましたが、全然平気でしたよ。もう日常生活を送る分には支障ありません！」

　織姫の訴うつたえにより、夏彦は納なつ得とくしかけた。

　確かに、帽子の下にカチューシャがあるなど、まるで気付けなかった。それは織姫の様子が自然だったからだ。魔力負荷がかかっているようにはとても見えない。織姫の魔力が著いちじるしく成長していることを物語っている。

「この三日間、寝るときにずっと付けてましたからね。だからもうヘッチャラなんです」

　ところが、織姫がそんなことを言うものだから、なおさら持たせるわけにはいかない。

「お前、つけたまま寝るとか、バカじゃないか！　そのまま永えい眠みんしたらどうすんだよっ。やっぱ駄目だ。このカチューシャは俺が預かる」

　夏彦は強ごう引いんに織姫の頭からカチューシャをむしり取った。

　――絶対に返すわけにはいかねぇ。どこかにしまわなきゃ。

　しかしカチューシャはポケットに入れるには大きすぎる。そこで夏彦はズボンの中に直接押し込んだ。

「ちょ、どこに突っ込んでるんですか！　汚きたないです、出して下さい！」

　織姫は夏彦の腕を掴み、カチューシャを引きずり出そうとする。

　もちろん夏彦も必死に腕に力を込め押さえ込む。

「夏彦、早くっ……早く出して下さいっ！」

「くっ、織姫、駄目だ。もし万が一のことになったら――」

「大丈夫ですから、気にしなくていいですから……だから出して下さいィィ！」

　織姫は夏彦に馬乗りになったまま、カチューシャを奪うばい返かえそうと、激しく暴れる。

　不利な姿勢な上、織姫相手に本気を出せない夏彦は、それをはね除のけることが出来なかった。
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「はぁ……どうしてわたくしが繭子とデートしているのでしょうか？」

「えー、いいじゃん。私、ヘルガのこと好きだよー？」

「わたくしも繭子のことは好きですが……あぁ……今いま頃ごろ、織姫は夏彦様とイチャイチャしているのでしょうね。羨うらやましいですわ」

　ここは渚市の郊外にある自然公園だ。

　ヘルガは右手に日ひ傘がさを差し、左ひだり腕うでに繭子をはわせている。

　なぜ、こんなことになったのかといえば、夏彦と織姫が留守だったからである。本当は四人で遊びに行きたかったのだが、仕方なくヘルガと繭子だけで出かけたわけだ。

　しかし、今日は晴天。吸きゆう血けつ鬼きが出歩くには、少々辛い天候だった。

「繭子……申し訳ありませんが、少し休みませんか。気持ちのいいお天気ですが、日差しが強くて……」

　言った瞬間、ヘルガの脚はもつれ、倒れそうになる。繭子が支えてくれなかったら、本当に転てん倒とうしていただろう。

「わぁ、ごめん、全然気づかなかった……えっと、じゃあ、あの木の下で休もうよ」

　繭子に手を引かれ、ヘルガはその巨木の根元に腰を下ろした。

　大きなイチョウの木である。立て札によると、三十二メートルもあるという。

　おびただしい数の葉によって作られた木陰は、太陽光からヘルガを守ってくれた。知らず知らずのうちに、ため息が漏れてしまう。

「ヘルガ、大だい丈じよう夫ぶ？」

　隣に座すわる繭子が、心配そうに覗き込んでくる。

「ええ、お陰で楽になりましたわ。それにしても……大きな木ですね。わたくし、こんな木が渚市にあるなんて知りませんでしたわ」

「えへへ、この木はね、織姫ちゃんの伝説があるんだよぉ」

　繭子いわく、織姫はこの巨木から落ちて骨折したことがあるらしい。しかもその理由が、夏彦の助けを拒こばんで自ら飛び降りたというのだから、苦く笑しようを禁じ得ない。

「夏彦様と織姫の関係は、昔から変わっていないのですね」

「そうだね……五年間ずっと会ってなかったのに、もうビックリするくらい同じだよ。やっぱり凄すごい絆きずななんだなぁって感心しちゃった」

　繭子は何やら嬉うれしそうに語る。繭子にとって夏彦と織姫は、大魔災以前からの親友だ。幸せになってもらいたいという思いが強いのだろう。しかし、繭子とて夏彦に好意を寄せているはずだ。

「繭子は、夏彦様を織姫に取られてもいいのですか？　好きなのでしょう？」

「うーん……好きは好きなんだけど……」

　ヘルガが疑問を口にすると、繭子は考える仕草をしてから答えた。

「夏彦くんと織姫ちゃんは最初からくっついてたし。そもそも、あの二人、同じ日に同じ病院で生まれたって知ってる？　それって運命が二人を祝福しちゃってるし。割って入るとか、もうとっくの昔に諦あきらめちゃったなぁ」

　繭子は頭上のイチョウを見ながら、そう答えた。

　なるほど、彼女が言うことはヘルガにも分かる。

　夏彦が織姫以外の女性を好きになるところなど想像も付かない。二人を引く裂さくのは、何よりも不可能に思える。

　だが、そう簡単に割り切れない。ヘルガにとって、夏彦は初はつ恋こいの相手。

　ふとした拍子に夏彦のことが頭に浮かび、夢の中にまで出てきてしまう。

　無理と分かっていても、好きという気持ちは変えられない。

「はぁ……夏彦様は本当に罪作りな殿との方がたですわ。わたくしをこんなに悩なやませて……」

「あはは。それにしても、その夏彦くんと織姫ちゃんはどこに行ったんだろうね？　遊びに行くにしても、繁はん華か街がいは瓦が礫れきの山だし。もしかして案外、近くにいたりしてー」

　繭子は笑ってそんなことを言う。

　確かに、今の渚市で遊ぶ場所は限られている。しかし、そうはいっても渚市は広いのだ。偶ぐう然ぜん同じ公園に来る確率は、非常に低い。

　そう思いきや――

「どこに突っ込んでるんですか！」

　聞き慣れた声が聞こえてきた。間ま違ちがいなく織姫のものだ。それもすぐ近く。目と鼻の先。

「繭子、これは……」

「うん……この木の裏からだよぉ……」

　幹が太すぎて分からなかったが、なんと数メートル離はなれた場所に織姫がいたのだ。となれば当然、夏彦もいるはず。

　ヘルガと繭子は静かに這い寄より、木の裏へと移動する。そして根と根の間に体をうずめ頭だけを出だし、スパイ映画の主人公のようにうかがった。

　すると、やはり織姫と夏彦がいた。

　が、しかし。

　そこに繰くり広ひろげられている光景は、ヘルガの想像を絶するものだった。

「お、おおお、織姫が、夏彦様を押し倒たおしていますわ……ッ！」

「ほ、ほんとだ！　え、えぇっ？　ど、どうなってるの、あの織姫ちゃんが、え、逆じゃなくて？」

　ヘルガのみならず、繭子もパニックのあまり呂ろ律れつが回らなくなる。

　それもそのはず。

　普ふ段だんなら積極的にアプローチするのは常に夏彦のほうで、織姫はそれをツンツンしながら回かい避ひする役目なのだ。

　ところが今、地面に押し倒されているのは夏彦だった。織姫は馬乗りになり、ワンピースをたくし上げ、太ももを露ろ出しゆつさせ、扇せん情じよう的てきな姿となっていた。

　むしろ、太ももがどうのこうのという以前に、織姫は夏彦を押さえつけ――上下運動しているように見える。いや、これは絶対に腰を振っている。

「こんな昼間から、お外で、はしたないですわ……はしたないですわ……」

「織姫ちゃん、そんな……嘘、嘘でしょ……私、織姫ちゃんが素す直なおにならないから色々頑がん張ばってたのに、二人っきりのときはこんなことしてたなんて……私、これじゃピエロみたいだよぉ！」
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　繭子は涙なみだを流し、両手で顔を覆い、泣なき崩くずれた。

　しかしヘルガには、繭子を慰なぐさめてやる余よ裕ゆうがない。織姫と夏彦がヤッているところを目もく撃げきしてしまったのだ。もう、泣くのを通とおり越こして放心状態。口から魂たましいが抜けていく。

　いや、あの織姫に限って、よりにもよって野外で、こんな破は廉れん恥ちな行為に及およぶだろうか。

　そう、きっと何かの誤解だ。

　本当は別のことをしているのだが、たまたまヘルガと繭子の場所が悪くて、いかがわしい行いに見えているだけなのだ。そうに違いない。

　ヘルガは目の前の光景を肯こう定ていしようと必死に脳のう細さい胞ぼうを働かせた。

　が、そんなヘルガを裏切るように、織姫は甲かん高だかい恥はじ知しらずな声を上げ、髪を振り乱みだす。

「夏彦、早くっ……早く出して下さいっ！」

　織姫の動きは一層激しくなり、汗が飛び散る。興奮がハッキリと見て取れるほど、肌がピンク色になっていた。

「くっ、織姫、駄目だ。もし万が一のことになったら――」

　夏彦は必死に織姫を止めようとしていた。しかし織姫は止まらない。まるで絞しぼり取るように大だい胆たんに、淫いん乱らんに、色に狂った声を上げ、卑ひ猥わいな表情で夏彦を見下ろし、己おのれの腰を夏彦の股こ間かんへと打ち付ける。

　もはや誤解の余地がない。

　織姫は、あの清せい楚そな白いワンピースの奥おくに隠された魔ま性しようの割れ目で、憐あわれでウブな夏彦坊ぼうやをくわえ込み、迸ほとばしる原液を飲み込もうとしているのだ。

「大丈夫ですから、気にしなくていいですから……だから出して下さいィィ！」

　最後の瞬しゆん間かんを目指し、黒髪の魔ま女じよの動きは一層凶きよう悪あくとなる。トドメを刺さすつもりなのだ。

　夏彦は為なすす術べもなく噴ふん火かしてしまうだろう。溢あふれ出した白いマグマが、織姫の中にある揺ゆり籠かごに注がれ、アダムとイブが出会ってしまう。

　――ダメ、ダメですわ！　夏彦様は、わたくしが守ります！

　ヘルガは立ち上がる。

「レース針四号解放！」

　そして日傘を光る針に変え、自分の指から血の糸を垂らす。

　針と糸は空中に魔ま法ほう陣じんを編み上げ、ドイツの対戦車兵器を召しよう喚かんせしめる。

「ローゼンクロイツ式召喚術、第二階かい梯てい――パンツァーファウストォォオッ！」

　無論、照準は織姫だ。

　夏彦を巻き込んでしまうが、是ぜ非ひもない。織姫によって汚けがされてしまった夏彦を、ヘルガの手で浄じよう化かしてあげるのだ。

　そう、これは愛。

　ケダモノのような織姫とは違う、本物の愛なのだ。

　――ああ、夏彦様。わたくしもすぐにあとを追いますわ。そして行く先が天国でも地じ獄ごくでも、わたくしが織姫から守って差し上げます！

　パンツァーファウストはついに発射された。

　行為にふけっている織姫と夏彦は気づく様子もない。

　ところが――

「クロムウェル式氷結銃術――術式刻印パラベラム・ミス型魔銀弾リル・バレツト！」

　ヘルガの真横から、魔力を含ふくんだ弾だん丸がんが撃うち出された。繭子の氷結魔ま術じゆつである。狙ねらいは同じく、蓬田織姫。

　パンツァーファウストと弾丸は、織姫に命中する前に、空中で衝しよう突とつしてしまう。

　そして爆ばく発はつと氷結が共に発生し、互たがいを相そう殺さいし、水蒸気を撒まき散らした。
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　自然公園の池は、歩いて一周すれば二十分程度の大きさだ。水の透とう明めい度どは高く、周りを取り囲む森や草花と相まって、とても美しい光景を目にすることが出来る。

　夏彦はそんな池の畔ほとりにあるベンチに、委員長やヘルガと共に腰こし掛かけていた。

　そして夏彦の話を聞き終えた女子二人は、アハハーと笑い、心の底から安心したように大きく息を吐く。

「なーんだ、それならそうと言ってくれれば良かったのに、もう！」

　夏彦の右に座る委員長は、そんなことを言いながら、夏彦を肘ひじで突ついてくる。

「そうですわ。わたくしてっきり、夏彦様と織姫がその……ああ、こんな妄想、はしたないですわぁ！」

　そして左に座るヘルガも笑いながら赤くなり、両手で口元を押おさえた。

　だが、夏彦からすれば少しも面おも白しろくない。なにせ、至近距きよ離りから濃こい水蒸気を浴び、ずぶ濡ぬれにされたのだ。これで喜ぶほうがどうかしている。

「まったく。今度から攻こう撃げきする前によく確かく認にんしてくれよ。あの織姫がそんなことをするわけないだろ。俺おれじゃあるまいし」

　夏彦は機き嫌げんの悪さを隠しもせず、二人の少女に言ってやった。

　すると委員長とヘルガは笑って誤ご魔ま化かし、明後日の方角を見る。

　そんな二人の様子に夏彦は「やれやれ」とため息を吐き、そして後ろを振ふり向むき、ブナの木の陰に隠れる織姫に呼よび掛かけた。

「織姫もいつまでも隠れてないで、いい加減出てきたらどうだ？」

「ダ、ダメです！　まだ乾かわいてませんから」

「だからいいんじゃないか」

「うるさいですっ」

　織姫はブナの幹から顔を半分だけ出し、何の罪もない夏彦を睨にらむ。

　彼かの女じよは夏彦以上に水蒸気を浴びたのだ。そして着ていたのは白く薄うすいワンピース。となれば当然、布は肌に張り付き、この上なく透すけ、肌や下着が丸見えとなった。

「織姫ちゃーん、こっちおいでよー。今いま更さら下着見られるくらい、どうってことないじゃん！」

「そうですわ。来ないのなら、わたくしが夏彦様を独どく占せんしてしまいますわよ？」

「何を人事みたいに……誰だれのせいでこうなったと思っているんですか。二人とも、あとで覚えていなさい。絶対に成敗してあげますからっ」

　織姫は眉まゆをつり上げ二人を非難する。

　そして実際に、委員長とヘルガが全面的に悪い。二人とも反論の言葉が見つからないようで、「いい天気だねー」などと言って誤魔化した。

　しかし、この二人の乱入は本当に困ったものだ。たんに織姫と二人っきりのところを邪じや魔まされたというだけではない。

　あのドサクサのせいで、織姫にカチューシャを取られてしまったのだ。よって今、織姫の帽子の下には、あの危険なカチューシャが再び装着されている。

　――それにしても、あれをつけて平然としてるとか……短期間で成長しすぎだろ。

　夏彦ですらダルさを覚えるほどの魔力負荷なのだ。

　――俺もマジで本格的に修業し直さないとなぁ……けど、師し匠しようがいないと何をやっていいのか、いまいち分からん。

　夏彦にとって修業といえば、シュトライムとの戦せん闘とうを意味する。

　彼女と戦えば、特に何も考えなくても強くなれた。シュトライムがそのように導いてくれた。だが、いま夏彦の周りには、導いてくれるどころか互ご角かくの相手すら見つからない。

　ヘルガの内に眠ねむるヴェロニカなら話は別だが、苦労して鎮しずめたアレを修業のために起こすなど言語道断だ。

「あら、夏彦様。わたくしの顔を見つめてどうしましたか？　もしかして……わたくしに恋こいをしてしまったのですね！」

　ヘルガは目を輝かがやかせ、急に意味不明なことを言った。

　すると、ブナの陰かげに隠れていたはずの織姫が素す早ばやい動きで迫り、夏彦とヘルガの間に首を突っ込む。

「な、夏彦！　やっぱりヘルガに気があるんですか！」

　まだ湿しめっている黒髪がベンチの上に垂れる。

「いや、俺の興味は全て、透けるワンピースに向けられている」

　夏彦は思いがけず訪おとずれたチャンスを逃のがさず、織姫の体を凝ぎよう視しした。

　白い布地は本当にスケスケである。下着姿を直接見ているのとなんら変わらない。いや、それでも布が消えてしまったわけではなく、張り付いている様子が分かる。もはや裸はだかよりエロい。

「きゃうっ！」

　視線に気づいた織姫は、今更うずくまって体を隠す。が、もう遅おそい。

　夏彦の脳のう髄ずいは、下半身に対して攻撃命令を出している。主しゆ砲ほうの準備は万ばん全ぜんだ。あとは撃つのみ。日々の模も擬ぎ戦を活かすときがきたのだ。さあ、いざ実戦と参る。ギンギン！

「いけませんわ！」

　ところが、ヘルガが夏彦を羽は交がい締じめにし、前進を止めてしまう。

　あと一歩で織姫に肉にく薄はくできたというのに。

　そして、その隙すきに織姫は逃にげだし、またブナの後ろに隠れてしまった。

「ヘルガ、どうして邪魔をするんだ！　もう少しで俺は、織姫に、突とつ撃げきできたのに！」

「ダメですわ夏彦様、そんな破廉恥なことを……どうしてもと言うのなら、わたくしに突撃して下さいまし！」

「何を言っているのですかヘルガ！　そんな、夏彦を誘ゆう惑わくして……ッ」

「うぉぉぉっ、織姫、なら俺のもとに来ぉぉぉいっ！」

「それも嫌いやです！」

　晴はれ渡わたるのどかな湖こ畔はんに、夏彦たちの喧けん騒そうが響き渡る。

　優ゆう雅がとは程ほど遠とおい、お下品な叫さけび声ごえだった。

　しかし委員長は、

「わーい。やっぱり、こうじゃないとね！」

　と、無む性しように嬉しそうだった。




　　　　　※




　バルトセルは鉄てつ塔とうの上に立ち、渚市を見下ろしていた。

　隣となりにいるアウレリアいわく、ここは渚スカイタワーという名らしい。高さは六十メートル。電でん波ぱ塔とうと観光名所を兼かねた渚市のシンボルだ。

　もちろんバルトセルはそんな説明に興味がなく、獲え物ものがどこにいるのか分かればそれでよかった。

「おい、アウレリア。シュトライムの弟で子しは見つかったかァ？」

「何言ってるネ、バルトセル。標的は蓬田織姫ネ。はき違えたら駄目ネ」

「おおっと、そうだったそうだった。そういや、戦闘は避さけろとかエルメネが言ってたな――可能な限り」

　バルトセルは口くちの端はをつり上げ笑えみを浮かべた。どうしても、やる気が漏れ出してしまうのだ。

　闘る気、殺る気、犯る気。

　実のところ、バルトセル自身、どうするか決めかねていた。

　レムナンツは、蓬田織姫を捕ほ獲かくすると決めた。ならば一員として、それに全力を注ぐ。そのことに異存はない。

　が、問題は三世寺夏彦とかいう人間の存在だ。

　たかが十六歳さいのガキの分際で、シュトライムに師事し、その技わざを継けい承しようしたという。気にならぬはずがない。

　可能な限り戦闘は避けろ――エルメネヒルドはそう言っていた。

　可能ならばそうするだろう。しかし不可能だ。目の前に三世寺夏彦がいれば、バルトセルは闘らざるを得ない。もし拍ひよう子し抜ぬけするような相手なら、殺ってしまうかもしれない。

「ハァ……チンピラの相手は疲れるネ。で、肝かん心じんの蓬田ちゃん。捕捉したネ」

　眼めを閉じ耳を澄ましていたアウレリアは、そう短く告げる。

　彼女は、探知や傍ぼう受じゆの達人だった。街の全ての音を拾い集め、聞き分け、望む情報を取り出せるのだ。アウレリアはそれだけでなく、術式干かん渉しよう、結界形成、情報隠いん匿とく――さまざまな小細工を得意とする。単純に器用というのもあるが、それ以上に、他人を出し抜ぬいたり弄もてあそぶのが好きなタチだった。

　面めん倒どうなことが嫌きらいなバルトセルには理解できない趣しゆ味みだ。しかし、彼女の実力は信しん頼らいに値あたいすると知っている。

「どこだ？　三世寺夏彦も一いつ緒しよか？」

「場所は郊こう外がいの公園。お望みの三世寺ちゃんも一緒ネ……けど」

「けど、なんだ？」

　まさか、計画の支障になるようなものが近くにあるとでも言うのだろうか。

　レムナンツの、それも武ぶ闘とう派はに属する二人にとって脅きよう威いになり得る存在など、そうあるものではない。

「修羅庁がなーんか動いてるネ。しかも標的が蓬田ちゃんに三世寺ちゃんネ」

「ほう……」

　流石さすがのバルトセルも、修羅庁の名を聞いて目を細めた。

　魔ま界かい最強にして最狂の戦闘集団。その称しよう号ごうはレムナンツにこそ相応ふさわしいとバルトセルは思っているが、それでも修羅庁には一目置いている。

　五年前、その幾いく人にんかと直接戦ったこともある。なるほど、噂うわさに恥じぬ強者たちだった。

　そんな連中が、自分と同じ標的を狙っているという。

　さて、ここはどう動くべきだろうか。

「おい、アウレリア。お前はどう思う？　先手を取るか、それとも様子見か？」

「そうネ……」

　アウレリアは顎あごに人差し指を当て、考え込む。そして出てきた結論は、

「様子見ネ」

　信じがたいほど消極的なものだった。

「オイオイ正気か？　同じ標的を狙っている奴が現れたら、先を越されないよう急ぐもんだろうが」

「まぁ、普ふ通つうに考えればそうなるネ。けど、やる気満々のお前を連れて三みつ巴どもえとか勘かん弁べんネ。どう考えても未み曾ぞ有うの大乱戦。最悪、蓬田ちゃんも三世寺ちゃんも殺してしまうネ」

　アウレリアは横目でこちらを見てくる。

　それに対しバルトセルは何も言い返せなかった。

　彼女の語る光景が、容易に想像できたからだ。

　明らかに、全てが台無しになってしまう。リリウムにもエルメネヒルドにも顔向けできない事態が発生する。

「チッ……分かったよ。つまり、ここで高みの見物ってことだな」

「そうネ。決着が付いたら、かっさらっていけばいいネ。あとは精々、修羅庁が面白い見世物を用意してくれることを願うネ」

「ハッ、詰つまらなかったら、そのときは舞ぶ台たいに乱入して役者を殺してやるよ」

　バルトセルは目を細め、この街のどこかにいる修羅庁と三世寺夏彦を想おもう。

　どうか自分を満足させることが出来る強者であって欲ほしいと心から願った。




　　　　　※




　織姫のワンピースも乾き、ようやく落ち着いた。これは織姫が落ち着いたというより、夏彦の性欲が落ち着いたということである。

　そして四人で草むらに座り屋台のクレープを食べていると、不意に夏彦のスマートフォンが鳴りだした。

「あれ、社長から電話だ」

「えー、どうしたのぉ？　急な事件？」

　委員長は頬ほおにクリームをつけたまま、そう疑問を口にする。

「さあ？　もしかしたらゲームの攻こう略りやく法ほうが分からないとか、そんなどうでもいい理由かもしれないぞ」

「まぁ、夏彦様ったら。いくら社長でも……」

　ヘルガは社長を庇かばう。

「いえ、普通に有り得ることですよ。もしかしたら、皆みなでゲームをやるから全員集合、なんて言い出すかもしれません」

　しかし織姫は真ま面じ目めな顔でそんなことを言った。

「そう言えば以前、桃もも太た郎ろう鉄道をやるからと召しよう集しゆうをかけられたことがありましたわ……」

「あったあった！　モンスターハントのために呼ばれたこともあるよー」

　そしてヘルガと委員長は、社長の横暴を告発した。

　実に酷ひどい社長だ。社員を何だと思っているのだろう。ニャンニャンしていれば何をやっても許されるわけではないのだ。

　ここは一つ、電話に出てガツンと言ってやらねばなるまい。

「もしもし社長。言っておきますが、俺は今、織姫とデートを――」

「うにゃーん、うにゃーんっ！　大変ニャ、大変ニャぁぁぁんっ！」

　だが電話に出た瞬間、社長の泣き声が聞こえてくる。それもかなり切せつ羽ぱ詰つまった泣き方だった。

「社長？　どうしたんですか、尻しつ尾ぽをドアに挟はさみましたか？」

「違ちがうニャ！　修羅庁ニャ、修羅庁が三世寺くんと織姫ちゃんを捜さがしてるニャ、そっちに行くニャぁっ！」

　ただ事ではないという雰ふん囲い気きだけは伝わってくる。しかし肝心の内容が分からない。

「社長、落ち着いて下さい。その修羅庁？　が、俺と織姫を捜してる？　何ですかそれは。どうしてそんなに焦あせっているんですか？」

「うにゃにゃ、三世寺くんは修羅庁を知らないのニャ!?　とにかく説明している暇ひまはないのニャ、今どこにいるのか知らないけど、とにかく織姫ちゃんをつれてどこかに隠れるニャ、急ぐニャ、急ぐニャァ！」

「わ、分かりました。とにかく織姫を守ればいいんですね。いつもどおりです」

　夏彦はそう言って電話を切った。

　すると女子三人がジロジロと見つめてくる。

「夏彦くん……今の電話……」

「わたくしの耳には、修羅庁がどうとか聞こえてきたのですが……」

「き、気のせいですよね、夏彦？」

　委員長もヘルガも織姫も、クレープを持ったまま引きつった顔になっていた。

　夏彦は彼女らがどうしてそこまで嫌そうな表情をしているのか分からず、のほほんと答える。

「いや、気のせいじゃないぞ。社長が凄い慌てた様子で、修羅庁が俺と織姫を捜しているから早く逃げろとか言ってた。修羅庁って何だ？」

　その瞬間、三人は固まった。まるで夏休み最後の日なのに宿題が一ページも終わっていない小学生の如く青ざめていた。

「おいおい。仮にもイデアルの戦闘要員が、なにビビってるんだ？　修羅庁ってのはそんなにヤバイいのか？」

「ヤバイなんてものではありません！」

　織姫は叫ぶ。

　いわく、修羅庁は魔界政府直属の、最強にして最狂の戦闘集団。彼かれらが通ったあとには雑草も残らない。その出しゆつ撃げきは殺さつ戮りくを意味し、人が抱いだく悪あく魔まのイメージを具現化したような連中――織姫は険しい顔でそう語った。

「なるほどな……確かに怖こわそうな噂だけど」

　だからといって、戦う前から尻尾を巻いて逃げ出すというのはいかがなものか。

　実は噂が一人歩きしていて、実際に戦ってみれば大した相手ではないかもしれない。だとすれば、逃げるよりも返り討うちにしてしまった方が、後こう顧この憂うれいを断たてるだろう。

　だが、修羅庁が噂通りに強敵で、イデアルの力を合わせても勝てないような相手だったら大変だ。そこまでいかなくても、織姫たちが重じゆう症しようを負ってしまったら、夏彦としては悔くやんでも悔やみきれない。

　はて、どうしたものかと悩んでいると、織姫が口を開く。

「前にシュトライムさんが言っていましたよ。修羅庁は危険だ、関かかわるな。影が見えたら全力で逃げろ――と」

「……マジで？」

　シュトライムは夏彦の師匠だ。その強さは圧あつ倒とう的てきで、いまだどう足あ掻がいても勝てる気がしない。そんなシュトライムが『危険』と評価したということは、本当にヤバイのだろう。

「あれだ……取とり敢あえず場所を変えるか。カラオケとかに籠こもれば見つからないんじゃないかな……？」

「えー、そこは『俺が返り討ちにしてやるから安心しろ』とか言って欲しかったなー」

「夏彦様ぁ、がっかりですわ」

　委員長とヘルガは興きよう醒ざめしたように言う。特にヘルガは頬を膨ふくらませ怒おこっていた。

「うっせーな。俺だけならともかく、織姫も狙われてるんだから大胆なことはしないの。ほら、織姫、行くぞ」

　夏彦は織姫の手を握にぎり立ち上がる。

「は、はい！」

　織姫は頬を赤らめ、ボンヤリした目で夏彦を見つめていた。完全に恋する乙女おとめの瞳ひとみだった。きっと、夏彦が織姫の安全を最優先に考えていたので、感激してしまったのだろう。

　しかし、立ち上がった織姫は首を振り、自分の頬をパンッと叩たたいて、キリリとした表情を作る。

「わ、私を気づかってくれるのはありがたいですが……別に夏彦に守ってもらわなくても大だい丈じよう夫ぶですからね！　そんなことでドキドキしたり嬉しくなったりしないんですからっ！」

「せやな」

「なんですか、その適当な返事は！」

　いつもの如く、織姫は真っ赤になって怒いかり出した。

　夏彦は「はいはい」と受け流し、そして三人娘むすめを引き連れ、公園の出口に向かって歩き出す。

　修羅庁というものが、どれほど危険なのかは会ってみなければ分からない。しかし会ってから手て遅おくれだと気づくのでは遅いのだ。ここは社長の命令に従い、どこかに隠れてしまおう。

　しかし一つ疑問なのは、どうして修羅庁が夏彦と織姫を狙っているのか、ということだ。そんな危ない連中に目をつけられるような真ま似ねをした覚えはない。どこかで手て違ちがいでも起きたのではないだろうか。

　そう考え歩いていると、前方に一人の男が立っているのに気づいた。

　距離は約百メートル。

　かなり離れているのだが、夏彦はその男から目を離せなかった。

　どこか騎き士しを思わせる白い服は、むしろ洗練された印象を受ける。が、中身が問題だった。

　爬は虫ちゆう類るいを連想させる奇き妙みような顔立ちに、二メートルを超こえる長身。そして病的なまでに細い体たい躯くは、誰が見ても異質なものを感じるだろう。完全に人型からかけ離れた魔族の方が、まだ親近感を持てる。

「……皆、引き返すぞ」

「え、カラオケ行かないのぉ？」

　委員長は呑のん気きなことを言う。

　しかし夏彦が目線で前方の男を指すと、途と端たんに表情を曇くもらせた。

「ああ、うん……見るからに怪あやしい……って言うかヤバイ？」

「強いかどうかは戦ってみなきゃ分からんが、見た目がもうヤバイだろ。仮に修羅庁じゃなくてもお近づきになりたくないタイプだ。喧けん嘩かを売られる前に退散する。皆、目を合わせるなよ」

　全員で回れ右をし、夏彦がしんがりを務め、元来た道を引き返す。

　ところが一歩目を踏ふみ出した瞬間、背後から爆発するような殺気が稲いな妻ずまの如く走はしり抜けていった。

「っ！」

　夏彦が振り返ると、あの男が一いつ瞬しゆんにして間合いを詰め、眼前に迫せまっていた。

　男は異常に長い舌を出し、血走った目をむき出しにし、腕うでを夏彦の顔に伸のばす。

「いきなり何しやがる！」

　夏彦は反射的に男の顔面に拳こぶしを叩き込み、弾はじき返した。しかし腕で防ぼう御ぎよされてしまったので、ダメージらしいダメージにはなっていないだろう。

「ひひひひ……おお、痛ぇ。ガードした腕が折れちまいそうだな。お前が三世寺夏彦だろ？　で、どれが蓬田織姫だ？　ああ、でも関係ないか。皆みな殺ごろしにしたって文句は出ないだろうしな！」

「皆殺し、だと？　てめぇ、いきなり襲おそってきて訳分かんねーこと吐はいてんじゃねぇよ。頭お花畑か？」

「お花畑はお前らだろうが。俺様があそこまで分かりやすく喧嘩売ったのに、回れ右して引き返せば逃げられると思ったのか？　おめでた過ぎるだろう。無視されるのって辛つらいんだぞ、知ってるか？　この辛さを知ってもらいたいなぁ……いひひひひ。まずは八やつ裂ざきになれやァッ！」

　男は涎よだれを垂らしながら不気味に呟つぶやいていたかと思うと、突とつ如じよ一変し、叫びだした。

　そして、その左右十本の指の爪つめを瞬しゆん時じに伸ばし、まるで剣けんのように鋭するどく光らせる。

「いひひひひ、格かつ好こいいだろう？　指が綺き麗れいだと、伸びてくる爪も綺麗なんだなぁ。だから切り口も凄く綺麗なんだぜぇぇ！」

　放たれる殺気と魔ま力りよくを見た夏彦は、素す手ででの対処は無理だと悟さとる。

「斑鳩流本ほん家け魂こん燃ねん式しき魔ま闘とう術じゆつ、型ノ壱いち――禍か炎えん闇やみ色いろ剱つるぎ」

　男がこちらに向けて突っ込んでくると同時、夏彦も闇色の剣を握り走った。

「ひーひひひっ！」

　耳みみ障ざわりな男の声と共に、左右から十本の爪が夏彦に迫る。

　数だけを見れば一対十。

　勝ち目など皆かい無むに見えるが、しかし実際のところ腕は二本しかなく、爪の動きもおのずと制限される。ならば所しよ詮せんは一対二。余裕で対処できる。

「はっ！」

　夏彦はまず素早い一いち撃げきで右から迫る爪を全すべて弾き返かえし、返す刃やいばで左からの爪を絡からめ取った。そしてそのまま捻ひねりを加え、爪を三本叩き折る。

「お、おおっ！　やるじゃねーか!?」

　男は舌を動かしながら、楽しげに叫ぶ。

「てめぇ、修羅庁か？」

「いひひひ。そうだ、よく知ってるな。俺は修羅庁ナンバー34、ファルデットだ。よろしくなぁ、三世寺夏彦」

「そうか。けど、その面は何度も見たいものじゃないな。織姫、やっちまえ！」

「斑鳩流人用傀儡闘法、剣ノ型――黒姫撫子」

　織姫の呪言により、ファルデットの真後ろに太た刀ちを持つ傀儡が現れ、そして斬撃を放つ。

「ひひっ――」

　不意打ちに反応したファルデットは、地面を転がり躱かわして見せた。

　だが、ここにいるのは夏彦と織姫だけではないのだ。

「クロムウェル式氷結銃術――術式刻印パラベラム・ミス型魔銀弾リル・バレツト」

　委員長は両手に拳けん銃じゆうを構え、ファルデットに向けて二発の弾丸を撃ち込む。

　ファルデットは起き上がり、爪で弾丸を切きり裂いた。しかし、その瞬間、氷結魔術が発動し、ファルデットの爪から腕、腕から肩かたへと氷漬けにしてしまう。

　更さらに、ヘルガによって血の魔法陣が描えがかれ、追つい撃げきの鉄てつ槌ついが振り下おろされる。

「ローゼンクロイツ式召喚術、第四階梯――カール自走臼きゆう砲ほう」

　召喚されたのは、百トン以上ある巨きよ大だいな大たい砲ほうだ。現れると同時に、ファルデットへ向けてその火力を叩き込む。

「うひひひひぃぃぃいっ」

　ファルデットは残ったもう片方の腕で砲ほう弾だんを受け止める。が、膨ぼう大だいな火薬とヘルガの魔力が合わさった爆発は、片かた腕うでで防ぎきれるものではない。

　やがて白はく煙えんが晴れたとき、ファルデットの両りよう腕うでは消しよう滅めつしていた。

　砲弾の火力と、そして氷が砕くだけたことによる衝しよう撃げきが、彼の腕を付け根からもぎ取ってしまったのだ。

「ざまぁねーな。それじゃあもう戦えない。噂の修羅庁も、四対一はきつかったか？　観念して吐いてもらおうか。俺と織姫を狙った理由を洗いざらい」

「いひ、いひひひひひ！」

　夏彦、織姫、委員長、ヘルガの四人に囲まれ、絶体絶命の危機のはず。なのにファルデットは不気味な笑いを上げ、少しも臆おくすることがない。

「こいつ……頭おかしいんじゃないか……？」

　危ない相手なのは外見から明らかだが、更に根本的な部分で狂くるっているのではないか。つまり『言葉は通じるが意思の疎そ通つうが出来ない類たぐいの相手』ではないのか、という疑ぎ惑わくが夏彦の脳のう裏りをかすめた。

「頭おかしい？　当たり前だろーがぁ！　修羅庁だぞ、全員狂くるいに狂いまくってるに決まってるだろうが、うひひひひひぃ！」

　ファルデットは目を見開き、涎を流しながら――腕と爪を生やした。

「ちっ、トカゲっぽいのは顔だけにしろよ！」

　取れた腕を再生させるなど人間には不可能な芸当だ。しかし、ここが魔界だというのを忘れてはならない。殺しても死なない相手がいるということを、夏彦はヴェロニカとの戦いでイヤというほど味わった。

　夏彦はファルデットが自分へ攻撃してくるものと思い、禍炎闇色剱を構えた。ところがファルデットの突とつ進しんした先は、織姫の方だった。

「織姫！」

　夏彦は慌あわてて叫ぶ。

　しかし織姫は落おち着つき払はらい、帽ぼう子しとその下にあるカチューシャを投げ捨てる。瞬間、織姫ひめの魔力が五倍近くまで跳はね上あがった。

　――おおっ!?

　夏彦が心の中で感かん嘆たんの声を上げていると、織姫はヘアピンを日本刀に変化させ、ファルデットの爪を払い、そのまま遥はるか上空へと打ち上げてしまった。

「いひ、ひ――何だよ、お前ら聞いてたよりつえぇじゃねーかよぉ！」

　ファルデットは上じよう昇しようしながら負け犬じみた言葉を放つ。

　そして夏彦は、自分たちが既すでに勝利したと確信する。

「ナイスだ織姫。あの位置なら火か界かい咒じゆが使えるぜ。皆、どっかに隠かくれろ！」

「うひゃぁ、夏彦くんの本気警報だ！」

　夏彦の言葉に真っ先に反応した委員長は、我先にしゃがみ込み、地面に向けて銃じゆう弾だんを連射する。すると氷のかまくらが出来上がり、委員長の周りを包つつみ込んだ。

「繭子、一人だけずるいですわ」

　ヘルガは滑すべり込むようにしてかまくらの中に避ひ難なんする。

「わ、私は別にこのままでも結構ですよ！」

　しかし織姫一人だけが仁に王おう立ちしたまま動かず、火か界かい咒じゆの余波を正面から受け止めようとしていた。

「バカか、お前も早く逃げろ！」

　夏彦は呆あきれつつ、織姫の尻しりを強く叩く。

「ひゃん！」

　織姫はよろめき、丁度かまくらの入り口の前に倒たおれた。それを委員長とヘルガが素早く掴つかみ、中へと引きずり込む。

　全員の退たい避ひが完かん了りようしたところで、夏彦は最強の剣を呼び出だした。

「残ざん鉄てつ・解放――破は戒かい王おう『極点位階奥おう義ぎ』自在武具錬れん成せいガ一片〈火か界かい咒じゆ〉」

　赤しやく銅どう色いろの刃を持つ、分厚く幅はば広ひろの大剣。

　夏彦はそれを握っただけなのに、既に突とつ風ぷうが巻き起こっていた。

「あばよ、修羅庁さん！」

　夏彦は上空のファルデット目がけて、火か界かい咒じゆを振り上げた。無論、距離が開いている故ゆえに、刃は直ちよく撃げきしない。だが生じた衝しよう撃げき波はが空間を直進し、恐おそるべき破は壊かいエネルギーを伝でん播ぱさせる。

「い、ひひ、ひっ！」

　ファルデットは最後まで笑いながら、木こっ端ぱ微み塵じんに弾け飛とんだ。もはや肉にく片へんすら残っておらず、再生する余地もない。

　そして衝撃波はそのまま空を飛び、遥か彼方かなたの雲を切り裂さく。

「天てん井じよう貫かん通つうホームランだな」

　万が一ヴェロニカのように復活した場合にそなえ、夏彦はしばらく警けい戒かいしたが、どうやらその危険はないようだ。

「完全勝利だ。お前ら、もう出てきても大丈夫だぞ」

　すると三人娘が、かまくらから這はい出してくる。

「ふひー、狭せまかった冷たかったー」

「狭いのは繭子の胸のせいだと思いますわ」

「そうですよ！　そんなものをぶら下げて……非常識です！」

「ひーん、そんなこと言われても勝手に大きくなるんだもん」

　委員長は理り不ふ尽じんに責せめられ涙目になる。

「大きくなるって……やっぱりまだ成長中なのですか!?」

「まあ、わたくしなんてもう何十年も変化がないのに。ずるいですわ！」

「ふえーん、夏彦くん助けてー」

　織姫とヘルガに追いかけられた委員長は、夏彦の後ろに隠れ、背中に超ちよう高こう校こう級巨乳を押しつけてきた。

「――ッ」

　その心ここ地ちよい柔やわらかさに、夏彦はたまらず息を詰まらせた。

　織姫以外の女子に興奮するのは浮うわ気きだと分かっていても、体が勝手に反応してしまうのだ。

「わ、わたくしも！　えいっ」

　そして、なぜかヘルガまで正面から抱きついてくる。大小二つのおっぱいによるサンドイッチだ。

「胸は大きければいいというものではありませんわ。中にどれだけの愛が詰まっているかが大切なのです。夏彦様、わたくしの方がいいですわよね？」

「えー、私だって負けないよー？」

　委員長とヘルガはグイグイと競きそって胸を擦こすりつける。

　――いかん、いかん、いかん！

　頭で分かっていても、血液が勝手に下半身に集まってくる。ギンギン度75％といったところだろうか。

「まあ、夏彦様ったら……はしたないですわ」

　ヘルガは頬を赤らめ、夏彦を見上げる。

　その刹せつ那な、般はん若にやのような表情になった織姫が、ヘルガの後頭部をハリセンで力ちから一いつ杯ぱい殴なぐりつけた。

「い、痛いですわぁ！」

　そのまま織姫は目にも止まらぬ速度で委員長の後ろに回り込み、すれ違い様にハリセンで一いつ閃せんする。

「はひん」

　委員長は妙みような悲鳴を上げ、パタリと倒れる。

「二人とも昼間からそんな破は廉れん恥ちなことをして恥はずかしくないんですか！　だいたい夏彦も夏彦です。デレデレして……もっと毅き然ぜんと断って下さい！」

　織姫はハリセンをぶんぶん振り回まわしながら説教を始める。モゾモゾ起き上がろうとする委員長の頭をハリセンで連打した。

「いや、うん。俺おれが悪かったな。織姫以外に興奮するなんて、未来の夫としてあるまじき行こう為いだ」

「分かればいいのです……って、未来の夫とか変なこと言わないでください！」

　織姫は例の如く赤くなる。

　するとすかさず委員長が満面の笑みでからかい始めた。

「だよねー。未来じゃなくて、今でも夫みたいなものだよねー。おしどり夫ふう婦ふ。ひゅーひゅー」

「だまりなさい！」

「はひぃっ」

　ハリセンが激しい音と共に委員長の頭を撃うち抜く。

「もう！　こんなことをして遊んでいる場合じゃないでしょう！　敵を倒したのなら、まずは社長に報告です。相手は修羅庁だったのですよ。詳くわしい事情も聞かねばなりません」

「まあ、それは正論だな」

　ファルデットはおそらく火か界かい咒じゆによって滅ほろびた。よしんば生きていたとしても、全く魔力を感じないので、逃げてしまったと思われる。

　当面の危険は退けたことになるが、そもそもどうして襲われたのかが分からない。根本の原因を解決しないと、また同じことが起きるかもしれないのだ。

「というわけで夢む幻げん島に行きますよ」

「うむ。それはいいんだが……委員長がさっきのハリセン攻こう撃げきで動かなくなってるんだが、いいのか？」

「え、うわぁぁ、委員長、しっかりしてください！」

　委員長は顔面から地面にめり込み、ピクピクと痙けい攣れんしていた。

　どう見ても無事ではない。

　織姫は慌てて抱き起おこしたが、もはや事切れる寸前である。

「織姫。いくら親友同士のツッコミとはいえ、もう少し手加減をした方がよろしいかと……」

　ヘルガは呆れ顔がおで言う。

「こ、ここまでやるつもりは……委員長、目を覚まして下さい！　委員長！」

「う、うーん」

　委員長は肩を揺ゆすられ、ゆっくりと目を開けた。

　そして織姫の顔を見た瞬しゆん間かん、ぴょんと跳とび上がり悲鳴を上げる。

「ひゃー、織姫ちゃん怖い！　もう夏彦くんにイタズラしないから許してー」

　そのまま委員長は泣きながら走り出し、公園の出口へと突つき進すすんでいった。

「ああ、委員長！　もう怒ってませんから――というより私が悪かったですから、逃げないで下さい！」

「わー、追いかけてきた！　殺される！　ごめんなさいぃぃっ！」

　織姫と委員長はレーシングカーにも匹ひつ敵てきする加速力で、木々をかき分けてどんどん小さくなっていく。

「おーい、二人ともどこに行くんだ」

「ああ、夏彦様。せっかく二人きりになれたのに、行かないで下さいましー」

　そして夏彦たちは渚なぎさ市中をグルグル駆かけ回り、やがてふと気が付いたときには喫きつ茶さ店てんリンニャオの前に辿たどり着いていたのであった。




　　　　　※




　戦いが終わり静かになった自然公園を、修羅庁ナンバー33、リンナは一人歩いていた。

　やがて一本の松の下で立ち止まり、ゴミを見るような目で足元を眺ながめた。

「貴方あなたって本当にどうしようもなく馬ば鹿かね。抜け駆がけしたあげくそのザマ？　憐あわれすぎて笑えないんですけど」

　独り言、ではない。

　リンナの足元には、潰つぶれた男の頭部が左半分だけになって転がっていた。

　修羅庁ナンバー34、ファルデットの頭部だ。

「ひでーなリンナ。まあ確かに抜け駆けは悪いと思ってるがよぉ。けど俺様が先に見つけたんだから俺様に殺る権利があるだろう？」

　頭が半分になっても、ファルデットの口はまるで減らない。そのことにうんざりしつつ、リンナは律りち儀ぎに言葉を返した。

「返り討ちにあってるじゃない。だいたい、一対一じゃ三世寺夏彦に歯が立たないなんて、最初から分かっていた話でしょ。それとも貴方の惨みじめな脳のう細さい胞ぼうじゃ分からなかった？」

「いひひ、そう罵ののしるなよ。興奮してくるじゃねーか」

「……変態！」

　リンナは眉まゆをしかめ、ピンヒールの先で再生途と中ちゆうのファルデットを踏みつけた。

「うひひひひっ、いてぇ！　お前なんだそりゃ、ご褒ほう美びかっ？」

「頭が真しん剣けんに痛くなってくるわ。で、一戦交えた感想は？　二人がかりなら何とかなりそう？」

「あー、無理だな。三世寺夏彦が強ぇのは分かりきったことだが、取り巻きも割とウザってぇ。特に黒くろ髪かみの女……あいつが蓬田織姫でいいんだよな？　結構強かったぜ。ひひ、あと指も綺麗だったな……殺してから切り落としていいだろ、なぁ？」

「……ご自由に」

　ファルデットの本気の懇こん願がんに、リンナはため息混じりに答える。

「で、ダイアンサスは？　見たの？」

「んぁ……何か傀儡使っていたのは確かだが……ダイアンサスに似てると言えば似てるし、よく分かんねーと言えば分かんねーな。やっぱ捕つかまえて解体するしかねーだろぉ？　つーか、俺ら下したっ端ぱ戦せん闘とう員いんが気にすることじゃねぇ。捕ほ獲かくが無理なら殺せってお達しだ。だったら殺そうぜ！」

「それは同感。けど、手段はあるのかしら？　二人がかりでも無理なんでしょ。応おう援えんを申しん請せいする？」

「おいおいおい。正気か？　そんな恥はじ知しらずな真似できるかよ。人ひと質じちでも取った方がまだ健全ってもんだぜ」

「そうね。でも貴方と意見が合うって凄すごく不快だわ。もう二度と正論を言わないで。じゃなきゃ死んで」

　リンナの目がゴキブリの巣でも見つけたかのようになり、ファルデットに一刻も早く消えて欲しいと全力で訴うつたえてきた。

「いひひひひひ。最高のクソアマだなお前は。それで、その口ぶりから察するに、お前には手段があるんだろう？　三世寺夏彦と蓬田織姫をぶっ殺す手段がよー」

「ええ。貴方が馬鹿やっている時間を利用して、吸すい魂こん花かを植えてきたわ。正攻法じゃ勝てないのは分かっていたから」

「おお、イカすじゃねーか。けど、勝てないのが分かってるなら、どうしてこんな真っ昼間から二手に分かれてターゲットを捜そうなんて言い出したんだぁ？　吸魂花が咲さくのは夜だろう？　つーかお前、はなから捜してねーだろ」

「あら。だってそう言っておけば、馬鹿な貴方が必死こいて見つけ出して、馬鹿みたいに特とつ攻こうして戦力分ぶん析せきしてくれるじゃない。良かったわね、私の役にたてて。馬鹿の割には上出来よ」

　リンナは嘲ちよう笑しようを浮うかべつつ髪かみをかき上げ、圧倒的な上から目線でファルデットを見下した。そんな目で見られると、ファルデットは嬉うれしくなってしまう。

「お前は本当にクソアマだなぁ。けど、俺様が辛かろうじて生きているからいいものを、もし死んでいたらどうするつもりだったんだ？　むしろ死んでた確率の方が圧倒的に高かったぜ？」

「貴方が死ぬ？　最高じゃない。むしろ、そうなっていて欲しいと切に願っていたんだけど。ねえ、今からでも死ぬ気ない？　私が殺したら同どう僚りよう殺しになって面めん倒どうだから、頑がん張ばって自力でお願い」

「ひひひ……その冗じよう談だんはヘビー過ぎて笑えねぇぞ」

　ファルデットの半顔が、引きつった笑えみを作る。なじられるのは歓かん迎げいだが、死ぬのは少々困りものだった。まだ人生のお楽しみを味わい尽つくしていないのだ。

「だって本気だし。まあいいわ。私は吸魂花が咲くまで適当に時間を潰してるから。貴方も咲いたらちゃんと来くるのよ」

「おいおい。この状態の俺様を放置して行くのかぁ？」

「そうよ。夜までには元に戻もどるでしょ」

「そりゃそうだが。途中で犬とかに食われたらどうするんだよ」

「安心して。それ、最高に似合ってるから。墓前で指差して笑ってあげる。じゃ、色々大変でしょうけど、頑張って死んでね」

　リンナはここに来て初めて満面の笑みを浮かべ、ファルデットを踏みつぶしながら踵きびすを返し、公園をあとにした。







第二話　魔族密会







　一時間ほど渚なぎさ市をグルグル回った夏なつ彦ひこたちは、ふと気が付くとリンニャオの前にいたので、これ幸いと夢幻島へ向かった。

　すると、エレベーターで本部に降りた瞬間、社長がニャオニャオ泣きながら走り寄ってきた。

「皆、生きててよかったにゃぁ！」

　大おお粒つぶの涙を流しながら、夏彦たちが一人も欠けることなく戻ってきたことを喜ぶ社長。可愛かわいらしいのは結構だが、とても話を聞ける状態ではない。

　すると社長に続いて、副社長がやってきた。

「ああ、皆、無事なのね」

　こちらは社長に比べると平静を保っていたが、それでも大きく安あん堵どの息を吐く。それから泣いている社長の頭を撫なで、慰なぐさめ始めた。

「ほら社長。夏くんも姫ちゃんも繭まゆちゃんもヘルちゃんも怪け我が一つないんだから。泣かなくてもいいのよ？」

「だって、修しゆ羅ら庁ちようの奴やつら怖かったニャァァ」

「よしよし」

　社長は副社長に抱きつき、尻尾をブンブン振ふりながら泣き続ける。

　それを抱きしめる副社長の表情がとても幸せそうに見えたのは、夏彦の気のせいだろうか。

「えーと、それで副社長。いろいろ聞きたいことがあるんですけど……」

「いいわよ。あ、その前に、皆みんなの報告が聞きたいわ。結局、修羅庁とは会ったの？」

「ええ、会った……というか交戦しました」

　夏彦は、郊こう外がいの公園で四人で遊んでいたときに修羅庁のファルデットに襲われ、迎げい撃げきに成功したことを報告した。

「噂うわさほどの相手じゃありませんでしたよ。まあ、四対一ってのもありましたけど」

「あら、相手はファルデット一人だったの？」

「そうですけど」

　夏彦が答えると、副社長は首を捻り「うーん」と唸うなる。

「何か問題でもあるんですか？」

「それがね。ここにきた修羅庁は、ファルデットの他にもう一人、リンナってのもいたのよ」

「けど、俺たちの前に出てきたのは一人でしたよ。どうしてわざわざ多勢に無勢を選んだんです？」

「そんなこと私に言われても……でも、とにかく全員無事で良かったわ。流石さすがは夏くんと言ったところかしら？」

　その副社長の言葉に、三人娘は即そく座ざに反応した。

「どうして夏彦だけを褒ほめるのですか！　私たちだって戦ったのですよっ？」

「そうだよー、頑張ったのにー」

「わたくしは夏彦様の格好いいところを見れただけで満足ですわぁ」

　なにやら話が明後日の方向にそれていきそうな気配が漂ただよってきた。

　だが、そこは流石の副社長。

「そうね、夏くんだけじゃなくて皆強いもんね。で、立ち話もなんだから、取り敢えず社長室に移動しましょ」

　と、織おり姫ひめたちを躱してみせた。

「社長もいつまでも泣いてないで、そろそろ仕事モードになってちょうだい」

「うにゃ？　うにゃにゃん！」

　社長は副社長から離はなれ、猫耳をピコピコさせながら社長室へと走っていった。

　夏彦たちがそれを追いかけ社長室に入ると、泣いていた猫耳幼女は既に椅い子すに腰こし掛かけ、偉えらそうにふんぞり返っていた。

「では、報告を聞くニャ」

「いや、報告はもうしましたから。それより、どうして修羅庁が俺たちを攻撃してきたのか、説明してください」

「うにゃぁ……三さん世ぜ寺じくんのくせにもっともなご意見ニャ……」

　社長はしょんぼりした顔になり、机に突っ伏ぷした。が、そんなことをしている場合ではないと思いだしたのか、すぐに真ま面じ目めな顔を作り、これまでの経けい緯いを説明し始めた。

　しかし、社長と副社長も詳しいことは何も分からないらしい。

「今朝突とつ然ぜん、修羅庁のあの二人がここに押おしかけてきたのニャ。それで三世寺くんと織姫ちゃんはレムナンツと関係しているから差し出せとか言い出して……ここにいないって言ったら、捜しに出て行ったニャ。怖かったニャァ」

　社長は猫耳をしおれさせ、また涙目になる。

「俺はこっちに帰ってきてから、まだ一ヶ月経たっていないんですよ。修羅庁なんてわけの分からん奴らに狙ねらわれる覚えはない。織姫だって何もしてないでしょう？」

　強しいていえば、夏彦が手に入れた【破は戒かい王おうの残ざん鉄てつ】が考えられる。しかし、それは慈じ悲ひ帝ていゲシュペスの許可をもらって所有しているのだ。文句を言われる筋合いはないし、織姫まで狙われた理由にもならない。

　ところが、

「うにゃぁ……それが、織姫ちゃんの方なら、一つだけ心当たりがなくもないニャ……」

　社長は俯うつむき、申し訳なさそうに呟く。

「え、社長、どういうこと？　それ私も初耳よ」

　すると副社長すら驚おどろいた顔になり問とい詰つめる。

　副社長はイデアルの事務処理を一手に担になう人だ。はっきり言って、社長よりイデアルの活動に詳しい。そんな副社長が知らないということは、何か極ごく秘ひのルートからきた情報なのだろうか。

「別に秘密にしていたわけじゃないニャ……私も今の今まで全然気にしてなかったから話さなかっただけで……」

　社長は夏彦と織姫をチラチラと見ながら、叱しかられている子供のように怯おびえながら語る。

「怒ってませんから、早く話して下さい」

　織姫が先を促うながす。

「そうそう。社長は社長なんだから、もっとドンと構えてくださいよ」

　夏彦も社長を励はげまし、元気づける。

「……ダイアンサス、にゃ」

　やがて、社長がためらいがちに呟いた言葉はそれだった。

「ダイアンサスってなーに？　どこかで聞いたような気がするんだけど」

　委員長がそう疑問を口にする。

　夏彦もその単語に聞き覚えがあった。あれは確か、七夕の夜、織姫の口から聞いたのだ。

「レムナンツの奴が、黒くろ姫ひめ撫なで子しこを見て言ったんだよな。ダイアンサスって」

「はい。間ま違ちがいありません。ヒート・ヘイズもリリウムも、そう言っていました。ですが社長。ダイアンサスとは一体……？」

「ダイアンサスっていうのは……破戒王の妻の名前ニャ」

「破戒王の妻……？」

　夏彦は、その不ふ吉きつな言葉にたじろいだ。

　破戒王とは悪名高い先代魔ま王おうである。慈悲帝やシュトライムたちが必死になって倒した、史上最強の魔族という話だ。

　そしてダイアンサスはその妻だという。

　もし織姫とダイアンサスに関係があるとすれば、修羅庁が動くのも頷うなずける――

「いや、やっぱ変ですよ。織姫と破戒王の妻なんて、全然関係ないじゃないですか。織姫も俺も、大魔災が起きるまで魔ま界かいの存在すら知らなかったんだ。正しよう真しん正しよう銘めいの人間だし、まして先代魔王の妻なんて……なあ、織姫？」

「ええ……その通りです」

「そうニャ。私もそう思ってたから、全然気にしてなかったニャ。そもそもダイアンサスは十六年も前に死んでるし……一応、慈悲帝様には報告しておいたけど、それっきり忘れてたニャ……」

　そう。社長の言うとおり、織姫とダイアンサスは無関係――夏彦は、社長の意見が自分と同じであることに安堵した。

「あの……わたくしも織姫とダイアンサスが関係しているとは思いませんが、しかし修羅庁はそう思わなかったということなのでは？　あの方たちは、血も涙もない組織なのでしょう？　誤ご認にん逮たい捕ほを歯し牙がにもかけず、些さ細さいな根こん拠きよで動いたのかも知れませんわ」

「あ、私もヘルちゃんの意見に賛成ね。私たちから見たら姫ちゃんは大切な仲間だけど、修羅庁にとってはそうじゃないから。取とり敢あえず捕まえておくか、みたいなノリでやったとしても不思議じゃないわ」

　ヘルガと副社長の発言は、もっともらしく聞こえる。

　修羅庁からすれば、織姫が本当にダイアンサスと関係していたら見み逃のがせないし、全くの冤えん罪ざいだったとしても気にしないだろう。疑わしきは罰ばつするの原則で動いていても驚かない。

「でも、俺も一いつ緒しよに狙われていたんですけど。その理由は？」

「うにゃー、そっちは本当に分からないにゃぁ……」

　社長は腕を組み、首をかしげて可愛らしく悩なやむ。

　見ていると実に和なごむが、呑のん気きな気分に浸ひたっている場合ではないのだ。

　修羅庁は夏彦と織姫を狙っている。襲ってきたファルデットは倒したが、もう一人リンナという奴がいるらしい。

　ファルデットは容易に撃げき退たいできたが、リンナも同じようにいくという保証はない。それに、修羅庁が総力を挙げて夏彦と織姫を狙っているとしたら、刺し客かくは次々とやってくる。

　考えれば考えるほど、悪い材料が出てくるのだ。

「悩んでいても始まらないから、慈悲帝陛下に相談してみましょう。あの方なら修羅庁も止められるはずよ」

「あ、その手があったか！」

　副社長の提案に、夏彦は素す直なおに感心した。

　イデアルのスポンサーである慈悲帝は、魔界政府の頂点に君臨する魔王だ。

　そして修羅庁は魔界政府の一部門に過ぎない。ならば魔王の命令を聞かざるを得ないだろう。

「副社長、ナイスアイデアにゃ！」

　むしろ、なぜ思いつかなかったのか不思議なほど当然の結論といえる。

「というわけで、慈悲帝様には私からお願いしておくニャ。きっと何らかの結論が出るから、今後の対策はそのあとニャ。それまで解散。お疲つかれ様さまでしたにゃーん」

　社長はさっきまで泣いていたくせに、すっかり元気になって、お気軽に言った。

　織姫が狙われている以上、夏彦はそこまで呑気にはなれなかったが、かといって悲観する材料もなかった。

　なにせ魔王を担かつぎ出そうとしているのだし、それに修羅庁の一人を既に倒したという実績がある。

　また、この夢幻島に入り込むにはエレベーターのパスワードが必要だ。招かれざる者の侵しん入にゆうは非常に困難だ。故にここにいれば、突とつ然ぜん襲おそわれる確率はゼロに近い。

「じゃあ、社長が慈悲帝陛下と話している間、皆でスイカ食べましょ。冷蔵庫に入ってるから」

「わーい、スイカだ！」

「まぁ、いただきますわ」

　副社長、委員長、ヘルガは愉ゆ快かいそうに階段を降りていく。

　夏彦もそれを追いかけようとしたが、なぜか織姫がついてこないので、不思議に思い振り返る。

「どうした織姫。腹でも痛いのか？」

「あ、いえ……そういうわけではありません……少し考えごとをしていただけで」

「考えごと？」

「何でもありません。それより、スイカを食べに行きましょう。早くしないと、委員長に全部食べられちゃいますよ」

　織姫は夏彦を追おい越こし、一階のリビングに向かう。

　だが、何でもないと言われても、どうしても気になってしまう。

　なぜなら織姫は、幼おさな馴な染じみの夏彦ですら見たことがないほど深刻な顔をしていたのだから。

「私の分のスイカ、残しておくニャー」




　　　　　※




「うーん、やっぱこうなるわな」

　慈悲帝ゲシュペスは、執しつ務む室しつで報告書を読みながら、憂ゆう鬱うつに呟つぶやいた。

　そこに書かれていたのは、海外から来た諜ちよう報ほう員いんの話である。

　今の日本列島は神無大結界によって海外と隔かく絶ぜつされており、完全に魔界となっている。人間もわずかながら住んでいるが、やはり主役は魔族なのだ。故に、人界にはない魔ま導どう技術が無数に散らばっている。

　それらは人類社会から見れば、とてつもなく魅み力りよく的てきに映るようだ。必然的に、魔界の技術を手に入れるため、世界中の国家や企き業ぎようが日本列島を目指して殺さつ到とうしてくる。

　ここにゲシュペスの葛かつ藤とうがあるのだ。

　ゲシュペスを含ふくむ魔族たちは、人類社会の文化に興きよう味み津しん々しんだった。口くち惜おしいが、娯ご楽らくに関しては、人間の方が魔族よりも洗練されている。

　よって、海外から物資を輸入することを、ゲシュペスは黙もく認にんしていた。魔族全体がそれを歓迎しており、ゲシュペス自身も楽しみにしている。

　しかし、それを利用して、国家が介かい入にゆうしてくるのは見逃せない。

　人界のものが魔界に入ってくるのは大だい歓かん迎げいだが、魔界の技術が流出するのは絶対に防がねばならないのだ。

　今のところ、流出は水際でせき止められている。今日もＣＩＡやＭＩ６やモサドといった諜ちよう報ほう機関のエージェントが、魔界警察によって逮たい捕ほされたようだ。

　彼かれらをどう処罰するか。全てはゲシュペスの判断で決まる。

「ま、記き憶おくの抹まつ消しようと国外退去で十分だろ。下手に殺すと、面倒なことになりそうだからな」

　ゲシュペスは決断し、書類にサインする。

　それが正解かどうかは、未来にならなければ分からない。しかしゲシュペスは、可能な限り穏おん便びんに統治していきたいと願っているのだ。

　さて、仕事が一段落したところで、ゲシュペスは椅子に座すわったまま背せ伸のびをした。そして、横に座る朱雀すざくに目をやった。

　ゲシュペスの使い魔たる朱雀は、自分用の椅子を勝手に執務室に持ち込み、さっきから集中してマンガを読んでいた。イデアルの猫耳社長から借りてきたらしい。

「慈悲帝様、人界の本はとても面おも白しろいであります。カイアンツは偉い大だいであります！」

「あ、あぁ？　どんな内容なんだ……？」

「スポ根であります！　主人公はもともと、スポーツ万ばん能のうの小学生だったであります。それが大リーグボール養成ギプスの負ふ荷かにより、黒板に字も書けない状態で生活することになったであります。全ては栄光のカイアンツに入るための修しゆ業ぎようであります！」

「……とんでもない小学生だな」

「私も大リーグボール養成ギプスで強くなりたいであります！」

「いやぁ……朱雀はそのままでもいいと思うぞ？」

　その昔、シュトライムも似たような機能のカチューシャで魔ま力りよく負ふ荷かをかけ、青くなりながら生活していた。

　修しゆ羅ら地じ獄ごく女のシュトライムですら死にそうな顔になっていたのだから、朱雀のようなか弱い少女が真ま似ねをしたら、それこそ死んでしまうかも知れない。

　なのに朱雀はマンガに感化されたようで、大リーグボール養成ギプスをねだってくる。

　どうやって断ろうかとゲシュペスが悩んでいると、都合よく、朱雀の携けい帯たい電話が鳴った。

「リン・リンからであります！」

　朱雀は嬉しそうに言った。何せ、初めて出来た友達である。

　見た目も精神年ねん齢れいも、ほぼ同じくらいだろう。安心して遊ばせることが出来る相手だ。

　ゲシュペスは電話に出る朱雀をほがらかに見守っていた。が、しだいに朱雀の表情が険しくなっていく。

　はて、何事だろうか――と思ったのも束つかの間ま。朱雀は拳こぶしを握にぎり、ゲシュペスの体をポカポカと叩たたいてきた。

「ど、どうしたんだ、朱雀」

「どうしたもこうしたもないであります。なぜイデアルを虐いじめるでありますかっ？」

「……？　なんのことだか分からんぞ。ちゃんと説明しろ」

　朱雀を落ち着かせ、電話の内容を問いただす。

　すると、修羅庁が二人も渚市に現れ、イデアルに襲おそいかかったというのだ。

「朱雀。ちょっと電話を貸せ。まだ繋つながってるんだろ？」

「は、はい」

　ゲシュペスが真面目な顔でそう言うと、朱雀も緊きん張ちようした表情になり、携帯を差し出した。

「もしもし、オレだ。修羅庁が渚市に現れてイデアルと交戦したってのは本当か？」

「うにゃ、慈悲帝様！」

　電話の向こうから、猫耳社長の驚いた声が聞こえてくる。

　彼かの女じよは突然ゲシュペスが出たことに絶句していたが、すぐに息を整え、緊きん迫ぱく感のある声を取り戻した。

「本当ですニャ。ナンバー33と34がやって来ましたニャ。どうやら狙いは三世寺くんと織姫ちゃんらしいですニャ。幸い、全員ケガ一つなく無事ですし、34のファルデットは既すでに倒たおしましたニャ」

「ほう。もう一人撃げき破はしたのか。早いな」

「やっぱり修羅庁を倒したら、あとで面倒なことになりますかニャ？　報復とか怖こわいですニャ……」

　猫耳社長は不安で一いつ杯ぱいといった感じの声で語る。

「いや。先に手を出だしてきたのは向こうなんだ。イデアルに非はない。修羅庁はその辺の理り屈くつを無視しそうだが、オレが何とかするさ」

「ありがとうございますニャン。ところで、どうして三世寺くんと織姫ちゃんが狙われたニャ？　やはり【破戒王の残鉄】とダイアンサスが原因ですかニャぁ？」

「いや……」

　蓬よもぎ田た織姫が狙われた理由は、猫耳社長が言うように、ダイアンサスの関係だろう。

　しかし、三世寺夏彦が持っている【破戒王の残鉄】は三つ。個人が所有するには過大な力といえるが、それでもしょせん三つだ。全体から見れば一割にも満たない。この程度も黙認できないようでは、魔界政府の度量が知れる。修羅庁とて、いちいち動かないだろう。

　ならば修羅庁の狙いは、三世寺夏彦の中に眠ねむる、もう一つの力であろう。場合によっては、破戒王そのものより脅きよう威いになるかもしれない代しろ物ものだ。彼にそんな力が眠っていると知っているのは、ゲシュペスとシュトライムだけのはずだが。

　――ヴェロニカとの戦いで気づかれたか？

　十分考えられる話だ。元げん老ろう院いんも修羅庁も常に、それぞれのアンテナを張はり巡めぐらせている。たとえ明確な敵がいなくても、自分たちの立場を守るため、情報で武装するのは当然のこと。まして今、ゲシュペスと元老院は良好な関係とは言いがたい。

「蓬田織姫とダイアンサスの関係性は、目下調査中だ。それと【破戒王の残鉄】の所有はオレが許可したんだ。修羅庁が動く理由にはならない」

「じゃあ、どうして……」

「よく分からん。オレは修羅庁にそんな命令も許可も出していないからな」

　猫耳社長に本当のことを教えるわけにもいかないので、ゲシュペスは適当に誤ご魔ま化かす。

「そ、そんニャ……だって慈悲帝様は魔界政府のトップにゃ。なのに知らないなんて」

「可愛い顔して痛いところ突いてくるじゃないか」

　ゲシュペスは思わず自じ嘲ちようしてしまう。

　猫耳社長の言うとおり、ゲシュペスは魔界政府のトップ、魔王だ。そして修羅庁は魔界政府の下部組織。本来であれば、その行動はゲシュペスの管理下にあり、完全に把は握あくしているはずだった。

「君も知っていると思うが、魔界政府も一枚岩じゃない。あまり大きな声では言えないが、元老院にはオレを嫌きらっている奴も多いからな」

「まさか、今回の一件は、元老院が仕組んだことですかニャ!?」

　元老院とは、三百人からなる勧かん告こく機関だ。魔王の政策に対し意見を述べるだけの集団だ。しかし、非常時には『元老院最終勧告』という特例を使い、魔王から魔界の統治権を奪うばうことが出来る。そして、その特例を使うか否いなかは彼らが判断できる。

　ある意味、魔界の真の支配者は魔王ではなく、元老院といえるかもしれない。

「さて。ハッキリしたことは何も言えん。が、取り敢えず、オレの方で動いてみよう。イデアルはオレの組織でもあるし、君には朱雀が世話になっているからな」

「うにゃにゃ、ありがとうございますにゃん！」

　猫耳社長の感激した声に苦く笑しようしつつ、電話を切り、朱雀に返す。

「朱雀、聞いての通りだ。オレは修羅庁本部に行ってくるから、お前は適当に暇ひまを潰していろ」

「了りよう解かいであります」

　ゲシュペスは朱雀に見送られ、万ばん魔ま殿でんの廊ろう下かを突き進んだ。

　この万魔殿は、大魔災によって発生した暗黒ドームの真上に浮かぶ城だ。その内装を人類社会のものに例えるなら、十一世紀頃ごろのロマネスク様式に近い。その広さは小さな町ほどもあるが、魔王の住居なのだから大げさな広さではないだろう。革命前のヴェルサイユ宮きゆう殿でんなどパリ市と同等の面積を有していたのだから、それと比べれば実にささやかなものだ。

　そして万魔殿は、かつてのヴェルサイユ宮殿と同様、政治の中ちゆう枢すうである。よって、関係各所の本部が集まっている。

　修羅庁も例外ではなく、西の端はしにそびえる塔とうがそれだった。

　ちなみに修羅庁は、五十人からなる組織だ。それぞれ強い順にナンバーが振られ、その上位五人はあまりの強さ故ゆえに、許可なく塔の上層から出ることを禁じられていた。

　というより、ナンバー01からナンバー05は普ふ段だん、幾いく層そうにも重ねられた強力な封ふう印いんを施ほどこされ、仮死状態にある。その五人の封印が解かれるときは、まず間違いなく、魔界の歴史の転てん換かん期きとなるのだ。

　もちろん現状、五人全員が眠っているし、起こすつもりもない。

　今、ゲシュペスが向かっているのは、塔の中層。

　そのフロアには、ナンバー06の部屋がある。

　ナンバー06とはすなわち、修羅庁長官代行、ショコラ・ミミングス。平時における修羅庁の全権を担う存在だ。

「ふむ、そろそろ来る頃だと思っておりましたぞ、慈悲帝陛下」

　ゲシュペスは部屋に入るなり、そんな言葉を投げかけられ面食らった。

　発したのは、正面の机に座る少女。

　外見年齢は朱雀と同じくらい。人に例えれば十一、二といったところ。修羅庁の白い制服に身を包つつみ、尊大に腰掛けている。

　彼女はさまざまな意味で有名人だった。まず、若くして修羅庁の長官代行という地位まで上のぼり詰めた実績がある。

　更さらに、【瓏ろう玲れいの焔ほむら】と犬型魔族の血を引くハーフという出生。

　それを証明するように、ショコラの頭部からは犬の耳が垂れ下がっていた。形としては、ゴールデン・レトリバーなどに近い。もっとも彼女の性格は、犬のような従順さとは程ほど遠とおいものだ。

　この若さで、しかも純じゆん粋すいな焔ではないというハンデをものともせずのし上がった胆たん力りよくがある。たとえ首輪と鎖くさりで繋いでも、どこからか鍵かぎを見つけてきて、一人で外してしまうに違ちがいない。
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「オレが来ることを予期していたようだが、なぜだ？　心当たりがあるのか」

「無論、イデアル襲しゆう撃げきの件じゃろ」

　ショコラの回答に、ゲシュペスは舌を巻く。

　少しくらいはとぼけるかと思っていたのに、間かん髪ぱつ容いれずに認めてきた。何のつもりかは知らないが、主導権を取られた気分になってしまう。

「話が早いのは結構だ。分かっていると思うが、イデアルはオレの組織。三世寺夏彦も蓬田織姫もその構成員。勝手に手を出さないでもらえるか？」

「お話はごもっとも。じゃが……困ったのぅ」

　ショコラは幼い容姿に似合わぬ、年寄りじみた口調で受け答えする。それは相手に老ろう獪かいな印象を与あたえ、答弁において優位となる。

　しかし、ゲシュペスに上辺の印象など通じない。

　どう屁へ理り屈くつを並べようとも、ショコラはゲシュペスの部下。これは覆くつがえらないのだ。

「困ることなど何もない。オレの命令は絶対だ。それとも、謀む反ほんの意志でも示すのか？」

　ゲシュペスとしてはあまり慣れないことだが、可能な限り威い圧あつ的てきな声で語った。

　ゲシュペスは正真正銘の魔王なのだ。

　魔界に住む者は全員、その命令に従う義務がある。従わぬということは、それ即すなわち、魔界政府への反逆だ。

「謀反など、とんでもない。ワシはいつでも魔界政府に忠実じゃ。蓬田織姫と三世寺夏彦を狙ったのも、貴方あなた様さまの命によるものじゃよ、慈悲帝陛下」

「は……？」

　ショコラが何を言っているのか分からず、ゲシュペスは眉をひそめる。

　無論、そのような命令を出した覚えはない。

　なぜ彼女は、この場限りの誤魔化しにもならないようなことを言い出したのだろうか。

　そう疑問に思っていると、ショコラは微び笑しようしつつ、次の言葉を続けた。

「五年前、慈悲帝陛下は破戒王を倒した。シュトライムや、ワシら修羅庁と共に。そして陛下はワシらに命令を下した。破戒王ヴェズエルの残党は全て狩かり取れ――と。あれはまだ失効しておらぬ」

「それは百も承知だ。レムナンツは絶対に壊かい滅めつさせねばならない。だが、それと今回の件がどう関係している」

「どうもこうも、陛下。蓬田織姫がダイアンサスと深く関係しているのは、もはや確定事項。それはつまり、蓬田織姫は破戒王の残党――と見なすことが出来るのじゃ」

　そうきたか、とゲシュペスは内心、舌を巻いた。

　ショコラの論法は、屁理屈や詭き弁べんの類たぐいである。が、反論が難しいのも確かなのだ。

　何しろ、事実なのだから。

　しかしショコラは、蓬田織姫とダイアンサスの関係性について、証しよう拠こを握っていないはずだ。と思いきや、ショコラは笑みを浮かべ、こう切りだした。

「先日の渚なぎさ市における対ヴェロニカ戦。ワシも少なからず関心を抱いだいていた故、一部始終を見ていたのじゃが……あの黒姫撫子とかいう傀儡。戦せん闘とう中に仮面が割れて、顔が少し露出した。慈悲帝陛下はご存じかな？」

「……さあ、な」

　ゲシュペスは本当に知らなかった。

　これはショコラのブラフなのだろうか。それとも彼女は本当に仮面の下を見たのだろうか。だが、黒姫撫子とダイアンサスの顔が同じと知られても、言いい逃のがれのしようはある。たまたま似ていただけというのは、十分に有り得る話だ。

「それから一つ気になることもあった。蓬田織姫の魔ま力りよくと、黒姫撫子の魔力を比べてみたのじゃが、微び妙みように波長が違うのじゃよ。実に妙みような話じゃ。黒姫撫子が蓬田織姫の魔力で作られた傀儡なら、波長は完全に一いつ致ちするはずなのにのぅ」

「……そんなはずはない。黒姫撫子は正真正銘、ただの傀儡だ。波長が違うなんてことは有り得ない」

「ふむ。確かに、機材を使った測定では一致していた。が、ワシの目測では違いが見えた。まるで何者かが巧こう妙みように偽ぎ造ぞうしたような形けい跡せきすらあった……まあ無論、目測は証拠にはならぬが。とにかくワシの目には違うように見えたのじゃ」

「気のせいだろう。オレは分からなかったぜ」

「そうか。慈悲帝陛下がそう言うのなら、ワシが間違っているのかもしれんのぅ」

　ショコラはわざとらしく肩かたをすくめてみせた。

　目測は証拠にならない。そして魔王の言うことは絶対。だからショコラは引いてみせたのだろう。

　この場においては、まだゲシュペスに有利だ。

　しかし、外そと堀ぼりは確実に埋うめられつつある。そもそも、ショコラはどこまで知っているのだろうか。今言ったことが全てなのか。もっと深いところまで知っているのだろうか。

　疑ぎ惑わくの根が深く伸のびていく。

「じゃあ、三世寺夏彦まで狙ったのはどういうわけだ。彼は蓬田織姫の幼馴染みというだけで、レムナンツとはまるで関係ないぞ」

「そちらは別件。しかし、むしろ三世寺夏彦のほうが重要かも知れぬぞ。何せ彼は、あのヴェロニカに噛かまれながらも、いまだ普ふ通つうの人間として生活している。それが何を意味するか……慈悲帝陛下に分からぬはずがなかろう？」

　ショコラの笑みは、どんどん挑ちよう発はつ的てきになっていく。

　いくら修羅庁の長官代行とはいえ、所しよ詮せんは魔界政府の一部門の幹部に過ぎない。それが魔王であるゲシュペスに対し、こうまで不ふ遜そんな態度を取るということは、やはり裏で元老院と繋がっているとしか思えない。

「慈悲帝陛下。むしろ聞きたいのじゃが、なぜ陛下は三世寺夏彦と蓬田織姫を野放しにしておく？　いくら慈悲帝と呼ばれている陛下でも、寛かん容ようの度が過ぎるというもの。疑わしきは罰するのが魔界政府の本流じゃ。これはあくまで噂じゃが、慈悲帝陛下がイデアルを作ったのは、魔界政府と無関係な『独自の戦力』が欲ほしかったからだと、万魔殿のあちこちで囁ささやかれておるぞ。三世寺夏彦と蓬田織姫を捕とらえないのは、自前の戦力として温存しておきたいからなのではないかな？」

「そこまでにしておけよ、ショコラ・ミミングス。その発言、不敬極きわまる。いくらオレが破戒王との戦いで力を失ったといっても、この場でお前を消しよう滅めつさせるくらい造作もないんだ。そもそも、三世寺夏彦と蓬田織姫にかけられた嫌けん疑ぎには、証拠が一いつ切さいない。いや……こんな理屈を並べる必要すらないな。オレが魔界の法だ。今すぐ修羅庁は二人から手を引け。さもなくばお前を殺す」

「……陛下にそこまで言われては、ワシにはどうすることも出来ぬな。仕方あるまい。作戦は中止じゃ」

　ショコラは肩をすくめ、観念したようにペンを取った。そして、直筆の書類を作成する。

　ナンバー33とナンバー34に対する作戦中止命令書だ。

　長官代行の直筆なら、彼らも従わざるを得ないだろう。

「その命令書、オレによこせ。イデアルに渡わたす。あとオレのサインも入れるぞ」

「どうぞ、ご随ずい意いに」

　ゲシュペスは命令書を奪うように取る。そのときゲシュペスは、ふと違い和わ感かんを覚えた。

　修羅庁ナンバー34ファルデットは、既にイデアルによって倒されている。なのに、この命令書にはファルデットの名も刻まれていた。

　ゲシュペスはショコラに、ファルデットが死んだことを伝えていない。故にショコラがその事実を知らなかっただけというのも考えられる。しかし、この狡こう猾かつ極きわまる少女が、部下の死すら把握していないというのは少々不自然だった。

「いかがしました、慈悲帝陛下」

「このファルデットって奴は、イデアルがもう倒した。だからこいつに対する中止命令は必要ないぞ」

「ふむ、そうですか。しかしまあ、ファルデットの名がそこに書かれているからといって困ることもないじゃろ。それにもしかすれば生きているかもしれぬし」

「……生きている？」

　確かに、ファルデットを倒したと猫耳社長から聞いただけで、ゲシュペスが自分の目で確かく認にんしたわけではない。

　死んだ振りをして、あとで寝ね首くびをかく――小こ賢ざかしいが有効な策だろう。

　だが、ここで生きている可能性をショコラ自ら暴ばく露ろしては、全てが台無しだ。どうせなら作戦中止命令書にリンナの名だけを書き、ファルデットの方は好すきに動けるようにすればよい。

「陛下の疑問は分かりますぞ。しかし、そこはほれ。ワシは陛下に忠誠を誓ちかっておる故に、隠かくし事ごとなどできぬのじゃ」

　そのショコラの言葉に、よくもこうまでヌケヌケとほざけるな、とゲシュペスは感心してしまった。

「――しかし、その命令書が効果を発揮するかどうかまでは保証しかねますぞ、陛下」

「どういう意味だ？　お前は長官代行だろう。命令権を持っているはずだ」

「それは無論。じゃが、修羅庁の中でもその二人は少々問題児でのぅ。目的達成を優先する余り、中止命令を無視するやもしれん。何せワシは、どんな障害があっても任務を達成しろ、と言ってしまったのでな」

　ショコラは意地の悪い顔で微笑した。ゲシュペスは思わず舌打ちを返してしまう。

　この犬耳は、はたしてどこまで読んで動いているのだろうか。

　その場その場の思いつきで、こちらをイラつかせているだけなのか。それとも、全てを手の平で転がし、コントロールしているのだろうか。

　なんにせよ一つ確かなのは、このショコラという少女はゲシュペスにとって障害になりこそすれ、味方になるのは有り得ないということだ。

「もし二人が命令を無視して行動したら、イデアルに排はい除じよさせるぞ。文句はないな？」

「ああ、それは勿もち論ろん。明確な反逆罪じゃからな。どう料理してくれても構わんよ。出来ればの話じゃが」

　つくづく腹の立つ表情を浮うかべる少女だった。

　相手にするだけ無む駄だだと判断したゲシュペスは、ショコラに背を向け、ドアノブに手を伸ばす。

「――慈悲帝陛下。無論、ワシは陛下の忠実なしもべじゃが、元老院の中には、陛下のやり方に懐かい疑ぎ的てきな者もおるようじゃ。そのことをお忘れなきよう」

「ご忠告、痛み入るな。元老院派の犬耳さん」

　ゲシュペスがそう吐はき捨すてると、押し殺ころしたような笑い声が聞こえてきた。

　だがゲシュペスは構わず、塔をあとにした。

　いつまでもショコラに構っていられないのだ。まず、この命令書をイデアルに渡すのが先決。ショコラの言うとおり、ナンバー33と34が命令を無視すれば……そのときは仕方がない。実力行使に出るまでだ。

　如い何かに相手が修羅庁であっても、しょせんは三十番台。ヴェロニカすら退けた三世寺夏彦なら、十分に勝てる相手だ。

　むしろ、ここでショコラの策さく謀ぼうを正面から叩き潰つぶしておくのも必要な措そ置ちだろう。それによってショコラの発言力は、いくらか減げん衰すいするはず。

　そんなことを考えながら、ゲシュペスは足早に自分の執務室に向かう。その途と中ちゆうで見知った者に出会った。

「あぁ、陛下。丁度ええところでおうた。これから陛下んの部屋に行こうと思っとったトコや」

　この怪あやしい京都弁を話すのは、【瓏玲の焔】の若い女性だ。彼女もまた、ゲシュペスや朱雀のように着物を身に纏まとっており、妖よう艶えんに着こなしていた。

　姓せい名めいは、ミラベルミュリエルミルドレッド・クロムウェル。これほど名が長いのには実に浅い理由がある。

　かつて彼女の親は、生まれた我わが子この命名に頭を悩ませ、幾いくつもの名前を考えた。そして一つに絞しぼりきれなかったので、浮かんだ名前を全て混ぜてしまったのだ。

　発音するのに時間がかかる上、覚えにくく、まず間違いなく舌を噛む。なので彼女は皆みなから、クロムウェルとだけ呼ばれていた。

　あのシュトライムの幼馴染みであり、ゲシュペスにとっても古い知人である。

　氷結魔ま術じゆつを得意としており、それに合わせ、着ているのは白しろ無む垢くだ。本人いわく、雪女のつもりらしい。

　もっとも、その白無垢はかなり着き崩くずされており、肩も胸も丸見えだ。雪女というよりは、遊女の類いに見える。キセルを手に持っているので、イメージに拍はく車しやがかかっていた。

　一見すれば、怪しい格好の怪しい女性でしかないのだが、これでもクロムウェルは元老院のメンバーである。

「どうした、クロムウェル。オレは急いでいるし、あんまり元老院と話したい気分じゃないんだが……」

「知っとるよ。修羅庁がイデアルにちょっかい出したんやろ？」

「……まさか、その件で来たのか」

「そうやで？　陛下は和装仲間やさかい、協力しようと思って。情報、欲しいやろ？」

　クロムウェルの申し出は非常にありがたい。

　しかし、元老院である彼女の言葉を、そのまま信じてよいものだろうか。

　ゲシュペスは思案し、クロムウェルを観察する。

「なんや、陛下。そないにウチの胸を見て……あきまへんよ、まだ昼間やさかい」

　するとクロムウェルは、頬ほおを赤らめ、袖そでで胸むな元もとを隠した。

「恥はずかしいんなら、そんな着方してんじゃねーよ」

「それは女子高生に、パンツ見られとうないならミニスカートにしはるな言うとるんのと同じやで」

「分かるような分からないような……」

　などと、ふざけたことを言い合っている場合ではない。

「陛下。別に見返りとかはええから、話だけでも聞いておくれやす」

「まあ、そこまで言うなら」

　元老院とはいっても、クロムウェルは若い。いわゆる主流派とは距きよ離りを置き、中立的に振ふる舞まっている。昔なじみということもあり、ゲシュペスは彼女を自分の執務室に招き入れることにした。

「慈悲帝様、お帰りなさいであります」

　執務室に入ると、朱雀が素す早ばやく駆かけ寄よってきた。

　すると突とつ然ぜん、クロムウェルが飛び出し、強ごう引いんに朱雀を抱きしめる。

「朱雀ちゃん、久しぶりやな。相変わらず可か愛わええなぁ」

「ク、クロムウェル様……っ」

　朱雀の顔面は、クロムウェルの胸と胸の間に飲み込まれた。いくらジタバタもがいても、決して逃れることが出来ぬ巨乳だ。

　クロムウェルは「可愛ええ、可愛ええ」と笑え顔がおで呟き、朱雀をまるで自分のもののように扱あつかう。

「おいおい。オレの朱雀に変なことするな。窒ちつ息そくするだろうが」

「なんや、少しくらい遊んでも構へんやろ。陛下は以外とケチやなぁ」

「ケチとかそういう問題か」

　ようやく解放された朱雀は、ぷはぁ、と息を吐き、それからゼーゼーと荒あらく呼吸する。可か哀わい想そうに、顔が真っ赤になっていた。

「……朱雀。お疲れのところを悪いが、オレとクロムウェルに茶を煎いれてくれ」

「りょ、了解であります」

　朱雀はトコトコと部屋の隅すみに走り、ポットと急きゆう須すを使い、慣れた手付きで二人分の茶を煎れる。

「陛下、座ってもかまへんか？」

「ああ、適当にくつろげ」

　クロムウェルは応接用のソファーに腰こしを下ろし、足を組んだ。すると白無垢はますますはだけ、太ももまで見みえ隠れする。ゲシュペスは彼女の正面に座りつつ、その艶なまめかしい姿を見やった。

「なんや陛下。朱雀ちゃんの前なのに、あきまへん」

「だから、見られたくないなら止めろ」

　ゲシュペスは正論を言ってやったつもりだ。が、クロムウェルはまるで懲こりず、長い脚あしを伸ばし、足た袋びの裏側をゲシュペスの前に突つきだしてみたりする。

「慈悲帝様、あきまへんであります！」

　すると朱雀が妙な言こと葉ば遣づかいで怒いかりながら、茶ちや碗わんを乗せた盆ぼんをテーブルの上にガチャンと置いた。

「いや、オレは悪くないだろ。クロムウェルが悪い。つーかこいつ変態だろ、どう見ても」

「なんや陛下。今いま頃ごろ気づきはったんか？　もう遅おそいで。部屋に上がってしもたさかい……今いま更さら抵てい抗こうしても無駄や」

　クロムウェルは舌なめずりし、身を乗り出してゲシュペスに迫せまった。

　豊満な胸が揺ゆれる。香こう水すいの匂においが鼻にかかる。

「慈悲帝様にいたずらしては駄だ目めであります！」

　朱雀は涙目になり、クロムウェルの白無垢を引っ張る。それにより肩の部分がずり落ち、見えてはいけない場所まで丸見えになってしまった。

「も、申し訳ないでありますっ」

　朱雀は慌あわてて手を離はなす。

　クロムウェルは何食わぬ顔で襟えりをなおし、今度は朱雀に擦すり寄っていった。

「朱雀ちゃん、大だい胆たんやなぁ。まさか、いきなり脱ぬがしはるとは……もしかして、いやらしいことに興味あるん？　ええよ、お姉さんが教えてあげる」

「そ、そんな、違うであります……慈悲帝様、助けてください……っ！」

　自じ称しよう雪女のクロムウェルは、慎つつしみの欠片かけらもなく朱雀をソファーに押おし倒し、着物を脱がそうと胸元に手を突っ込んだ。

「おい、クロムウェル。そこまでにしておけ。それ以上やったら、反逆罪で大深度地下刑けい務む所しよに送るぞ」

「そない怖い顔せーへんといて。冗じよう談だんに決まっとるやん。ちょっとフザけただけやんか」

　クロムウェルは悪びれず、朱雀を放して澄すまし顔がおを作る。

　解放された朱雀は、泣きべそをかきながらゲシュペスの隣となりに逃にげ、ギュッとしがみついてきた。

「ほんま朱雀ちゃんは可愛ええわぁ……けど、まあ、そろそろ本題に入りましょか」

「そうしてくれると助かる」

　ここらで切り上げないと、いつまでたっても話が始まらない。

　互たがいに真しん剣けんな表情を作り、話題を修羅庁の一件に戻もどす。

「陛下も知ってのとおり、ウチら元老院にも派は閥ばつがあります。その中で今、最大勢力を誇ほこるのは『反ゲシュペス派』や」

「随ずい分ぶんと嫌われたなぁ……」

　ゲシュペスが元老院に睨にらまれている理由は簡単だ。

　人類を生かしておいているから、である。
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　この地球において、魔族の生せい活かつ圏けんは日本列島だけ。その外に出ることは許されない。これは人類と魔族の間に結ばれた、相そう互ご不干かん渉しよう条約によるものだ。

　元老院は、それが気にくわないのだ。なぜなら、人類の力は魔族より圧あつ倒とう的てきに格下だ。そんな脆ぜい弱じやくな人類に、どうして遠えん慮りよしなければならないのか。条約など破は棄きして、今すぐ皆みな殺ごろしにしてしまえばいい。

　それが元老院の主張であり、実に『魔族的な思想』だった。だが、先代魔ま王おうである破戒王ヴェズエルは、『魔族的な思想』を体現したような男であり、それ故に魔ま界かいはかつてない混乱に陥おちいった。

　慈悲帝ゲシュペスは、そんな『魔族的な思想』に対するアンチテーゼとして即そく位いしたのだ。ここで人類に対し攻こう撃げきを仕し掛かければ、破戒王ヴェズエルに反逆した大義名分が失われてしまう。

　幸いにも今のところ、大多数の一いつ般ぱん魔族は、ゲシュペスが作り出した平和な日本に満足している。

　しかし魔族とは気まぐれなもの。どんな小さなきっかけで元老院の主張する『魔族的な思想』に立たち戻るか分からない。

「けど、元老院の全員が陛下のアンチではありまへん。ウチのような中立派もおります。まあ、ウチは中立派の中でも、限りなくゲシュペス派に近い位置やな」

「へぇ、そりゃまた何で？」

「何でって。陛下とは和装仲間やし、昔からの付き合いやおまへんか」

　確かに、ゲシュペスとクロムウェルの趣しゆ味みは一致している。魔族の中では数少ない和服愛好家だ。朱雀に着せる着物を選ぶときは、たびたび相談していた。それを抜ぬきにしてもシュトライム繋がりで顔見知りなのだ。

「けど、それだけじゃないだろ？」

「もちろん。一番の理由は、陛下の統治する日本が好きやから。人間と魔族がゆるーいノリで共存している国を作れるのは、多分、陛下だけや。ウチはその一点だけでもゲシュペス派を名乗る理由になると思っとります。さかいに、こうして危険を犯おかして情報を流しとるんよ」

「褒ほめられてるんだか、貶けなされてるんだかよく分からんが……情報はありがたくもらっておくよ」

　ゲシュペスは朱雀の頭を撫なでながら言った。

　朱雀は上じよう機き嫌げんで、頬を赤くする。

　ところが、

「ああ、朱雀ちゃんには悪いんやけど……ちょっと席を外してもらった方がええな。ここからは大人の会話やさかい」

　クロムウェルは名な残ごり惜おしそうにそう語る。

　だがゲシュペスは朱雀に対し、かなりの情報をオープンにしていた。隠し事など、皆かい無むに近い。

　例外があるとすれば、知っているだけで命の危険があるような、超ちよう弩ど級きゆうの秘密だけ。

「朱雀。そういうわけで、部屋に戻っていてくれないか？　あとで遊んでやるから」

　ゲシュペスがそう頼たのむと、朱雀はソファーから立ち上がり、少し怒おこったような顔を作った。

「慈悲帝様の命令には従うであります。でも、私はそんなに子供じゃないであります」

　そう言い残して、執しつ務む室しつをあとにする。

「あかん。ウチ、朱雀ちゃんを怒らせてしもうた。ショックや……」

「気にするな。そこまで怒ってるわけじゃないから。で、何を教えてくれる？」

　朱雀の子供っぽい仕草に笑えみがこぼれるが、いつまでも和なごんでばかりもいられない。

　クロムウェルの雰ふん囲い気きから察するに、魔界そのものの命運に関かかわることだろうから。

「まずはショコラと元老院の狙ねらい。まあ、言わへんでも分かると思うけど、三世寺夏彦と蓬田織姫の捕ほ縛ばくやな。ショコラはこの二人を元老院に引ひき渡すことによって自分の評価を上げようとしとるし、元老院は二人を調べて陛下のやましい所を探すつもりや」

「だろうな」

「せやけど、それが失敗した場合の代だい替たい案あんもある――というより、ショコラは失敗すると思っとります。なにせ噂うわさの夏彦くんは、あのヴェロニカと互ご角かく以上に戦った子やから」

　ヴェロニカ。

　それはイデアルのメンバーの一人である、吸きゆう血けつ鬼き少女ヘルガの内に眠るもう一人の人格だ。元老院を始めとする魔界政府の面々は、イデアルなど歯し牙がにもかけていないが、ヴェロニカだけは別だった。

　ヴェロニカが目覚めたら大量の破は壊かいと虐ぎやく殺さつが巻き起こるのは必至で、止めるには修羅庁を出しゆつ撃げきさせるしかない。そう誰だれもが思っていた。

　しかしイデアルは、夏彦を主力として戦い、ヴェロニカを止めてしまったのだ。

「それは凄すごいことなんやけど、明らかに人にん間げん業わざを超こえとります。いくらシュトライムに鍛きたえられたからって、三年やそこらで人間がそこまで強くなれるわけがない。まして、ヴェロニカに噛まれても何ともなかった。この事実が決定的やな。陛下、その夏彦くんの正体は――」

「おっと、それ以上言うな。お互いの立場を危あやうくするだけだと思わないか？」

「……せやな。まぁ、何にせよ元老院は、夏彦くんに注目しているんよ。けど、ハッキリとした証拠がない。そこで、夏彦くんの本気を引き出すことにした」

「三世寺夏彦の本気……？」

　ゲシュペスは首をかしげた。

　夏彦の正体がなんであれ、現状の彼かれは強いだけの人間に過ぎない。

　本気を出したところで、特別なことは起きないだろう。

「その顔は分かってないって顔やな。と言うても、ウチかてさっきシュトライムに聞いたばかりなんやけど。夏彦くん、本気を出すたびに強くなるらしいんよ」

「本気を出すたびに強くなる、だと？」

「疑うなら、彼がこっちに来たばかりのときと、ヴェロニカ戦後の魔力量を比べてみ。まるで別物や」

「いや、疑っているわけじゃないが……」

　百の訓練を積んでも得られなかったものが、一度の実戦で得られることもある。だが、本気を出だすたびに強くなるなどという都合のいい話があるだろうか。

　それは、もともと持っていた力の出し方を思い出しただけなのではないだろうか。

「つまり何か。元老院とショコラは、三世寺夏彦を戦わせ、内に眠る力を解放させ、寝ねた子を起こそうとしているのか？」

「うんざりするほどアホな話やろ。けど、連中は本気なんよ。夏彦くんの正体がハッキリすれば、陛下を失しつ脚きやくさせる材料になる。そのことしか考えていまへん。権力を握にぎることだけを夢見て、握ったあとどないするかというビジョンがない。まぁ、そう珍めずらしい話でもないけど」

　確かに、魔界の歴史でも度たび々たびあったことだし、大魔災直前の日本でも、そういった形で政権交代が起きたらしい。

　それにしても元老院とショコラは、自分たちが何をしようとしているのか、もっと自覚すべきだ。

　正直なところ、三世寺夏彦をどう扱っていいのか、ゲシュペスすら決めあぐねているのだ。夏彦が秘ひめているであろう力は、破戒王が目覚めたときのカウンターになりうる。しかし、上う手まく制せい御ぎよしなければ、破戒王をも上回る厄やく災さいとなって魔界に降りかかる。

　今のところ静観しているのは、シュトライムが何やら自信ありげにしているからに他ならない。

「しかし、三世寺夏彦の本気を引き出すと言っても、向かった二人は三十番台だろ？　ちょっと荷が重くないか？　ヴェロニカを退けたんだぜ。少なくとも十番台……万ばん全ぜんを期すなら一桁けた台を投入すべきだろ」

「そこはそれ。陛下の言うことも正論なんやけど、政治の世界は簡単にいきまへん。人間の子供如きに修羅庁の上じよう位い陣じんを投入したとあっては、ショコラの沽こ券けんにかかわるって論法や」

「ふーん……でも、そんなつまんないことを気にして失敗したら何にもならないだろ」

「そこなんやけど。ショコラもアホやないから、絶対に何か仕掛けがあるはずなんよ。そうやなかったら、たんに自分の点数を下げるだけやもん」

「仕掛けって、何だ」

「さあ。流石さすがにウチもそこまでは知りまへん。しょせん元老院では下したっ端ぱやから」

　クロムウェルは悪びれもせず、あっけらかんと語る。

　実際、若じやく輩はいの彼かの女じよが入手できる情報には限りがあるのだろう。これまで語ってくれたことだけでも、ゲシュペスにとって大変ありがたいものだった。

　肝かん心じんなところはボカされているが、それは仕方がない。互いの立場というものもある。

「そう言えば、シュトライムはどこにいる。さっき会ったんだろう？」

「ほんのさっきまでウチの部屋でゴロゴロしとったんけど、今はどこにいるのか知りまへん。あの娘むすめも気まぐれやさかい、また過か酷こくな場所を見つけて修しゆ業ぎようでもしてはるんやないんですか？　ウチ、お土産みやげに火星の石もろうたで？」

「か、火星の石!?　あいつ、また勝手に神無大結界の外に……つーか、他の天体に気軽に行くなよ！」

「本人は、いい運動になった、と嬉うれしそうやったよ」

　クロムウェルも、さして深刻に考えていないようで、ケラケラと笑っている。

　無論、シュトライム級の魔族なら、宇宙空間に行くなど造作もない。ゲシュペスとて、その気になれば余よ裕ゆうだ。

　だが、行けるからといって気軽に行かれても困る。

　魔族は日本列島から出てはいけない決まりになっているのだ。

「なんや、ケツの穴がちっさいな。夜な夜な、大深度地下刑務所の犯罪者から養分を吸い上げているお方とは思えへんな」

「……何のことだ」

「ああ、安心してや。勘かんづいとるのは極少数。それに相手は犯罪者なんやから、バレても大したスキャンダルにはなりまへんよ。むしろ、支持率アップするんと違いますか？　それでこそ魔王、なんて言われそうや。けど、宣伝して回ることでもないか」

　笑顔で言うクロムウェルに、ゲシュペスは少し警けい戒かい心しんを強めた。

　彼女の言うとおり、ゲシュペスは大深度地下刑務所に収しゆう監かんされている者から、魔力を吸収している。五年前、破戒王ヴェズエルとの戦いで負った傷を一刻も早く癒いやすためだ。もっとも吸う相手は、更こう生せいの余地がない最低の連中に限定している。

　このことは朱雀しか知らないはずだった。

「そう怖こわい目で見いひんでおくれやす。ウチは陛下の味方やて。少しからかってみただけや。朱雀ちゃんと同じで、可愛い反応しはりますなぁ」

「ああ、そうかよ」

　シュトライムもそうだが、ゲシュペスの知人の女性は、どうにも可愛げがない。隙すきあらば悪戯いたずらをしかけてくる。それも日常的なものなら笑って見過ごせるが、魔界の存亡にかかわるようなことでも平然とネタにしてしまう。

　――女性不信になりそうだ。

　信じられるのは朱雀だけだ。早くクロムウェルを追い出して、朱雀に会いに行こう。

「あかん、虐いじめすぎたみたいやな……。けど言いたいことは全部言うたし、そろそろおいとまさせてもらいます」

「ああ……一応、情報の提供には礼を言っておく。助かった」

「素す直なおでよろしい。それでこそ支持んし甲が斐いもあるというもんや」

　クロムウェルは愉ゆ快かいそうに笑みを浮かべ、茶を飲み干してから席を立った。
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「やっぱり夏はスイカだよねー。いくらでも食べれちゃう」

「繭まゆちゃん……いくら何でもお腹なか壊こわすわよ……？」

　リビングでスイカを囲むイデアルの面々であったが、やはり委員長の独どく壇だん場じようと化していた。彼女はほとんど一人で大玉のスイカを二つもたいらげ、その勢いはなお止まることがない。

　副社長は冷蔵庫から三つ目のスイカを取り出し、綺き麗れいに切ってテーブルの上に並べる。すると委員長は待ってましたと言わんばかりに、シャリシャリと口に含ふくみ、種をペペペと吐き出す。

　それを見た夏彦とヘルガは脱だつ帽ぼうし、唖あ然ぜんとするしかなかった。

「……いつものことだが、委員長の食べっぷりには驚おどろかされるな、織姫」

　夏彦は隣に座すわる織姫を向き、苦にが笑わらいしながら語りかけた。

　ところが織姫は、一切れ目のスイカを持ったままボンヤリとしており、心ここにあらずといった感じだった。

「どうした。スイカ嫌きらいだっけ？」

「あ……いえ、別に……」

　織姫は慌ててスイカを食べ始める。

　明らかに様子が変だ。

　とはいっても、ここで問とい詰つめたところで、意地っ張りの織姫は決して理由を明かさないだろう。

　そこで夏彦は立ち上がり、織姫の手を引っ張った。

「おい、ちょっと外に行こうぜ」

「は？　ですが、まだスイカが……」

「そんなものはどうでもいい」

　強引に織姫を立たせ、外に向かっていく。

「あー、二人っきりになろうとしてる。怪あやしー」

「夏彦様。外に行くのでしたら、わたくしも……」

「悪い、ヘルガ。また今度な」

　付いてこようとしたヘルガを手で制し、織姫の手を引いて足早にリビングを出る。

　すると、二階から軽快なステップで降りてきた社長と鉢はち合あわせした。

「うにゃ？　二人ともどこに行くニャ？」

「ちょっと風に当たりに。それより、慈悲帝陛下とは連れん絡らくがつきましたか？」

「バッチリにゃ。何とかしてくれるらしいニャン！」

「それはよかった。ところで早くしないと、委員長にスイカ全部食べられちゃいますよ」

「ふにゃー、それは大変ニャ！」

　社長は尻しつ尾ぽを揺らしながら、リビングに突とつ撃げきしていく。

　そして夏彦は屋や敷しきを出て、夢む幻げん島の海岸に向かう。

　ヤシの木の下につくと、織姫は怪け訝げんそうな表情で夏彦を見つめ、

「こんなところに連れ出して……何のつもりですか……？」

　と、尋たずねてくる。

「織姫こそどうしたんだよ。皆で楽しくスイカ食べてるときに暗い顔して。やっぱ何かあったんだろ？　ここには俺たちしかいないから、遠慮しないで言ってみろよ」

「うぅ……」

　織姫は短く呻うめき目を泳がせたが、観念してポツポツと語り始めた。

「実はその……黒姫撫子とダイアンサスのことなのですが。心当たりがなくはないのです……」

　かつて織姫が誘ゆう拐かいされたとき、その実行犯のヒート・ヘイズと共きよう謀ぼう者しやのリリウムは、黒姫撫子をダイアンサスであると認にん識しきした。

　だがダイアンサスは、十六年も前に死亡したと社長は言っていた。織姫や夏彦が魔界の存在を知ったのは、五年前の大魔災が初めてだ。そして織姫が黒姫撫子を出せるようになったのも、五年前から。

　故ゆえに、黒姫撫子とダイアンサスが関係しているという道理はない。そう結論が出ていたはずだが。

「実は最近、自分の体の中から、自分のものではない魔ま力りよくが湧わき上あがってくる感覚があるのです……それも、黒姫撫子を出したときに一番顕けん著ちよに感じられるのです」

「んん？　ちょっと待て。それって【破戒王の残鉄】みたいだな」

　夏彦の体内には、三つの【破戒王の残鉄】がある。それらを使い、火か界かい咒じゆや三さん叉さ雷らい毘び槍そうといった武器を形成し使うことができる。その際、夏彦は、自分のものではない魔力が加算されていくのを、ハッキリと感じていた。

「はい。実を言うと、この前、夏彦に三さん叉さ雷らい毘び槍そうを借りたときに気づいたのですが……近ちか頃ごろ、黒姫撫子を出すと、似たような感覚になるのです。何かこう……自分の中に自分以外の誰かがいるような。その誰かが私の魔力を底上げしてくれているような……」

　織姫は、不安、というより恥じ入いるような目で夏彦を見上げた。

　近頃の成長は自分の努力ではなく、内に眠ねむる何者かのお陰かげであると苦く悩のうしているのが見て取れた。

「いや、でも、織姫は残鉄を拾った覚えはないんだろ？」

「はい、それはそうなのですが……」

　織姫はいつもの元気を失い、意い気き消しよう沈ちんしてうつむく。

　おそらく、修羅庁や社長が妙みようなことを言ったせいで、必要以上に緊きん張ちようしてしまったのだろう。

「織姫が強くなったのは、織姫の努力だろ。いつも頑がん張ばってるし。気にしすぎなんだよ。もっと適当に行こうぜ？　真ま面じ目めすぎ」

「はぁ……そんなものですかね？」

「そんなもん、そんなもん。仮に織姫が修羅庁に狙われる正当な理由があったとしても、俺おれは絶対に織姫の味方だし。気に病やむことなんて何にもないって」

「え――」

　織姫は頬を赤らめ、照れくさそうな表情をする。

　もしや、これはキス出来る流れではないかと夏彦は勇む。

「何を意外そうにしてるんだ。俺は魔界政府を敵に回しても織姫を守るぞ。だからほら、俺の胸に飛び込んでこい。心配する必要なんてないんだ。一いつ緒しよに幸せになろう」

　夏彦がガバッと両りよう腕うでを広げると、織姫は周りをキョロキョロと見回したあと、「別に飛び込みたいわけではありませんが……」などと見え透すいた言い訳をし、ジリジリと数センチずつ近づいてきた。

　ついにこの時が来た。

　そもそも夏彦と織姫は相思相愛。いまだゴールインしていないのが不思議なほどだ。周りの邪じや魔まさえなければ、とっくの昔に結ばれていたはずなのだ。そして今、周囲には誰もいない。時空を超ちよう越えつでもしない限り、乱入など許さない。

　夏彦の下半身、いざ出しゆつ陣じん。

　不純異性交友のお達しだ。

　生めよ増やせよの大号令。

　真っ白な弾だん丸がんは装そう填てんされている。砲ほう身しんは硬かたくそびえ立っている。狙いは正確。あとはぶち込むのみ。

　――うおおおおおっ！

　夏彦がいきり立ったその瞬しゆん間かん、頭上から小さな影かげが落下してきた。

「危ないであります！」

「ぬぐぉっ」

　赤い着物の少女が夏彦を押しつぶし、ぺたんと背中に座り込む。

「朱雀!?」

　織姫はすっとんきょうな声を上げる。確認せずとも、語ご尾びに『であります』などとつける少女は朱雀以外に有り得ない。まして何もない空間に突然現れたとなっては尚なお更さらだ。

「はっ？　もしやラブシーンでありましたか。失敬！　私を気にせず続きを！」

　朱雀はそんなことを言って、ヤシの木の陰に隠れ、顔を半分だけ出してこちらをうかがう。

「気になるわい！　急に降ふって来やがって……社長なら屋敷でスイカ食べてるぞ？」

「スイカッ？　美お味いしそうであります――ではなくて、今日は慈悲帝様のお使いできたのであります。遊びじゃないであります」

　朱雀は手をパタパタと振って訴うつたえる。

「慈悲帝陛下の？　もしかして、修羅庁のことか」

「そうであります。でありますから、早くラブシーンの続きを！　でないと本題に入れないであります！」

　朱雀は赤くなりつつも、期待に満ちた表情で夏彦と織姫を凝ぎよう視しした。

　そうか、それなら急がねば――と考えた夏彦は、織姫の唇くちびるに近づいていく。

「って、何を普ふ通つうに続行してるんですか！　朱雀も見ないで下さい！」

「な、なぜでありますか？　興きよう味み津しん々しんであります！」

「ほら、朱雀もああ言ってるし……」

「うるさいです！」

　せっかくあと少しでキスが実現できたというのに、織姫は夏彦を突き飛とばし逃げてしまう。

「おいおい、ここまで来てそれはないだろ」

「人に見られながら出来るわけないでしょう！」

「朱雀は人じゃないであります。魔族であります」

「そういう問題ではありません！」

「分かった分かった。あとで誰も見ていないときに改めて、な？」

「うぅ……とにかく！　朱雀は修羅庁のことで話があるのでしょうっ？　早く社長たちのところに行った方がいいのではありませんか!?」

　織姫は赤くなりながらも『改めて』を否定しなかった。つまりＯＫなのだ。おあずけを喰くらったのは辛つらいが、もう少しの辛しん抱ぼうだ。

　――帰りにゴムを買っておかないと。沢たく山さん買おう、買かい占しめよう！

　夏彦は脳内で、織姫とのいかがわしい行こう為いを百パターンほど思おもい描えがいた。

「ちょっと夏彦。何ですか、その締しまりのない顔は……」

「きっと凄い妄もう想そうをしているであります！」

　朱雀の言葉は正せい鵠こくを射ていた。夏彦のシナプスは凄すさまじく活性化し、超ちよう人じん的てきな演算速度で妄想を爆ばく発はつさせる。

「うぉぉぉ、やっぱ我が慢まんできん！　織姫、織姫ぇえ！」

「きゃあ、我慢というものを知らないのですか貴方あなたは！」

　夏彦が辛抱たまらず走り出すと、織姫は屋敷に向かって全力で逃げ出した。

　逃げれば逃げるほど夏彦の欲望は膨ふくらんでいくというのに。

　これはもう、一晩中止まらないコースだ。

「ああ、待つであります！」

　そして一人残された朱雀が、慌ててあとを追いかけてきた。







第三話　開花







　朱す雀ざくいわく、元げん老ろう院いんの大半を占めるのは反慈じ悲ひ帝てい派であるらしい。彼らは今の平和な魔界を嫌っており、かつての殺さつ伐ばつとした世界を望んでいる。もっとも、破は戒かい王おうの復活となると話は別。慈悲帝と破戒王の中間の、適度な殺伐さが理想のようだ。

　そして修しゆ羅ら庁ちようの長官代行であるショコラ・ミミングスは、反慈悲帝派に接近し、己おのれの勢力基き盤ばんを強化しようとしていた。

　ここでショコラが反慈悲帝派に示したカードは、夏なつ彦ひこと織おり姫ひめの捕ほ獲かくだった。

　織姫がダイアンサスと関係しているという話は、今や元老院では常識。むしろ、織姫はダイアンサスそのものではないかと主張する者すらいた。

　つまり元老院から見れば、慈悲帝はダイアンサスを飼い慣らしているということになる。

　これが本当ならば、慈悲帝にとって非常に不利だった。

　なにせダイアンサスは、かつて魔界を混乱の渦うずに叩たたき込んだ破戒王の妻なのだ。そんなダイアンサスを手元に置いていたとなれば、慈悲帝に反感を持つ者が急増するだろう。

　そこで反慈悲帝派は実際に織姫を手に入れ、彼女がダイアンサスと関係しているという証しよう拠こを掴つかもうとしているのだ。

　ここまでは分かりやすい。

　ところが、夏彦まで狙われた理由となると、全く見当がつかない。

　夏彦は人間としては確かに強いが、しかしそれだけ。魔界の脅きよう威いにはなりえない。

　修羅庁や元老院が興味を持つ要素はない。

「修羅庁の二人が三さん世ぜ寺じ夏彦まで襲おそった理由は、今のところ調査中であります」

　リビングでホワイトボードの前に立った朱雀は、あまり上手ではないイラストを描いて、一いつ生しよう懸けん命めい説明してくれた。

「流石さすがは朱雀ちゃんニャ。分かりやすいニャン」

「えっへんであります」

　社長に頭を撫でられた朱雀は、したり顔で胸を張る。

「朱雀、偉えらい。可愛い！」

　そして委員長も一緒になって撫で、ついでに抱だきしめ、その巨乳で朱雀の顔を挟はさみ込んだ。

「ふ、ふがふが」

「うにゃー、朱雀ちゃん窒ちつ息そくしちゃうニャー」

「あはは、ごめんごめん。あんまり可愛かわいいからついつい」

　解放された朱雀は深呼吸し、それからため息を吐つく。

「今日はやたらと巨乳に襲われる日であります」

「あらあら。それですーちゃん。慈悲帝陛下はこのあと、どうしろって仰おつしやってたの？」

　副社長は脇わき道みちに逸それた話をもとに戻そうとした。彼女の性格からして、社長と朱雀がじゃれているところをもっと見たいであろうに、敢あえて仕事を優先させたのだ。流石、社長に敏びん腕わんＯＬと言われるだけのことはある。

「とりあえず、ナンバー33と34に対する、作戦中止命令書をもらってきたであります。これには修羅庁長官代行だけでなく、慈悲帝様のサインも入っているであります。逆らったら反逆罪になるであります」

　朱雀は帯から一枚の羊皮紙を取り出す。魔王の署名が刻まれた、最強の拘こう束そく力りよくを持つ書類だ。

「なんだ。それがあれば話は簡単だな」

　夏彦は気楽な声でそう言った。

　ところが朱雀は真面目な顔を崩くずさず、首を小さく振ふる。

「そうはいかないであります。修羅庁というのは、全員が超ちよう問もん題だい児じであります。命令書に大人しく従う確率は、はっきり言って低いであります」

「じゃあ、どうするんだ」

「……もし二人が停止命令に従わないときは……実力で排はい除じよするであります。これは慈悲帝様の勅ちよく命めいであります」

「実力で、か」

　それはつまり、正面対決。

　事態が好転したとは言いがたい。

　慈悲帝が直々に『修羅庁の二人を倒たおせ』と言ってくれたお陰で、あとあと面めん倒どうごとに巻き込まれる可能性は減るだろうが、しょせんはそれだけ。

　降りかかる火の粉を、夏彦たちの力で払はらわねばならないことには変わりないのだ。

「ん？　ちょっと待て。二人って言ったけど、ファルデットって奴やつはもう倒したぜ。残ってるのはリンナだけだろ？　それとも増ぞう援えんか？」

「そうではないであります。慈悲帝様が言うには、ファルデットはまだ生きている確率が高いであります」

　朱雀がそう言うと、ヘルガが口を挟んだ。

「ですが、ファルデットは火か界かい咒じゆをまともに喰らいましたわ。あの状じよう況きようで生きているというのも考えにくいのですが……」

「それだけ修羅庁は危険なのであります。ナンバー33と34というのは決して高いランクではありませんが、それでも油断は禁物であります。どんな隠かくし技わざを持っているか分からないであります」

　朱雀の真剣な顔を見ていると、夏彦も姿勢を正す気持ちになった。

　昼間戦ったファルデットは、夏彦にとって容易な相手だった。しかし修羅庁に関する噂から考えれば、あまりにも弱すぎた。実は死んだと見せかけて、裏で策さく謀ぼうを巡めぐらせていると考える方が自然だろう。

「じゃあ、俺と織姫はあんまり出歩くべきじゃないな。正面からならともかく、ハメ技みたいなのをやられるのは正直いやだ」

「それが賢けん明めいであります。幸い、この夢幻島はシュトライム様の魔造空間。修羅庁といえども侵しん入にゆうは困難であります」

「えー。でも朱雀、ちょくちょく入り口以外のところから入ってくるじゃん」

　委員長がそう言うと、

「私はこれでも空間跳ちよう躍やく魔ま術じゆつの達人であります。私に出来るからと言って、他の魔族に出来ると思わないでもらいたいであります」

　朱雀はまたしても誇ほこらしげな表情を浮うかべる。どうやら意外と自己顕けん示じ欲よくの強い性格のようだ。

「にゃにゃ。じゃあ三世寺くんと織姫ちゃんはここにお泊とまりかニャ？」

「……そうなりますね」

　夏彦は後うしろ髪がみを引かれる思いで呟つぶやいた。

　なにせ今日は織姫と、いかがわしい展開になる約束だったのだ。だが本部に泊まるとなれば、社長の目がある。断念するしかないだろう。

「三世寺くん、なぜ泣いてるニャ……？」

「いえ。ちょっと俺と織姫の恋こい路じを邪魔する見えない力を感じて、悔くやしい思いをしていただけです」

「も、もう夏彦ったら、また変なことを言って……！」

　織姫は露ろ骨こつな照れ顔になり、指を不自然に動かしアタフタし始める。

　そんな織姫に、委員長とヘルガが疑ぎ惑わくの目を向けた。

「あれれー？　もしかして夏彦くんと織姫ちゃん、このあと予定あったのかなー？　赤くなって怪しぃ」

「いけませんわ！　きっと破は廉れん恥ちなことをするつもりだったのでしょう!?　どうなのですか織姫ッ！」

「うぅ、ち、違ちがいます……」

　問い詰められた織姫は後ずさり、壁かべ際ぎわまで追おい詰められた。

「えっ？　その反応、もしかして本当にエッチなことするつもりだったの!?　だ、駄だ目めだよぉ！」

「そうですわ、駄目ですわ、いけませんわ、断固阻そ止しですわ！」

「違うと言っているでしょう！　それに、仮に私と夏彦が仮に、その……そういう行為をするとしても、委員長とヘルガにどうこう言われる筋合いはありません！」

「だって、私にも心の準備があるよぅ……二人の仲は応おう援えんしてるけど……何この凄い敗北感……ひーん」

　なぜか委員長は涙なみだをポロポロ流し始める。

「繭まゆ子こ、しっかりしてくださいまし。まだ何も起きていませんわ。わたくしたちもここに泊まり、織姫が夏彦様に襲いかからないよう、しっかり見張らなければいけません！」

「そ、そうだね！　私、頑張る！」

　ヘルガと委員長はやたらと気合いの入った目まな差ざしで見つめ合い、ガシッと互たがいの手を握る。元気なのは結構だが、それが夏彦と織姫の妨ぼう害がいに向かうのはいただけない。

「いまいち話が見えてこないんだが……委員長とヘルガは、俺と織姫の仲が進展することの何が気にくわないんだ」

　真しん剣けんに疑問だったので、夏彦はそう口に出して聞いてみた。

　その瞬間、委員長は頬ほおを膨らませながら夏彦を睨にらみ、ヘルガは目を見開いて驚きよう愕がくの色を浮かべた。

「な、夏彦様……まさか、この後に及およんでわたくしの気持ちに気づいていなかったのですか？」

「気付くわけないじゃん。夏彦くんは朴ぼく念ねん仁じんだからね！　織姫ちゃん以外の女の子なんて、その辺のカボチャと同じレベルなんだよ！」

「え、いや……委員長もヘルガも、友達だと思ってるぞ？」

「友達ね。ふふん、そうだよね、しょせん友達だもんね！」

　委員長は友達では不服らしい。

「じゃあ、親友？」

　だが親友でも気にくわないようで、委員長とヘルガはプイッとそっぽを向いてしまう。

　この二人に何を求められているのか、夏彦は本当に分からない。

「夏彦、そろそろ可か哀わい想そうですから、二人を虐めるのはその辺にしたらどうですか？」

「虐めてなんかいないんだが。つーか織姫、お前ちょっと嬉うれしそうだな。どうした」

「え、いえ、別に！」

　なぜかニヤニヤしていた織姫だが、夏彦が指し摘てきすると無表情を装よそおった。

「――？」

「あらあら。夏くんは本当に女の子泣かせね。まあ、それはさておき、皆みんなが泊まるなら私も泊まっちゃおうかしら。いいわよね、社長」

「うにゃにゃん、大だい歓かん迎げいにゃん。いつも夜になると皆帰っちゃうから実は寂さびしかったニャー」

　副社長も泊まると聞いた社長は、尻尾と猫耳を激しく動かしつつ飛び跳はね、全身で喜びを表した。

「せっかくだから朱雀ちゃんも泊まっていくニャ！」

　そして社長は、本来部外者である朱雀まで誘さそい出す。

　すると朱雀はパッと明るい表情になったが、すぐに曇くもらせ、

「しかし、許しを得ずにお泊まりしては、慈悲帝様に怒おこられるであります……」

　と、残念そうに言う。

「だったら許しをもらえばいいニャ。こんなときのために携けい帯たい電話があるニャ。文明の利器なのニャ！」

「はっ、そうでありました！」

　朱雀は慌あわてて帯から携帯を取り出し、あぶなっかしい手付きで操作する。

　やがて慈悲帝と繋つながったらしく、イデアル本部に泊まる旨むねを語り出した。

「大だい丈じよう夫ぶであります、危険なことはしないであります。慈悲帝様は心配のし過ぎであります！」

　慈悲帝が何やら過保護なことを言ったのか、朱雀はしきりに「子供じゃないであります！」と繰くり返す。

　しばらくすると、朱雀は携帯を耳から外し、なぜか夏彦に突つきだしてきた。

「慈悲帝様がお話することがあると言っているであります」

「え、俺に？」

　はて何だろう、と夏彦は電話に出る。

「もしもし、かわりました、夏彦です」

「おう、三世寺か……いいか、朱雀がどうしても泊まりたいって言うから許可するが、絶対に無事に帰せよ。もしケガなんかさせて見ろ……その瞬間イデアルは解散だ。つーか殺すぞ」

　携帯電話のスピーカーから、やたらとドスの利いた慈悲帝の声が聞こえてくる。夏彦の記き憶おくにある慈悲帝は、もっと飄ひよう々ひようとしていて、人を脅おどすような真ま似ねをする男ではなかった。それがまるで、闇金の取り立ての如き口調である。

「あ、あの……そこまで心配なら陛下が自分で見に来たら……」

「そうすると言ったら、朱雀に滅め茶ちや苦く茶ちや怒おこられたんだよ！　いいか、オレは朱雀に怒られたり嫌われたりするとマジでヘコむんだ。三日くらい立ち直れないんだよ、分かるか!?」

「は、はぁ……」

　適当に返事をしつつ、夏彦は戸と惑まどわざるを得なかった。

　使い魔まに怒られてヘコむ魔ま王おうなど、存在していいものだろうか。そんな情けない奴に今の日本列島は支配されているのだ。何かが間ま違ちがっている。

「イデアルではお前が一番強いからな。もし修羅庁と会敵したら、責任を持って朱雀を守れよ。分かったな、三世寺夏彦」

「りょ、了りよう解かいです……」

　慈悲帝は声こわ色いろこそ激しいが、言っている内容は威い厳げんの欠片かけらもない。それでも相手は魔王であり、イデアルのスポンサーなのだ。命令は絶対だった。というより、バカバカしくて、断る気にもなれない。

「よし、それじゃあ朱雀に代われ」

　夏彦は言われるがまま朱雀に携帯を返し、それから大きなため息を吐いた。シュトライムと一戦交えたかのような疲ひ労ろう感が全身を蝕むしばんだ。

　朱雀は慈悲帝と二言三言話したあと電話を切り、バッと両腕を万ばん歳ざいさせる。

「許可が下りたであります」

　彼女はあまり表情の変化がないタイプだが、それでも喜んでいるのは、ありありと見て取れた。

　そして社長はすかさず朱雀に抱きつき頬ずりを始める。

「朱雀ちゃんがお泊まりしてくれるなんて夢みたいニャー。一緒の布ふ団とんで寝ねるニャ！」

「何だかワクワクするであります」

　おそらく初めてであろうお泊まり会に、朱雀は興奮した様子だった。

　そんな朱雀と社長を、副社長は幸せそうに眺ながめている。子供好ずきのお姉さん、と解かい釈しやくすれば微笑ほほえましいが、夏彦の目には危険人物の類たぐいに映った。

「ですが、七人もこの屋敷に泊まれるでしょうか？　ソファーを使っても厳しいと思いますけど」

　織姫は難しい顔をする。

　しかし委員長は持ち前の脳天気力で即そく座ざに解決案を持ち出だした。

「だったら海岸にテント張ってキャンプしようよー。夜の海でお泊まりとかロマンチックじゃない？」

「それは名案ニャ！　今夜は海岸でキャンプにゃ。花火とかもしちゃうニャン！」

　社長は朱雀の手を握にぎって躍おどり、部屋をクルクル回り始めた。

　夏彦はいまだ織姫と二人っきりになりたい気持ちが強かったが、それでも嬉しそうな社長と朱雀を見ていると、これはこれで悪くないという気分になってきた。

　そもそも夏彦と織姫が狙ねらわれているのだから、委員長たちとしては、それを放置して帰るわけにはいかないのだろう。夏彦が逆の立場でも強ごう引いんに残る。

「夏彦。今いま更さらですが……イデアルはいい組織ですよね。そう思いませんか？」

　織姫は夏彦の隣となりに立ち、そう呟いた。

「ああ、そうだな」

　どういうわけか織姫との関係を邪魔しようとする輩やからもいるが、それを踏ふまえても、これほど居い心ごこ地ちのいい集団は他にないだろう。

　この面子で騒さわげるのなら、まぁいつまでも付き合ってやるか――と、そう考えてしまうのだ。
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　夏彦と織姫は修羅庁に狙われているため、夢幻島から出られない。そして二人以外のメンバーであっても襲われる危険性があるので、買い出し部隊はそれなりの戦せん闘とう力りよくを有する者が望ましい。ヘルガと繭子が買い出しを任されたのは、そのような理由からだった。

　幸い、いつの間にか夕方になっていたので、吸きゆう血けつ鬼きであるヘルガも出歩くのに差さし支つかえない。

　そんなわけでヘルガは繭子と一緒に近所のスーパーにやって来たのだが、予想どおり、食費が凄まじいことになりそうだった。

「やっぱりキャンプと言ったらカレーだよねー」

　繭子は満面の笑えみを浮かべながら、大量のカレールーをカゴに突っ込む。その数、なんと三十人分である。キャンプに参加するのは七人なのだが、底なしの胃い袋ぶくろを持つ繭子がいる以上、食料はいくらあっても多すぎるということはないのだ。

「タマネギとニンジンとジャガイモと……あとシーフードもいれちゃおう！　それからサラダも欲ほしいよねー。やっぱり野菜もバランスよく食べないと太っちゃう、みたいな？」

「はぁ……繭子も一応そういうことを気にしていたのですね」

「一応とかひどーい。花の女子高生なんだよ、ぷんぷん」

　繭子は頬を膨らませ腰こしに手を当て、怒ったポーズを取る。その反動で、たわわな胸が揺ゆれ動うごいた。

　彼かの女じよが摂った栄養のほぼ全ては、この巨乳を育はぐくむために使用されているのだ。故に繭子が太るというのは考えにくい。胸が更さらに成長するだけだ。

「食料は繭子に任せますわ。好きなだけ買ってくださいまし……それより、社長に頼たのまれた花火を買わなくては」

「あ、そうそう。でっかい打ち上げ花火が欲しいって言ってたよねー」

　社長は小さいくせに、大きくて派手な物が好きだった。怪かい獣じゆう映画や巨きよ大だいロボットアニメなどを見ると大興奮してしまう。

「せっかくなので、色々な種類のを買っていきましょう。わたくし、日本の花火好きですわ」

「じゃあ目に付いたのを片かたっ端ぱしから！　とりゃあ！」

　繭子は店にあった花火を全種類カゴに入れた。

　まるで大規模なイベントの準備をしているような感じになってきたが、あくまで七人のキャンプである。

　レジに持っていくと副社長から預かったお金だけでは足りなかったので、ヘルガが立たて替かえるハメになった。

「もう、買いすぎですわ繭子」

「えへへ、ごめんね。あとで副社長に請せい求きゆうしておくから」

「……そもそも、明らかに遊びなのに経費で落としてもいいのでしょうか？」

「いいのいいの。副社長が上う手まく帳ちよう簿ぼを誤ご魔ま化かして、慈悲帝陛下から絞しぼり取とるんだから」

「そんなことをしていましたのっ？」

　これまでもイデアルは度たび々たび、会社の予算を使って遊んでいたが、虚きよ偽ぎの申しん告こくをしていたとは知らなかった。魔王をも恐おそれぬ悪行だ。

「陛下はお金持ちなんだから気にしない気にしない。それより早く帰ってカレー作らなきゃ！　きっと夏彦くんたちはテントを張ってお腹なかすかせてると思うし。私もお腹すいたしぃ」

　ヘルガと繭子は、パンパンになった特大ビニール袋ぶくろを両手に持ち帰路につく。

　もう辺りはすっかり暗くなっている。

　昼間鳴いていたセミの声は消え、すっかり静かになっていた。今夜は雲が多く、星の数も少ない。

「うへー闇やみ夜よだ。こんなときに美少女二人で歩いてチカンにあったらどうしよう！」

「まぁ繭子ったら。心配しなくても、わたくしと繭子の二人なら、チカンを働くような不届き者は容易に成敗できますわ」

「あ！　美少女のところは否定しないんだー」

「え……それは……うふふ」

　ヘルガが笑って誤魔化すと、繭子もニタニタと笑った。

「ま、イデアルは美少女揃ぞろいだからね。そんな中に男子一人なんだから、夏彦くんは超ちよう絶ぜつハーレムなのに、ぜーんぜん気にしてないって言うか気付いてないって言うか」

　そう、そこが問題なのだ。

　夏彦は織姫のことを想おもい過ぎるあまり、他の女子を一いつ切さい気に掛かけていない。ヘルガや繭子と仲良くしているのも、たんに友達としてであり、異性としての意識は皆かい無むだ。抱きついたり胸を押おしつけたりすると肉体的な反応は返ってくるのだが、精神の方で拒こばんでいるらしい。

「はぁ……わたくしも織姫になりたいですわ……」

「あはは。でも夏彦くんに振り向むいてもらうにはそれしかないもんねー」

　繭子はこのように笑い飛ばせるくらい開き直っているが、ヘルガはそうもいかない。なにせヘルガが夏彦と出会ったのはつい先日のこと。それが初はつ恋こいだったのだ。既すでに織姫という相手がいるから諦あきらめろと言われても無理な話だ。

　――ああ、夏彦様のことを考えていたら、夏彦様の血が飲みたくなってきましたわ……はしたないですわ！

　ヘルガは、夏彦の指先に噛かみつき一心不乱にしゃぶっている自分の姿を妄想し、一人赤面した。あと少しで本部だというのに、このように昂たかぶった状態では夏彦の前に出られない。

「あれれ？」

「ち、違うのですわ繭子！　わたくし別にやましい気持ちではなく――」

「いや、そうじゃなくて。なんかあの辺ボンヤリ光ってない？」

「え？」

　繭子が見つめる先に視線を移すと、確かに青白い霧きりのような光が見えた。距きよ離りはどのくらいかよく分からないが、かなり離はなれているのは確かだった。

「あの方角に光源になるような物があったでしょうか？」

「記憶にないけど……誰だれか花火でもやってるのかな？」

　繭子は首をかしげつつ、両手に持ったビニール袋をブラブラ揺らしてみせた。

　確かに、大量の花火を一気に燃やせば、煙けむりと光であのように薄うすボンヤリとした様子になるかもしれない。

　しかし、そんな酔すい狂きようなことをしている連中がいたとすれば、もっと喧けん騒そうが聞こえてきてもよさそうなものだ。騒がす静かに黙もく々もくと花火を続けるなど、魔ま界かいの住民には不可能だろう。

「あら。あの光、空の方に伸のびていきますわ」

「本当だ、打ち上げ花火……でもないし――って、なんじゃありゃぁ！」

「花ですわ、大きな花ですわ！」

　ヘルガと繭子は共に驚おどろきの叫さけびを上げる。

　無論、花といっても花火ではなく、実体を持った一輪の花だ。

　遥はるか遠くで生えているのに、民家の屋根に遮さえぎられることなく視し認にんできる。

　形はコスモスに近いが、花弁も茎くきも葉も無色。そして青白い光を全体から放ち、渚なぎさ市を不気味に照らしていた。

「でかすぎて気持ち悪いよぉ」

「と、とにかく社長に連れん絡らくですわ！」

　ヘルガは急ぎ、社長へテレビ電話をかける。

　するとスマホの画面に、楽しそうな顔をした猫耳幼女が映った。

「丁度いいところに電話したにゃヘルガちゃん。実はお米が足りないみたいだから、ついでに買ってきて欲しいニャン」

「そんなことを言っている場合ではありませんわ！　あれをご覧下さいッ」

　ヘルガはカメラを花へ向け、社長に見せつける。

「な、何にゃ、あの巨大で薄うす気き味み悪わるい花はっ？　ヘルガちゃんたち、今どこからその花を見てるニャ？」

「リンニャオのすぐ近くですわ。方角は……ええっと」

　咄とつ嗟さに渚市の地図が出てこなかったヘルガだが、そこで繭子が助け船を出してくれた。

「ニュータウンの方だよ。マンションがいっぱいあるところ！」

「うにゃ、人間も魔族もいっぱい住んでるところニャー。で、二人から見て、その花は危険な感じかニャ？」

「それはもう、露骨にヤバそうですわ」

「怪あやしい匂においがプンプンだよ！」

「愚問って感じかにゃ？　とにかく二人は一度こっちに帰ってくるニャ。前みたいに魔界警察と協力することになるかもしれないし。それに今回は夏彦くんと織姫ちゃんは出したくないニャ。まずは情報収集ニャ」

　あの花がどんなものなのか不明だが、タイミングから考えて修羅庁の仕業と考えるのが妥当だ。ならば社長の言うとおり、狙われている夏彦と織姫を出せば、飛んで火に入る夏の虫になってしまう。

　昼間のファルデットは容易く撃げき退たいできたが、それだけに何らかの対策を講じているに違いないのだ。
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　吸すい魂こん花か。

　かつて魔界に自生していた植物の一種だ。

　その名の通り、周囲の生物の魂を吸い取り養分とし、どこまでも成長していく。

　植物や虫などは一いつ瞬しゆんにして死に絶え、大型の動物はジワジワと時間をかけて吸われ苦しんで死ぬ。

　助けに行きたくても、吸魂花に近づいた者は例外なく魂を吸われてしまう。ミイラ取りがミイラになる、というやつだ。

　そしてやっかいなのは、吸魂花が成長すると、魂を吸う半径も比例して広がっていくことだ。

　これが砂漠や雪山で発芽したならば、捕食対象が少ないため、どこかで成長が止まり、やがて枯れる。しかし人口密集地に根を下ろすと、爆発的な成長力を見せる。

　まず初期段階で多数の犠牲者が出、避ひ難なんが遅れた者も魂を吸われる。それらを助けようと近づいてもアウト。大量の魂を得た吸魂花は効果半径を一気に広げ、瞬く間に街を飲み込んでしまう。

　幸い、植物のくせに夜行性という特とく徴ちようがある。太陽が昇っている間は花を閉じ、魂を吸う活動も休んでしまう。

　だが、朝までノンビリ待っている余よ裕ゆうはなかった。

「現在、渚市ニュータウンに咲さいた吸魂花は、時速約二キロで効果半径を広げているわ。夜が明ける前に渚市の全てが飲み込まれるってわけね。今、魔界警察が遠距離から砲撃しているけど、ダメージを与あたえたそばから成長してキリがないみたい」

　副社長はリビングで皆にそう説明してくれた。

　それを聞きながら夏彦は、吸魂花の攻こう略りやく法ほうを考える。

「植物や虫より動物の方が吸われるのに時間がかかるってことは、生命力が強いほど耐えられるってことですか？」

　その夏彦の問いに答えたのは、本と睨めっこしていた社長だった。

「この本いわく、夏彦くんの言うとおり見たいニャ」

　社長が読んでいる本は『魔界ヒッチハイクガイド』という題名だ。大魔災以前の情報だが、魔界のあらゆる場所の文化や地形、オススメの観光スポットなどが載っているらしい。その中に植物の項目もあるようで、社長は吸魂花のページを広げイデアルの一同に見せた。

「けど、耐えられると言っても、死ぬまでの時間が延びるだけで、自由に動けるわけじゃないニャ。強力な魔ま力りよくを持っていれば、そこそこ我慢できるみたいにゃけど」

「なるほど。ってことは」

　イデアルで一番強い魔力を持っているのは夏彦だ。ならば夏彦が吸魂花に接近し、火か界かい咒じゆで一気に消し飛ばすのがベストだろう。

　そう夏彦が作戦を立てていると、

「言っておくけど、今回は夏彦くんと織姫ちゃんはお留守番ニャ」

　社長は毅き然ぜんとした声でそんなことを言った。

「は？　何でだよ！　織姫はともかく、俺おれは適任でしょうが。意地でも行きますよ」

「聞き捨てなりませんよ夏彦！　貴方あなたが行けるのなら、私だって行けるはずです。付いていきますからね！」

　夏彦が社長に詰つめ寄よると、織姫が夏彦に詰め寄ってきた。

　挟まれる形になった社長は、「うにゃにゃー」と言いながら押しのける。

「明らかに修羅庁の罠にゃ、許可できないニャ。二人が何と言おうと、ダメなものはダメにゃ！」

　いつもは少し押せばすぐに折れてしまう社長だが、今度ばかりは許してくれそうにない。

　無論、夏彦も社長が正論を言っていることを分かっている。それでも『はい、そうですか』と引き下がるほど夏彦は達観できなかった。

「このままだと渚市そのものが終わるでしょ。織姫をここに置いていくのは賛成ですけど、俺の力は必要なはずです」

　夏彦は社長と睨み合う。

「ですから、私も行くと言っているでしょう。渚市の危機なのですよ！」

　織姫は夏彦を睨む。

　そのとき、意外なところから声が上がった。朱雀である。

「三世寺と蓬よもぎ田たに残ってもらうのは、何も二人の身の安全だけが理由ではないであります。慈悲帝様のためでもあります」

「……？　どういうことだ」

　夏彦と織姫が留守番するのがどうして慈悲帝のためになるのか、夏彦には分からなかった。

「単純であります。修羅庁は、慈悲帝様を失しつ脚きやくさせたがっている元老院の意向を受けて動いている――つまり、二人が修羅庁の手に落ちるということは、慈悲帝様の不利に繋がるであります。私は慈悲帝様オーナーの代理としてここにいるわけですから、私の言葉はオーナーの言葉であります。従うであります」

「む……」

　魔界の王たる慈悲帝ゲシュペスの立場を危あやうくすると言われてしまうと、流石の夏彦も言葉に詰まる。

　夏彦は慈悲帝と一度しか顔を合わせていないが、それでも好感を持っていた。

「大丈夫だよ、夏彦くん、織姫ちゃん。私とヘルガで何とかするから。たまには私だって主役になりたいし。植物相手に氷使いって有利そうじゃない？」

「あら繭子。主役になるのはわたくしですわ。吸血鬼であるわたくしが、花如きに魂を吸われるはずがありません。逆に噛みついて、わたくしが吸い取ってあげますわ」

　委員長とヘルガは不敵な表情で言った。

　実際、彼女らも決して弱い魔ま術じゆつ師しではなく、一いつ般ぱん的な基準から考えればむしろ上位だろう。しかし、相手は街を覆おおい尽くそうとしている怪物だ。戦力は一人でも多い方がいいに決まっている。

　だが、ここでそれを口にするのは、委員長とヘルガに対する侮辱になってしまう。

　二人とも、勝つつもりでいるのだから。

「……夏彦。ここまで言われては、二人に任せるしかないのでは？」

「だな。その代わり、二人とも絶対に勝てよ」

「おっけーおっけー。任せといて。早く片付けてカレー食べたいからね！」

「夏彦様のために頑張りますわ！」

　委員長とヘルガは気合いのこもった表情で答える。

　しかし夏彦は、二人がどうしようもなくピンチになったら、問答無用で乱入しようと一人考えていた。
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　発芽から三十分が経過した現在、吸魂花の高さは二百メートルを超こえており、発光していることもあって渚市の外からでも容易に発見できる。

　また吸魂の効果半径は約一キロ。既にニュータウンから飛びだし、犠牲者の数は計り知れない。

　お祭り好きの魔族も、今回ばかりは肝を潰つぶしたようで、吸魂花から可能な限り離れようと渋滞が発生していた。そうやって逃にげようとする車や歩行者を押しつぶしつつ、魔界警察の戦車部隊が吸魂花を取り囲む。

　先さき程ほどから、街への被害を考慮しない砲撃で吸魂花を削っているが、葉や茎に空いた穴はすぐに塞がってしまう。破は壊かいよりも成長の速度が圧あつ倒とう的てきに速いのだ。

　なにせ吸魂花の近くには、養分となる魔族や魔術師が大勢残されている。彼かれらが朽ち果てるまで、吸魂花は成長を続けるだろう。

「けど、どんな植物でもカチンコチンに固めれば死んじゃうんじゃないかなー？」

「ええ。そしてその氷をわたくしが砕けば、あの不気味な花も木こっ端ぱ微み塵じんになるでしょう」

　繭子とヘルガは吸魂花から二キロ離れたビルの屋上に立っていた。

　繭子の手には露製狙撃銃じゆうドラグノフ。ヘルガの手には愛用の日ひ傘がさ。

　どちらも広範はん囲いに影えい響きようを及ぼす強力な魔まじ術ゆつのトリガーである。

「それじゃ、いっくよー」

　ドラグノフを吸魂花に向けた繭子は、弾だん丸がんにありったけの魔力を注ぎ、立て続けに三連射した。全身に虚脱感が走るが、それだけに氷結魔術の威力は折り紙付きだ。

「命中！」

　距離が離れていても、目標が巨大なので外しようがない。そして着弾と同時に、吸魂花はまるごと氷漬けになる。

「レース針一号解放」

　そして今度はヘルガが日傘を光る針に変化させた。その針はヘルガの血を使い、空中に魔ま法ほう陣じんを縫い上げる。

「ローゼンクロイツ式召しよう喚かん術、第五階かい梯てい――超巨大列車砲グスタフ＆ドーラ」

　魔法陣から目を疑うほど大きな鉄の塊が二つ飛び出した。それらは轟音と共に地面へ落ち、それだけで民家がいくつも吹き飛んだ。

　鉄塊の正体は、全長四十七メートル、重量千三百五十トンの大たい砲ほうである。当然、そこから発射される砲ほう弾だんも、それ相応の大きさだ。

「繭子、耳を塞ふさいで下さいまし」

　ヘルガに忠告された繭子は、慌てて両手で耳を押さえる。それと同時に、二つの巨砲から閃光が放たれた。

　発射のための火薬が、目に痛いほどの光を放つ。耳を塞いでも鼓膜が破れそうな音が聞こえ、内臓という内臓が揺さぶられる。

　撃うち出された二つの砲弾は、氷漬けの目標を撃ち抜ぬく。その瞬しゆん間かん、火薬と魔力が荒れ狂くるい、吸魂花を内側から粉微塵に打ち砕いた。

「やりましたわ！」

「大騒ぎしたわりに呆気なかったねー」

　繭子とヘルガはハイタッチを交わし、勝利を喜んだ。

　ところが、やはり簡単には終わらない。

　ふと上空に気配を感じた繭子は、反射的に見上げた。するとそこには、こちらに高速で飛来する鋭利な何かがあった。

「ヘルガ、危ない！」

　繭子はヘルガを突き飛とばし、自分も一いつ緒しよになって転がる。

　次の瞬間、繭子たちがいた位置に、十数本の何かが突き刺さっていた。

　よく見れば、それは爪つめだった。長さが一メートルを超えており、刃やいばの如く研ぎ澄まされているが、質感は爪なのだ。

「イヒヒヒヒィッ、上手く避さけたな！」

「ちょっと、少しは気配を消す努力をしなさいよ。馬ば鹿かじゃないの？　まあ馬鹿なんだけど」

　続いてビルの屋上に下りてきたのは、ファルデット。そして似たような服を着た女。

「あれれ？　貴方、公園で夏彦くんに倒たおされたんじゃなかったの？」

　繭子は当然の疑問を口にする。しかしファルデットは笑うばかりで答えてくれない。

「ま、手の内は明かしてくれないか。で、もう一人の方がリンナ？」

　ファルデットの横に並ぶ女性は、肌はだが陶とう器きのような物で出来ていた。そして首や指などが球体関節になっている。服に隠かくれて見えないが、おそらく他の関節も同じだろう。

「ええ、そうよ。よろしくね。と言っても、そっちは名乗らなくていいわよ。三世寺夏彦と蓬田織姫以外に興味ないし。捕らえろって命令もないから、このまま死んでもらうわ」

　いきなり物騒なことを言い出すリンナ。

　しかし、繭子には切り札があった。朱雀から預かった、作戦中止命令書である。

「じゃじゃーん。これが目に入らぬか！」

　繭子はスカートのポケットからそれを取り出し、徳川家の印籠の如く見せつけた。

「修羅庁長官代行と慈悲帝陛下の連名サインですわ。これに従わなければ、貴方がたは魔界政府への反逆罪に問われます」

「ええーい、控えィ控えおろう！」

　朱雀はリンナとファルデットが中止命令に従う確率は低いと言っていた。それでも、何らかの効果があるかもしれない――繭子はそう考えたのだが、返ってきた答えは期待を裏切るものだった。

「目に入らないわ」

「従うわけねーだろ、バーカ」

　修羅庁の二人は嘲ちよう笑しようすら浮うかべ、命令書を無視した。

「あのね、こっちは何があろうと作戦を遂行せよって言われてるの。それってつまり、中止命令が出ても続けろってことでしょ？」

「そもそも、俺様らは趣しゆ味みで殺さつ戮りくしてんだよ。修羅庁ならそれが合法化されるから所属してるだけで。ここまで舞ぶ台たいを整えたのに今更やめろとか、そんな修羅庁に義理立てする理由はねぇな」

　言っていることが滅め茶ちや苦く茶ちやだ。だが修羅庁という組織そのものが滅茶苦茶なのだから、彼らはこれで正常なのかもしれない。
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「じゃ、そういうわけで。始めるわよ」

　リンナは繭子に右手を向け――肘ひじから先を発射した。

「!?」

　反応が遅れた繭子の喉元を、飛んできたリンナの手が絞め上げる。

「ぐ、うぅ――っ！」

「繭子！」

　助けようとしたヘルガだが、そこにファルデットが襲おそいかかった。

「いひひひ、お前の相手は俺様だぜ！」

　ファルデットの両手から生える長く鋭利な爪が、ヘルガを串刺しにした。そのままファルデットは突き進み、フェンスを突き破ってヘルガと共に落ちていく。

「ヘル、ガ」

「あらあら、貴女あなたたちどっちも他人の心配ばかりして。自分の方がピンチでしょ」

　首を絞めるリンナの力がどんどん強くなっていく。窒ちつ息そくさせるというより、首の骨をへし折る勢いだ。

　しかし繭子は、どうしてもファルデットとヘルガが気になって仕方がなかった。

　ファルデットの動きは、昼間に比べ明らかに速くなっていた。おそらく倍以上と思われる。

　今の動きこそが彼の本気なのだろうか。それとも何らかの方法で強化しているのか。吸魂花と関係しているのか。そもそも夏彦に倒されたはずなのに、どうやって復活したのか。

　――けど、確かに他人の心配してる場合じゃないよね。ヘルガは強いから、きっと大だい丈じよう夫ぶ！

　まずは目の前の敵に集中し、倒す。

　それが出来ないようでは仲間を心配する権利などない。

　故ゆえに繭子は、太もものホルスターから自動ベレツタ拳銃90-Twoを抜き、首を絞めるリンナの腕うでに銃口を押し当てた。
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　ヘルガの胸部には、ファルデットの左手から生えた爪が全て、即すなわち五本の爪が突き刺さり、貫かん通つうして背中から飛び出していた。

「くっ――」

　吸血鬼であるヘルガにとって、この程度の負傷は致命傷になりえない。それでも痛みは感じるし、何より爬は虫ちゆう類るいじみたファルデットの顔が間近にあるのが苦痛だった。

　ヘルガとファルデットはビルから落下し、真下にあったガソリンスタンドに落ちる。

　屋根を破壊した衝しよう撃げきで、胸に刺さった爪が抜けた。

　そこでヘルガは後ろに跳んでファルデットから距離を取り、対戦車兵器のパンツァーファウストを四本召喚し、宙に浮かべる。

　なにせここはガソリンスタンド。小さな火種でも、起きる爆ばく発はつは絶大だ。

「落ちた場所が悪かったですわね。わたくしの勝ちですわ！」

　パンツァーファウストから成形炸薬弾が発射された。それはファルデットの足元に命中し、超高温の液体金属を噴射してコンクリートに穴を開ける。そして地下のガソリン貯蔵タンクに引火した。

　結果、ガソリンスタンドは一瞬にして吹き飛び、周囲一帯が炎ほのおに包まれた。

　ファルデットのみならず、ヘルガ自身も爆発に飲み込まれる。が、ヘルガには再生能力があるのだ。爆発に合わせて上方へ跳んだこともあり、火傷は瞬く間に消えてしまう。

　しかしファルデットは、まさに爆心地にいた。即そく死ししていなくとも、かなりの傷を負ったはずだ。

　そう思ったのも束つかの間ま、

「うひひひひィィィイ！」

　あの癇かんに障る笑い声が炎の中から上がり、同時に十本の爪が伸びヘルガの全身を貫いた。

「こ、これは――ッ？」

　ファルデットの爪が、ある程度伸縮自在なのは知っていた。だが今回は十メートル以上も伸びている。それもヘルガが反応しきれないほどの速度で伸びてきた。

「一人だけ炎から逃げようたって、そうはいかねーぜ。一緒に熱くなろうぜ、ひひひ！」

　ヘルガは爪によって振ふり回され、そして炎の底に叩たたき付けられた。

　全身が一気に焼けただれ、拮抗する速度で再生していく。よって現状、この炎はヘルガのダメージにはならない。

　しかしファルデットまで平然としているのはなぜだろう。強力な防ぼう御ぎよ結界を張っているのだろうか。確かに修羅庁ともなれば、この程度の炎を防いでも不思議ではない。

　もっとも、昼間のファルデットからはそれほどの強さを感じなかった。ナンバーも34と下したっ端ぱに位置する。

「解せねぇか？　簡単な理り屈くつだぜ。要は、再生能力を持っているのはお前だけじゃねーってことだよ！　昼間だって、腕を再生させて見せたじゃねーか！」

　炎の奥おくからファルデットの勝ち誇ほこるような声が聞こえる。

　それを聞き、ヘルガの中で線が繋つながった。

「つまり……夏彦様の火か界かい咒じゆを受けても生きているのは、効かなかったからではなく、再生したから……」

「ひひ、そうだぜ。もっとも、もうちょっとで再生不能なレベルまで分解されるとこだったがな。お陰かげで生き返るのに六時間もかかっちまったぜ」

「しかし、今の貴方の再生速度は吸血鬼であるわたくしに匹ひつ敵てきします。たとえ砂粒サイズまで切り刻まれても、数分で復活しそうなほど……」

「おっ、流石さすがは本家本元。よく分かってるじゃねーか。確かに今の俺様と昼間の俺様は違ちがう。なにせ、あの吸魂花は特別製でな。俺様たちはそこから魔力の供給を受けているんだぜ！」

「何ですって……ですが、あの花はわたくしと繭子で破壊したはず……」

「いひひ、そう思うか？　だったら自分の目で見てみな！」

　爪が空へと向かい、ヘルガは炎の上に持ち上げられた。それにより傷口が広がる。爪が刺さったままなので再生もおぼつかない。

　だが、そんなことが気にならぬほど、衝撃の光景が炎の外にあった。

「吸魂花が、元に戻もどっている……!?」

　ヘルガと繭子の攻こう撃げきで、粉々にしたはずだ。

　なのに吸魂花は前と同じ、いやそれ以上の大きさとなって渚市を見下ろしていた。

「いひひひ、不思議か？　不思議だろうな！」

　爪が振り下おろされ、ヘルガは再び燃える地面に叩き付けられる。

「吸魂花の根は地中深くまで伸びていくんだよ。それを消しよう滅めつさせなきゃ、養分が続く限りいつまでもどこまでも成長する。ひひ、吸血鬼よりやっかいかもな！」

　なるほど、地上に見えている部分より、むしろ地下の方が重要だったのか。

　植物が相手なのだから、考えてみれば当然の話だ。

　ファルデットがおしゃべりなお陰で、重要な情報を知ることが出来た。

　あとはこの場を切り抜け、何とか地下の根を破壊する。

「何をやる気になってるのか知らねーが、お前には三世寺夏彦と蓬田織姫を誘さそい出すエサになってもらうぜ。大人しくしていろよな。あんまり傷つけてヴェロニカが出てきても困るしよー」

「いっ、が、ぁ！」

　爪がヘルガの体内で動き回り、グチャグチャにかき回していく。

　痛みのあまり、体の自由がきかない。かといって気絶するほどではないという絶妙な責め。

　――夏彦様と織姫を誘い出だすエサ……？

　あれだけ大見得切って飛び出してきたのだ。こんな姿を見られたくない。

　自力で脱出し、せめて夏彦と織姫の足手まといにならないようにする。

　しかし、いくらそう思って、体は一向に動いてくれなかった。
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　もはや何十発撃ったのか分からない。それでも繭子の弾丸はリンナにかすりもしなかった。

「ちょこまかと……うわぁぁウザったい！」

　繭子は絶ぜつ叫きようし、四方八方に弾をばらまく。

　なにせリンナは、ありとあらゆる関節部を分離させ、バラバラになって繭子の周りを旋回飛行しているのだ。

　目標の数が多く、細かく、しかも速い。

「下手くそね」

　連射をかいくぐり、リンナの脚あしが繭子のみぞおちに突き刺さる。

「ぐ、うぁ――」

　繭子はたまらずその場にくずおれる。更に顎下を蹴り上げられた。倒れ、息を吸おうと必死に喘ぐ。

「なかなか可愛かわいい声で泣くのね。でも、そろそろ死んで頂戴」

　繭子の頭上で、リンナは体を繋ぎ合あわせた。

　足裏がこちらの顔面に向けられ、そこから生えるヒールが剣けんのように伸びた。それで繭子を突き刺そうというのだろう。リンナの目は完全に勝利を確信した者のそれだった。

「悪いけど……そう簡単には死なないよ！」

　まだ横隔膜が悲鳴を上げているが、それを堪え繭子は弾丸を撃つ。

「――っ!?」

　リンナは完全に油断していたらしい。回かい避ひが間に合わず弾をまともに喰くらった。

　瞬しゆん時じに氷漬け。

　飛行能力を失い、そのまま落下を始める。真下にいた繭子は這うようにして逃げた。

　そして氷塊となったリンナは床ゆかを転がり、やがてピクリとも動かなくなる。

「ふひぃ、何とかなった、かなぁ？」

　繭子は荒あらく呼吸しながら、固まったリンナを見つめる。

　是ぜ非ひともこれで終わっていて欲ほしい。繭子の力では、今のような偶ぐう然ぜんに頼らなければ攻撃を当てることすら難しいのだ。

　だが、そんな願いも虚しく、氷の中でリンナの目が動いた。

「ああ、しんどいなぁ……」

　思わず繭子はそんな愚痴をこぼした。

　刹せつ那な、氷は弾け、内側からリンナの各部がバラバラに飛び出した。

「ちょっと不覚だったわね。屈辱。貴女みたいな雑魚の攻撃を喰らうなんて。だから、予定を変更してなぶり殺しにしてあげる。仲間をズタズタにされたら、引きこもっている三世寺夏彦と蓬田織姫も出てくるかもしれないし？」

　リンナはそんな不ふ吉きつなことを言って、繭子の周囲を旋回し始める。

　どこから攻撃が来くるのか分からない。防ぐ手段もない。逃げることすら出来ない。

　――ご、ごめんね夏彦くん。リンナの言うとおり、夏彦くんに助けてもらわないと無理かも……情けないなぁ私って。

　繭子は自分の非力さに泣きそうになった。

　そして、如何なる状じよう況きようでも自分の力で切り抜けようとする織姫の凄さを、改めて思い知った。
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　住宅地の真ん中に吸魂花が生えたという事件は、当然マスコミの注目の的になり、ヘリで空から中継が行なわれていた。

　夏彦たち居残り組も、本部のテレビで一部始終を食い入るように視聴する。

　委員長の氷結魔術とヘルガの第五階梯で吸魂花を攻撃したところまでは優勢だった。本当に破壊できたかと思い、夏彦たちは喜んだ。

　しかしその直後、空から修羅庁の二人が飛来し、委員長と繭子を分断。一方的な攻撃を始めた。そうしている内に吸魂花は再生してしまい、状況は初めよりも悪くなる。

　テレビを通して見ただけで、委員長とヘルガが危険な状態なのは明白だった。

　誰かが助けてやらねば、本当に殺される。

　――誰が？

　無論、夏彦しかいない。

「社長。俺は行きます」

「うにゃ……確かに、そうするしかないみたいニャ……」

　夏彦が立ち上がると、社長はションボリした顔で頷うなずいた。初めから夏彦を送り込んでおけば委員長たちを危険に晒さずに済んだのに、と後こう悔かいしているのだろうか。

「社長の判断は正しかったと思います。俺だって、ファルデットの動きがあそこまで良くなるなんて想像もしていなかった。けど、俺なら勝てる。委員長とヘルガを助けてきます。心配はいりません」

　不安げに見上げてくる社長を安心させるため、夏彦はその頭を撫なでてやった。

「ふにゃぁ、耳を触さわっちゃ駄だ目めにゃ……」

　社長は慌あわてて副社長の後ろに逃げ、耳を両手で押さえる。

「あらあら。それで姫ひめちゃんも立ち上がったけど、夏くんと一緒に行くつもり？」

「当然です。夏彦が行くのに、私が残るはずがないでしょう」

　織姫は真顔で淡々と言い放つ。

　だが副社長は愉ゆ快かいそうに微笑ほほえみ、口元に手を当てる。

「そうよね。姫ちゃんと夏くんはいつも一緒じゃなきゃ駄目だもんね」

「はい、そうで――って、何を言うのですか！　違います！」

　真顔は一瞬にして崩れ去り、しどろもどろの情けない顔が現れた。

「何が違うの？　夏くんが行くなら自分も行くって言ったばかりじゃない」

「ですから、一緒がいいとかそういう意味ではなく、夏彦の実力で行けるのなら私も大丈夫と言いたかったのであってですね……」

　早口で弁明する織姫を、副社長はニコニコと見つめる。

　イデアルではよくある光景だ。

「織姫。お前が強くなったのは認めるし、どうせ来るなと言っても強ごう引いんに来るんだから止めないが、無む茶ちやはするなよ。あと俺からあんまり離はなれるなよ？」

「むむ。どうして夏彦から離れてはいけないのです？　そんなの個人の自由でしょう」

「だって、俺と一緒じゃなきゃ駄目なんだろ？」

「違うと言ってるじゃないですかぁっ！」

「ああ、そうだな。つか、こんなことを言っている場合じゃない。早く助けに行かないと、委員長なんかかなり危ないぞ。全力ダッシュだ」

　織姫はまだ何か言いたげだったが、委員長とヘルガを助けるという大義の前では黙るしかない。

　ところが今度は、朱雀がリビングの出口に立ちふさがり邪じや魔まをした。

「待つであります。万が一、三世寺と蓬田が捕まれば、慈悲帝様の立場が危うくなるであります。忘れたでありますかっ？」

　慈悲帝の使い魔まである朱雀は、やはり主人を最優先に考えるらしい。いくらイデアルに頻繁に出入りしていても、立場の違いのせいで考え方も異なってしまう。

「朱雀。俺だって陛下のことは嫌きらいじゃないけど、委員長とヘルガは助けなきゃいけないんでな。あの二人は大切な仲間なんだ。悪いけど、行かせてもらう。なに、俺も織姫も負けないさ。なぁ、織姫」

「無論です。私を誰だれだと思っているのですか！　委員長もヘルガも絶対に助けます。何なら、夏彦は休んでいてもいいんですよ」

「だから、無理するなって」

　織姫もたんに意地を張っているのではなく、純じゆん粋すいに仲間を助けたいと思ったからこそ、こうして立ち上がったのだ。それが分かっている故に夏彦は止めなかった。

　実力が伴っていないならともかく、連日の修しゆ業ぎようにより、織姫はかなりのレベルアップをしている。となれば、夏彦に織姫を止める権利はない。

「……分かったであります。もう止めないであります。しかし、私だってイデアルの皆みんなは好すきであります。決してどうでもいいと思っているわけではないであります！」

　朱雀が泣きそうな顔で訴うつたえてきたので、夏彦は少し驚おどろいた。

　社長と仲良くしているのは知っていたが、まさか他のメンバーのことまで気に掛かけていてくれたとは思わなかったのだ。

「……大だい丈じよう夫ぶだって。委員長とヘルガは助けるし、俺と織姫も無事に帰ってくる。そんでカレー食べて花火やるぞ。せっかく朱雀が陛下から外泊許可もらったんだからな」

「は、はい。楽しみにしているであります！」




　　　　　※




　修羅庁ナンバー34、ファルデットという男は、基本的に後先を考えないで生きていた。

　再生能力を得たのは後天的な改造手術によるもので、そのせいで寿命が半分になったらしいが、そもそも天寿を全うすることに興味がない。

　今が楽しければそれでよく、故にヘルガをいたぶるのが楽しすぎて本来の目的を見失っていた。

「いひ、いひひひっ。刺しても刺しても死なないってのはいいもんだなぁ。ずーっとこのまま続けていたいなぁ」

　炎の海の底で、十本の爪を抜き差ししたり、回転させてみたり、横に薙いでみたり。その度にヘルガは悲鳴を上げ、ファルデットを喜ばせてくれた。

　もはや一種の楽器である。

　演奏者の気分に浸ひたったファルデットは、より良い音を奏でなければという義務感すら覚えた。

「ここに引っかけて力を加えれば、腸がズルズルっといい感じに飛び出すんじゃねーか？　そしたらどんな声で泣くんだぁ？　俺様、好奇心旺盛だからよ……ああ、やっちまうぞ。大丈夫だよな、その程度じゃヴェロニカにならねーだろ？　なっ？」

　もしヴェロニカが出てきたら、吸魂花の力を得ている自分でも危ない。あれの再生速度は、事実上無敵とすらいえる。

　それでもファルデットは欲望を抑おさえきれず、ヘルガの臓物を引きずり出そうとした。

　そのとき――

「悪趣味すぎるだろ、この変態野郎！」

　不意に三世寺夏彦の声が響き、同時に突とつ風ぷうが巻き起こり、炎が全て消えてしまった。

「ひひっ？」

　ファルデットは一いつ瞬しゆんなにが起きたのか理解しかねたが、火か界かい咒じゆを構えた夏彦がこちらを睨にらみ付けているのを見つけ、ようやく合点がいった。

　つまり、おびき出すのに成功したのだ。

　実のところファルデットは、今の今まで夏彦のことを忘れていたのだが、その忘れていたという事実すら忘れ、意識をヘルガから本来の標的へと切り替えた。

「来てくれたんだなぁ……うひひ、うれしいぜ。昼間は楽しかったな、今からもっと楽しもうぜ！」

　ファルデットはヘルガに爪を刺したまま持ち上げ、自分の前に盾の如く広げた。理由はもちろん、盾にするためだ。

　ところが、今度は真横から銀色の閃光が走った。

「ヘルガは返してもらいます！」

　それは蓬田織姫が振り下ろした日本刀の一撃だった。

　ファルデットの両りよう腕うでは切り落とされ、ヘルガを放してしまう。

　織姫はそのままヘルガを抱きかかえ、素す早ばやい動きで夏彦の隣となりまで移動した。

「夏彦様、織姫……」

　解放されたヘルガは、織姫の腕の中で夢見心地な声を上げる。

「ヘルガ、無事ですか？」

「はい……ですが、申し訳ありません。わたくしと繭子でどうにかすると言っておきながら、結局こうしてお二人の手を煩わせてしまって……」

　酷ひどく沈んだ表情のヘルガだが、それに対し夏彦は笑いかけた。

「なに遠えん慮りよしてるんだよ。仲間同士、友達同士、そういうのは気にするな」

「夏彦の言う通りです。それにヘルガと委員長が頑がん張ばっていた間、吸魂花の効果半径の広がり方が鈍化したんですよ」

「え……そうなのですか？」

　織姫の言葉にヘルガは目を丸くした。

　そしてファルデットは軽く舌打ちをする。

　吸魂花は本来、吸い上げた魂を全て自身の成長に使う。だが品種改良した吸魂花は、ファルデットとリンナに魔ま力りよくを供給している。よって、こちらが戦せん闘とう状態にあれば、吸魂花自体の成長は鈍くなってしまう。

「あの、夏彦様、織姫。ファルデットとリンナは、あの吸魂花から魔力の供給を受け、パワーアップしているようです。それから吸魂花は、地下深くの根を破壊しない限り、何度でも復活するらしいですわ」

「へぇ、流石はヘルガ。ちゃんと敵から情報を引き出していたんだな」

「いえ、むこうが勝手に語ってくれたのですが……」

　全くその通りだった。ファルデットは今いま更さらのようにおしゃべりを悔やむ。もっとも、この性格は生来のもので、直そうと思って直るものでもない。後悔するだけ無む駄だである。

　――ひひひ、まぁいいか。どう足あ掻がいても人間如きが吸魂花の根を壊せるとは思えねぇ。つーか、俺おれ様がここで皆みな殺ごろしにすれば、それで済むことだろ！

　常におめでたい方向へ向かうファルデットの頭は、三世寺夏彦と蓬田織姫を八やつ裂ざきにする自分の姿を思おもい描えがいた。

　しかし次の瞬間、目にも止まらぬ速度で夏彦が突っ込んできて、ふと気付いたときには火か界かい咒じゆが自分の腹に突き刺さっていた。

「お、あぁっ！」

　あまり痛みに頓着するタチではないが、不意を突かれた激痛に、思わず声が出てしまう。

　そして夏彦は振り返り、ヘルガを見やる。

「一人で立てるか？」

「は、はい！」

　ヘルガは慌てて織姫の腕から降り、自分の脚で立った。

「よし、ＯＫ。じゃ、俺と織姫はこいつとリンナを倒すから、ヘルガはどこか安全な場所に避ひ難なんしてろ。行くぞ織姫」

「いつでもどうぞ」

　織姫がそう答えた刹那、夏彦は火か界かい咒じゆを振り上あげた。そこに刺さっていたファルデットは当然振り回され、上空へと投げ出される。

「い、ひ、ひ」

　体が半分に千切れてしまった。吸魂花から送られてくる魔力により再生は瞬時に行なわれるが、真正面から来た攻撃に反応出来なかったショックは大きい。

　如い何かに再生力が強化されているといっても、跡形もなく分解されれば、それで終わりなのだ。

「ファルデット!?」

　そして落下した先は、リンナがいるビルの屋上だった。

　あの巨乳の娘むすめはボロボロになりながらもまだ生きており、勇敢に銃を構えていた。

　突とつ然ぜん降ふってきたファルデットに、両者ともどう反応してよいのか分からないようで、面おも白しろいほど硬直している。

「よお、委員長。ちゃんと無事だな」

「危機一髪という感じですけどね」

　ファルデットに続き、夏彦と織姫も屋上に現れた。

　もともと、この二人をおびき出そうとしていたのだから、焦ることはなにもない。吸魂花は健在で、むしろ予定どおりといえる。

　しかし、主導権を取られたという気分はぬぐい去れなかった。

「ああ、なるほど。ターゲットが来たのね。好都合じゃない。ファルデットの無様な姿も見られたし」

　ファルデットがここまで飛んできた経けい緯いを知らないリンナは、楽観的なことを言う。

「うひひひ、気をつけろよリンナ。こいつら、本当につえーぞ」

「今更なに言ってるの。そんなの資料を見れば分かることじゃない。寝ねぼけてないで、いい加減起き上がりなさい。気持ち悪いわね」

「毒舌絶好調だな、最高に興奮するぜ、ひひ」

　ファルデットは立ち上がり、首の骨を鳴らす。千切れた箇所はすっかり繋がり、戦うのに支障はない。

「夏彦くん、ごめんね。私、全然役にたてなかった……」

「いや。委員長とヘルガが戦ってくれたお陰で、連中の手の内が色々見えた。サンキュ、委員長。あとは俺らに任せて、どっかで休んでな」

「優しいなぁ夏彦くんは。じゃあお言葉に甘えて」

　委員長と呼ばれた巨乳の娘は、フェンスを乗り越えぴょんと飛び降り、逃にげていった。

「いひひひ、都合よく二対二だ。蓬田織姫の指は俺様がもらうぞ。あいつの指……ひひっ、しゃぶりつくしたいぜ」

「勝手にしなさい、いちいち言わないで。汚らわしいわね」

　ファルデットが蓬田織姫を。リンナが三世寺夏彦を。それぞれ好きなように殺る。

　まずは脚を潰つぶして動けなくしよう。それから生きたまま、ゆっくり丁寧に手の指を切り落とす。そのときの悲鳴が指を一層綺き麗れいなものにするのだ。

「おいおい。さっきから黙って聞いていれば、好き勝手言いやがって。織姫の指をしゃぶるだと……俺だってまだそんなことしたことないのに！　二度と生き返らないよう、肉にく片へん残さず切り刻んでやるッ！」

　夏彦が吼え、そして消えた。

「!?」

　予備動作すら見えない、完全に知覚外の超高速。

　いったいどこに消えたのか。その答えは、ファルデットに斬首という形で襲いかかった。

　首に熱が走り、胴体から離れる。

　ファルデットの首はクルクルと回転しながら跳ね上がり、自分の真後ろで火か界かい咒じゆを横に振る夏彦を発見した。

　――ヤベェ、マジでヤベェ。この速度に付いていけるのは、修羅庁でも十番台の前半からだぞ。

　ファルデットは引きつった笑みを浮かべた。分かっていたことだが、この狩かりは一筋縄ではいきそうもない。むしろ、こちらが狩られるというのも十分ありえる。

　そして火か界かい咒じゆはそのままリンナの首へと突き進み、両断しようとした。

　だが、リンナはファルデットより猶予があった分、回避が間に合う。

　全身の関節を弾はじけさせ、四方八方に飛び散らせる。火か界かい咒じゆの刃は虚しく空振った。

　リンナのパーツは上空で集合し、元の姿に戻る。

「ひひ、俺様もくっつくぜ」

　ファルデットの首と胴体の間に血管が糸のように伸び、互たがいを引き寄せ再生を始める。

「させません！」

　ところが、あとわずかというところで、織姫がファルデットの首を再び切り落としてしまった。更さらに返す刀で、肩かたから腹へと、斜めに斬り裂さく。

　夏彦だけでなく、織姫の方も予想以上のパワーを誇っていた。

　生いけ捕どりが不可能というのは、決して誇張ではなく、純然たる事実なのだ。

「けど俺様、実はこの状況からでも攻撃できたりしてなぁ！」

「――っ！」

　首が取れ、胴体も薄皮一枚で辛かろうじて繋がっているという状態だが、ファルデットの両腕は動く。十本の爪を伸のばし、織姫に斬りかかった。

　もっとも織姫は超反応で飛び退き、爪は擦りもしない。

　しかしファルデットは更に追つい撃げきの手段を持っているのだ。

「いひひひひひっ！」

　全ての爪を織姫に向け、弾だん丸がんの如く撃うち出す。

　彼我の距きよ離りは十メートルほど。たったそれだけの間隔で、音速を超こえる飛来物に対処するのは困難だ。

　だが織姫は、気合いの掛け声ごえを上げたかと思うと、刀を振り回まわし、十本の爪を全て叩き落してしまった。

　――ひひ、どういう反射神経してるんだぁ？

　ファルデットは新しい爪を生やしつつ、リンナへと目をやった。

　リンナは分離した状態で夏彦の周囲を旋回し、波状攻撃を仕掛けていた。本来有利である真上を位置取らないのは、火か界かい咒じゆの一撃を恐おそれてのことだろう。ああして低く飛んでいる限り、夏彦は街への被害や織姫を巻き込むことを危惧し、火か界かい咒じゆの本気を引き出せない。

　もっとも、広範はん囲い攻こう撃げきを封じただけでは、夏彦を弱体化させたとは言いがたい。

　その証しよう拠こに、リンナが体のパーツを飛ばして攻撃するたび、火か界かい咒じゆの刃やいばで切り刻まれていく。

　リンナは壊れたパーツを飛ばすことも出来るので、戦闘の続行はいくらでも可能だ。しかし合体は、関節がある部分でしか行なえない。つまり、完全な人型に戻るのは、この戦闘中には不可能ということ。

「おいおい。斬っても細かくなるだけで落ちないぞ。うっとうしい」

「こちらもすぐ再生してしまい辟易します。どうしますか夏彦。火か界かい咒じゆで一気に仕留めますか？　私に遠慮は無用ですよ」

　夏彦と織姫は、余よ裕ゆう綽々の態度で、戦闘中に相談を始める。

　ここで隙すきありと斬りかかりたいところだが、残念ながら二人に隙などなかった。

「けど、昼間にそれやって逃げられたからな。つーか、あの吸魂花って花を破は壊かいしないと駄目なんだろ？」

「らしいですね。では、夏彦は吸魂花を破壊して下さい。リンナとファルデットの相手は私がします」

　織姫がそう言うと、夏彦は眉まゆをひそめ不安げに呟つぶやく。

「……それは、どうなんだ？　大丈夫なのか？」

「またそうやって私を下に見て。過保護にも程があります。私は自分と敵の戦力を冷静に計算した上で言っているのです。夏彦はそれが間ま違ちがっていると思いますか？」

「いや……間違ってない。分かった。この場はお前に任せる。けど無理するなよ。やばくなったら逃げろ」

「分かっています。心配性なんですから」

　二人の話を聞きながら、ファルデットはほくそ笑んだ。

　なにせ戦力を分断してくれるというのだ。二対二より二対一の方が戦いやすいに決まっている。それに、流石さすがの三世寺夏彦といえど、吸魂花の根まで攻撃が届くとも思えない。

「じゃ、行ってくるぞ」

　夏彦は大きく跳ちよう躍やくし、吸魂花の方角へ飛んでいった。

　屋上には刀を構える織姫と、ファルデットとリンナが残された。

「馬ば鹿かね。貴女一人で何が出来るの？　まあ、そこそこ強いのは認めてあげるけど、私たち二人を相手に出来るって言うのは、ちょっと増長が過ぎるんじゃない？」

「ま、そういうこったな。いくら何でも、二人がかりなら負けねぇ。いひひ、指は切り取って大切にしてやるからなぁ……」

　ところが織姫は怯むことなく、それどころか若干呆れ気味にため息を吐ついた。

「夏彦と同じように、私だって全然本気を出していなかったのですが。それすら見抜けなかったのでしょうね。憐あわれです」

　そして織姫は呪言を唱え、傀儡を顕現させた。

「斑いか鳩るが流りゆう人じん用よう傀く儡ぐつ闘とう法ほう、剣ノ型――黒くろ姫ひめ撫なで子しこ」

　銀の髪に、黒装束と緋ひ袴ばかま。白い仮面で顔を覆おおい、手には太刀を握にぎる。

「これが例の黒姫撫子ね」

「ダイアンサスだって噂うわさの傀儡かぁ……ひひ、こいつも綺麗な指だな」

　ファルデットやリンナのような下っ端は、破戒王の妻であるダイアンサスと直接会ったことはない。そもそも仮面で顔が隠かくれているのだから、似ているかどうかの判断など出来なかった。

　それでも、ビリビリと迫せまってくる魔力から、これが強力な傀儡なのだということだけはハッキリと理解できた。

　――あれ、こっちも十分ヤバくね？

　三世寺夏彦さえいなくなればどうとでもなると考えていたファルデットは、この後に及およんでようやく背筋に冷たいものが流れた。




　　　　　※




　吸魂花の効果半径に踏み込んだ者は魂を吸われる。

　魔力の発生源は魂なので、魂＝魔力と言い換えてもよい。

　しかし効果半径に入った瞬しゆん間かん、一気に吸い尽くされるのではなく、ジワジワと時間をかけて消化されていく。

　逆にいえば、夏彦のように魔力が強い者は、かなりの長時間を耐えることが出来るのだ。

「っても、やっぱ吸われてるのが分かるな。長居は厳禁。早いとこ終わらせないと」

　夏彦はニュータウンのとあるマンション近くに着地した。吸魂花の茎くきはそのマンションのど真ん中を貫いてそびえ立ち、首を限界まで上げてようやく先端の花が見えるという様子だった。

　はたして地下の根はどこまで伸びているのか。

　数百メートル。あるいは千メートル以上かもしれない。

　だが、どれほど地下深くであろうと、自分ならやれるという予感があった。

　近ちか頃ごろ、自分自身の魔力が上がってきているという実感があるし、何よりも先日ヘルガから受け取った新しい残ざん鉄てつ〈仰ぎよう月げつ点てん〉がある。

　仰ぎよう月げつ点てんは火か界かい咒じゆと融合した。それにより火か界かい咒じゆは一層強化されたはずだった。

　だが夏彦は、いまだ仰ぎよう月げつ点てんの力を引き出していない。

　理由は単純。下手に使えば、とてつもない被害を出すのが分かりきっていたからだ。

　通常時の火か界かい咒じゆですら使いどころが難しいのに、仰ぎよう月げつ点てんが加わり強化されたとなれば、想像しただけで鳥肌が立つ。

「いや待て。このまま使ったら生存者まで殺しちゃうじゃん」

　ふと気付いた夏彦は、マンション内部に入り、生き残りを探した。

　――百人も二百人もいたら俺一人じゃ運びきれないな。

　しかし、その心配は杞憂に終わる。

　廊ろう下かで力尽き息絶えた者。玄関先で事切れた者。ベッドに横たわったまま自分が死んだことに気付いていない者。

　このマンションの住民は、魔族、人間、共に全て死んでいた。

「……けど、これで遠慮は要らないってことだな」

　犠牲者たちを気の毒に思いながら、これ以上の被害拡大を防ぐため、夏彦は外に飛び出し火か界かい咒じゆに魔力を注ぎ込む。

「残鉄・解放――破戒王『極点位階奥おう義ぎ』自在武具錬れん成せいガ一片〈仰ぎよう月げつ点てん・火か界かい咒じゆ〉」

　瞬間、刀身に描かれた模様に線が一本増えた。刃が真紅に輝き、灼熱を撒き散らす。

　鉄筋コンクリート製のマンションが一瞬でドロドロに溶け、バケツの水をひっくり返したかのように飛び散っていく。

　街路樹は燃え上がり、車はガソリンに引火し爆ばく発はつ。他のマンションも溶け始め、いたるところで火災が巻き起こる。

　――こりゃ、予想以上だな……少し抑えないと、織姫のところまで燃えちまう。

　吸魂花にも炎ほのおが回ったが、それは所しよ詮せん、地上の見えている部分が燃えているに過ぎない。

　問題は地下の根だ。

　故ゆえに夏彦は、地面に向けて火か界かい咒じゆを振ふり下ろした。

　――力加減は、このくらいか!?

　全力の半分程度に抑え、地下へと指向性を持たせた熱線を放った。

　刹那――硬いはずの地面がチーズのように溶け、直径百メートルほどの穴が空く。そのまま周りのものを飲み込みながら奈落の底へ落ちていった。

　無論、中心点にいた夏彦も例外ではない。

「うぉぉっ？」

　自分で放った攻撃の威力に驚きつつ、これで吸魂花の根は確実に破壊したと確信した。

　なにせ、穴はまだ下へ下へと伸び続けているのだから。
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　ビルの屋上は既すでに吹き飛び、その下の階が露出している。

　リンナの体も原形をとどめているのは頭部と胴体だけで、あとは細切れにされていた。

「いひひひひ！」

　ファルデットは奇声を上げなら爪つめを十メートルまで伸ばし、デタラメに振り回す。

　ビルは更に破壊され、瓦が礫れきが上へ下へと飛び散る。

　その中を織姫と黒姫撫子は、流れるような動きで瓦礫を避さけファルデットに接近。二つの斬撃で十文字を描き、ファルデットを斬り刻む。

　リンナは決断を迫られていた。

　吸魂花がある限り負けはしないし、こうして続けていればいずれ織姫の体力と魔力が尽き果て、勝機が訪れるかもしれない。

　だが、このまま朝まで続ければ、吸魂花の活動は止まる。リンナとファルデットは一気に不利になる。そこに三世寺夏彦が加われば絶体絶命だ。

　――奥おくの手を使う？　けど、あれは嫌いやすぎるわ。でも、死ぬのはもっと嫌だし。

　長官代行がリンナとファルデットをこの任務に就けたのは、奥の手があるからだ。

　三十番台である自分たちだが、それを使えば十番台前半クラスまで戦せん闘とう力りよくが増加する。

　もちろん、いくつか代償があった。そうでなければリンナとファルデットのような出来損ないが十番台の力など出せるわけがない。

　――どうする？　このままでも絶対に勝てないわけじゃないし……嫌ね。何で人間相手にここまで悩なやまなきゃいけないのよ！

　ファルデットに戦いを任せ、リンナがひたすら苦く悩のうしていたとき、事態は更に悪化の一途を辿った。

「吸魂花がっ……そんな!?」

　太陽が昇ったかと錯覚するほどの火柱が上がる。それに飲み込まれ吸魂花が見えなくなった。

　あれでは根まで炎が到達したかもしれない。

　その心配を裏付けるように、吸魂花からの魔力供給が止まった。

「どうやら夏彦が上う手まくやったようですね」

　織姫は自じ慢まんげに呟いた。まるで自分で成し遂げたことのように。

「はぁ？　あんなこと人間に出来るわけないでしょ！　ふざけないでっ」

「だったらあの炎は何だと言うのです？　現実を認めて降伏したらどうですか。今なら命だけは助けてあげますが」

　織姫の提案は非常に癇に障るもので、とうてい受け入れることなど出来なかった。しかし吸魂花を失った今、リンナたちに勝ち目がないのも事実なのだ。

　それに、ここで降伏しておめおめ修羅庁に帰ったら、おそらくショコラに処刑される。なにせリンナとファルデットは、作戦中止命令を無視して行動しているのだ。

　無論、それは『何があろうと作戦を続行せよ』というショコラの言葉に従ってのこと。だが、失敗した者をショコラが庇ってくれるとは思えない。

　慈悲帝の私兵集団であるイデアルに攻こう撃げきを仕し掛かけた責任を誰が取るのか。

　ショコラは中止命令を出だしたことを盾にして上手く躱すだろう。責任を全てリンナとファルデットに押おしつけるはずだ。中止命令を無視して独断専行した愚か者として断罪するだろう。

　しかし、リンナとファルデットが任務を成功させれば話は変わる。三世寺夏彦と蓬田織姫を捕らえるのはともかく、殺すことがどうショコラや元老院の利になるのか知らないが、とにかく慈悲帝を失しつ脚きやくさせれば、イデアルを攻撃した罪も不問となるだろう。

　よって、選択肢は一つしかない。

「ファルデット。あれをやるわよ」

「いひひ。いいのか？　お前、すげー嫌がってたじゃねーか」

「……負けるよりはマシよ！」

　リンナは泣きそうな声で叫さけび、そして己おのれの形状を崩ほう壊かいさせた。

　細かく打ち砕かれた手足も、まだ形をとどめている頭や胴体も、全てが泡となって溶け床ゆかに落ちていく。

　ファルデットの体も同じように溶け、互いに地面を這って一カ所へと集まった。

　その次の瞬間、泡は一気に膨れ上がり、ビルの上へと立ち上っていく。

　人の形を作り、そこに骨が生まれ、肉で包む。

　誕生したのは身の丈十メートルもある巨人だった。

　皮ひ膚ふがなく、全身の筋肉がむき出しという姿は、風が吹いただけで痛覚が刺激される。そもそも二つの肉体を強引に合体させるという荒技を行なったのだ。当然、リンナとファルデットには凄すさまじい負担がかかる。

　――痛い、痛い、痛いィィ！

　――ひひひひ、いてぇなオイ、うひひひひひっ！

　二人の意識はまだハッキリしており、そして互いの考えることがダイレクトに伝わってくる。リンナはファルデットと肉体を合わせるだけでも嫌だったのに、意識まで共有しているのかと思うと自殺したくなった。

　この合体は、生まれながらに有していた能力ではない。

　リンナもファルデットも、自分の体をそれぞれの好みに合わせて修羅庁の技術で改造した過去がある。その対価として、この合体能力も付与されたのだ。

　――体の支配権は……私にあるみたいね。なら遠慮なくやらせてもらうわ！

　やけくそになったリンナは、巨きよ大だい化した脚あしを振り上げ、織姫に向けて叩たたき落とした。

「くっ！」

　織姫は黒姫撫子を自分の上に配置し、その太刀で受け止めようとした。

「ああはは、無駄よ無駄。そんな細い刀でどうしようって言うのっ？」

　足裏が太刀と触れたとき、その衝しよう撃げきでビルは完全に崩壊した。まるで発破解体をしたように崩れ、上に立っていたリンナたちも落ちていく。

　もっとも十メートルの巨人にとって、ビルの崩落はそれほどの衝撃ではなかった。せいぜい自分の三倍程度の高さしかなかったのだから。

　逆に等身大の織姫にとっては、それ相応のダメージになったはずだ。

「こ、この程度で……」

　それでも驚嘆すべきことに、織姫は瓦礫の上に立ち、黒姫撫子で防ぼう御ぎよし続けていた。

　ビルの崩落の中でも姿勢と集中力を崩くずさず、巨脚を支え続けたのだ。

「ふーん、頑張るのね。けど流石さすがに辛つらそうよ。まぁそうでなきゃ困るんだけど」

　リンナは脚に力を込める。すると黒姫撫子は徐々に沈んでいく。

　完全にこちらが押していた。

　今のリンナは十番台前半に匹ひつ敵てきする力を持っているのだ。当然の結果だろう。

　――おいリンナ。早くトドメを刺せよ。こいつは何をしでかすか分からねぇ。

　――そうね。貴方あなたの意見なんて聞きたくないけど同感だわ。

　リンナは全体重を片脚に込め、織姫を完全に潰そうとした。

　そのとき、

「てめぇ、俺の女ボコッてんじゃねーよ」

　頭上で声がしたかと思うと、脳天に鋭い痛みが走った。

「いっ――何、何なのっ？」

「何、じゃねぇ。つーか、もうあれだ。死んどけ」

　その声は三世寺夏彦のものだった。吸魂花を破壊し、ここまで戻もどってきたのだ。

　ならば脳天に走った痛みは彼による攻撃に違ちがいない。

　吸魂花の根に到達するほどの火力を持った夏彦に、リンナたちは勝てるだろうか。

　――今の私は十番台とだって戦えるのよ。人間如きに負けるはずないじゃない！

　そう信じたリンナは、頭の上にいる夏彦を握りしめた。虫けらのように簡単に潰せるはずだった。

　ところが伝わってくるのは硬い感触。まるで特大のダイヤモンドを素す手でで握りしめているような錯覚に陥る。

「仰ぎよう月げつ点てん・火か界かい咒じゆ」

　そして握り拳こぶしの中で、炎が発生した。

　腕うでは瞬く間に肘ひじまで蒸発し、炎の斬撃とも言うべき閃光が、リンナとファルデットの脳天から股こ間かんまで、一直線に斬り裂いた。

　――嘘うそっ？

　リンナは自分が真横に倒たおれていくのを知りながら、どうすることも出来なかった。体が少しも動かないのだ。ドスンと音を上げビルの瓦礫の上を転がると、巨人のもう半分が倒れているのが見えた。

　――ファルデット、聞こえる？　ファルデット!?

　先さき程ほどまでは意識を共有していたのに、今は声が聞こえない。すると彼の意識は向こう側に宿ったのだろうか。

　何にせよ確かなのは、負けたという事実だった。

　吸魂花を使い、巨人化をも使い、修羅庁が二人がかりで、たかが人間に負けてしまったのだ。
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「織姫、無事か？」

　巨人を一刀両断にした夏彦は、織姫の前に着地し抱だき起おこした。

　どうやらかなり魔力を消耗してしまったらしく、黒姫撫子は自然消しよう滅めつし、織姫自身もフラフラしている。

　なのに眼光だけは鋭するどく、不満そうに口をとがらせ睨んできた。

「また私が戦っているときに乱入して！　どうしてそうお節介なのですか！」

「おお、元気だな。いや、しかし危なかった。まさかこいつら巨大化できたとは。リンナとファルデットなんだろ、この巨人」

「ええ……そうですけど……夏彦が来なくても勝てましたよ、私は！」

「そうか、そりゃ悪かった。けど、俺には大ピンチに見えたんだ。次からはもっと分かりやすく圧勝してくれよな」

「……分かりました。心がけましょう」

　織姫は目をそらし、頬ほおを膨ふくらませ、完全に拗ねてしまった。

　それにしても結果として、吸魂花の破壊に成功し、修羅庁の二人も倒し、イデアルは全員無事だった。最良の結末と言えるだろう。

「夏彦さまぁ」

「織姫ちゃーん」

　やがて遠くからヘルガと委員長が駆かけ寄よってきた。

　更に空から社長の声まで聞こえてきた。

「うにゃにゃーん。皆無事かにゃぁ？」

　見れば、鳥形態の朱雀の背中に、社長と副社長が乗って降りてくる。

「三世寺くんが吸魂花をぶっとばしたのをテレビで見て飛んできたニャ。ご苦労様ニャ」

　朱雀の背中からぴょんと飛び降りた社長は、タタタと走り寄ってきて、夏彦とハイタッチを交わす。

「もちろん三世寺くん以外の頑張りも見てたニャ。偉えらいニャ。あとで全員に缶ジュース奢ってあげるニャー」

「わーい」

　委員長は缶ジュース如きでとても幸せそうに喜んだ。

「けど、本当に強いのね、皆みんな。ちょっと嫉妬しちゃうわ」

　続いて降りてきた副社長も、一同を見回し、ねぎらいの言葉をかけてくれた。

　副社長の優しい笑え顔がおを見ていると、本当に疲つかれが取れる気がする。

　それから朱雀が赤い光を放って人間形態に変化し、姿勢のよい歩き方で近づいてくる。

「よぉ朱雀。俺はちゃんと約束を守っただろ？」

「はい、ありがとうであります。まさか修羅庁を余裕綽々で倒してしまうとは……凄かったであります」

　朱雀の表情はいつものように薄うすいが、声に熱がこもっており、興奮している様子がうかがえる。

「まぁ、朱雀……もしかして貴女あなたまで夏彦様に気があるのでは……っ？」

「それはないであります」

　ヘルガが急に目を白黒させて騒ぎ出したが、朱雀はキッパリとそれを否定する。

「そうですの。それは良かったですわ」

　ヘルガは胸に手を当て、どうしてか安心した表情を作った。

　それから織姫も同様に「ふぅ……」と短く息を吐く。

「ところで社長。この真っ二つの巨人。リンナとファルデットなんですけど、どうします？　まだ生きてるみたいですが」

　夏彦は二つに分かれた巨人に目をやりながら社長の判断を仰いだ。

「うにゃー、こういうときは魔ま界かい警察に引き渡せばいいのかにゃー？」

「そうね。トドメを刺さすってのも違うし……私たちはあくまで戦闘請負会社だから取り調べとかもしないしね。警察に任せましょう。それでいいわね、すーちゃん？」

　副社長は朱雀に問う。

「異論はないであります。それが最も慈悲帝様の望む形だと思うであります」

　朱雀は頷うなずいて肯こう定ていする。

　ここでトドメを刺せと言わないあたり、朱雀とイデアルの馬が合っている証だろう。

「じゃあ一件落着したところで、帰ってカレー作ろうよー。お腹なか減ったー」

「また委員長はそうやって食べ物のことばかり……と言いたいところですが、私もお腹がすきました」

「だな。俺も今なら委員長に負けないくらい食べられる気がするぜ」

「ふーん。じゃあ大食い大会でもやっちゃう？」

「おう、望むところだ！」

「夏彦様、わたくしはそんなに食べられないのですが……」

　戦いが終わったことで緊きん張ちようが取れ、イデアルはいつものお気楽ムードになってしまった。

「あらあら。それじゃあ、魔界警察への引き継ぎは私がやっておくから、皆はカレー作りにいっていいわよ」

「私も残らなくていいのかにゃ？」

「社長は社長なんだから、しっかりキャンプの指揮を執らないと。そっちの方はよろしくね？」

「うにゃ！　まかせるニャン！」

　社長は気合いの入った目まな差ざしを浮うかべ、朱雀の背中に飛び乗った。

「さあ朱雀ちゃん。本部までひとっ飛びニャ！」

「待つであります、この姿のときに乗られると……重いでありますぅ」

　朱雀は社長をおぶったままヨタヨタと歩き、そして委員長の胸に向かって倒れた。

「きゃー、朱雀ってば可愛かわいい！　むぎゅーってしちゃうんだから」

「い、息が出来ないであります……」

「にゃにゃ、朱雀ちゃんがおっぱいに潰されているニャ！」

　ついさっきまで戦場だった場所に笑いが木霊する。

　それは張り詰つめていた心の裏返しなのだろう。今回はそれほど苦戦しなかったが、やはり命のやり取りなのだ。不安はどうしても感じてしまう。

　だからこそ、こうして戦いが終わった瞬間は、一刻も早く日常に帰りたいと感じる。

「遊んでないで、帰ろうぜ。これからカレー食べて花火やるんだぞ。ハードスケジュールだ」

「じゃあカレー食べながら花火しちゃおう！」

　委員長はそんな無む茶ちやを言い出し、また笑いを誘さそう。

　それは本当に平和な時間だった。

　このまま、もう二度と戦いなど起きないのでは――そう錯覚するほど楽しかった。

　しかし夏彦は、遥はるか上空から過去例のないほどの殺気を感じ取り、足を止めた。
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「おい、そろそろ行くぞ」

　渚なぎさスカイタワーから戦いを観戦していたバルトセルは、かたわらに立つアウレリアに呼よび掛かけた。

「了りよう解かいネ。意外とつまらない見世物だったネ」

「あァ……ま、修羅庁といえど下したっ端ぱはあんなもんだろ」

　実際、拍ひよう子し抜ぬけこの上ない。

　蓬田織姫を巡り、修羅庁、レムナンツ、イデアルで三みつ巴どもえの争奪戦が起きるのを期待していた。なのに修羅庁は、早々に敗北してしまった。

　どうやらバルトセルの修羅庁に対する印象は、上位ランクを基準に作られていたようだ。

　こんなつまらない結末を見せられるくらいなら、最初から自分たちが主導権を握っていればよかった。

　もっとも、それは後の祭り。

「アウレリア。連中を魔造空間に閉じ込めろ。一人も逃がすな」

「分かってるネ。夜まで待たせられた腹いせネ。ちょっとイジめてやるネ」

　アウレリアを中心に、巨大な魔造空間が広がっていく。

　もっとも、渚市で普ふ通つうに生活している者たちはそれに気づかないだろう。

　この魔造空間はあくまで、渚市によく似た空間を、位相のずれた次元に作り出すというもの。

　元の渚市はそのままに、そっくり同じコピーを作ると表現すれば分かりやすい。

　そして、そのコピー渚市に入れるのは、アウレリアが招待したものだけ。

　まずはアウレリア本人とバルトセル。次にイデアル。修羅庁の出来損ないもついでに入れたようだ。

　外からの侵しん入にゆうは許さない。そもそも、本物の渚市はそのまま残っているのだから、魔造空間が展開されたこと自体、外からは分からない。

　内からの脱だつ出しゆつも許さない。閉じ込めるための牢獄として作ったのだ。どう料理しようが、思いのまま。

「バルトセル。何度も言うけど、エルメネヒルドの言葉を忘れちゃ駄だ目めネ。三世寺夏彦との接触は――」

「ああ、分かってる。避けろってんだろ。可能な限り、な」

　そう言って、バルトセルは舌なめずりをする。

　何せ、相手はシュトライムの弟で子しなのだ。

　避けるなど、全くもって不可能な話だった。




　　　　　※




「なあ……今は夏、だよな……？」

　夏彦は空を見上げ、呟く。

　なぜか分からないが、全身から冷たい汗あせが止まらない。

　戦いに勝った。修羅庁の二人は倒した。なのに、自分たちが檻の中にいるような錯覚に陥おちいってしまう。

「にゃ、にゃぁ……寒気がするニャァ……」

「鳥肌が立つであります……」

　社長と朱雀はその場にうずくまり動けなくなる。

　いつもなら真っ先に慰なぐさめる副社長も青ざめ震ふるえていた。いつも見せる大人の余裕は微塵もない。

「な、夏彦様……よく分かりませんが、早くこの場を離はなれた方がいい気がしますわ」

「同感……どうしてこんなに怖こわいの？　変だよぉ……」

　全員が唇くちびるまで白くして、恐きよう怖ふを訴うつたえた。

　言うまでもないが、イデアルは戦せん闘とう請負会社だ。魔族の最強種【瓏ろう玲れいの焔ほむら】とも戦った。たった今、修羅庁すら倒した。決して素人の集団ではない。

　しかし、怖じ気づいていた。

　何に対して？

　それすら分からないのだ。

　蟻が人間の大きさを認にん識しきできないように、夏彦たちは敵の大きさが分からない。

「有り得ねぇ、気のせいだ。そこまでデタラメな相手がいてたまるか。何か、理由があるはずだ。もっとこう、小細工的な何かが――」

　単純な実力差だとは思いたくなかった。

　もし、夏彦が受けている印象そのままの敵が現れたら、織姫を守りきれない。それどころか、自分も死んでしまう。

　何倍。何十倍。

　そういったレベルの差ではなく、もっと異次元の絶望感。

　夏彦たちが小さな水たまりだとしたら、向こうは地球を覆う大海だ。

　挑めば、一いつ瞬しゆんにして飲み込まれてしまう。そして大海は、水たまりを飲み込んだことに気づかない。

　先程の勝利など、この威い圧あつ感に比べれば塵芥にもならない。

　これは攻撃なのだろうか。それとも、これから攻撃が始まるのだろうか。

「……これは多分、誰だれかの魔造空間であります」

　朱雀は震えながらも小さな声で呟いた。

「魔造空間だと？」

　夏彦もその言葉を知っている。

　簡単にいえば、魔ま術じゆつによって作られた異世界だ。魔造空間で起きた破壊は現実世界に影えい響きようを与あたえないが、逆に現実世界から魔造空間に干かん渉しようするのも極めて難しい。

　かつて夏彦は、シュトライムが作った魔造空間で、殺人的に厳しい修行をしていた。その際、夏彦は全魔ま力りよくを振り絞って暴れたが、海上コロニーに微塵も被害を及ぼさなかった。

　それだけ隔かく絶ぜつされているということは、脱出が困難という意味でもある。

　魔造空間を展開した術者が解除しない限り、閉じ込められた者は外に出ることが出来ない。

「けど、誰の仕業だっ？　まさか修羅庁の新手か!?」

「ショコラ・ミミングスが作戦中止命令を出した以上、新手が来くるとは考えにくいでありますが……」

　では、誰が？

　一つだけ分かっているのは、この魔造空間を作った者は並の手練れではないということ。

「……取とり敢あえず、どこかに隠れるぞ。癪だが、ヤバイなんてもんじゃない！」

　夏彦は一同に向けて叫び、とにかくこの場を離れようとした。

　だが織姫だけが、空を見上げたまま動かない。

　怖じ気づいて、すくみ上がったのだろうか。

　いや、そうは見えない。

　あくまで冷静に、毅き然ぜんと見上げていた。

「夏彦……敵が、私たちを空から見下ろしています。逃にげ切れません」

「――ッ！」

　そうだ、敵なのだ。この状じよう況きようで友好的な相手が現れるなど有り得ない。そして魔造空間に閉じ込められた以上、逃げ場すらなかった。

　絶体絶命という状況があれば、今がまさにそれ。

　イデアルの総力を合わせても、一矢報いることすら不可能だと確信させられる格の違い。

　敵。

　織姫は迷うことなく、敵と断言した。

　戦うべき、倒すべき、敵。

　刹せつ那な、それは空を貫いて降り立った。

　二つの稲いな妻ずまが、超新星にも匹敵する輝きを放ちながら、渚市の――否、渚市を模した魔造空間に降臨した。

「くっ――」

　全員が、苦悶の声を零す。

　ただ、敵が二人現れただけなのに。まだ目も合わせていないのに。心臓が止まりそうだ。

　辛かろうじて平静を保っているのは夏彦と織姫だけで、他のメンバーは過呼吸に陥っていた。目の焦点が定まらず、完全に恐慌状態だ。

　そして、敵の姿が見えた。瓦礫の中に二人、立っている。こちらとの距きよ離りは、およそ二十メートル。一足飛びで斬りかかれる間合いだ。

　夏彦の手には火か界かい咒じゆがある。それも、仰ぎよう月げつ点てんによって劇的に強化された火か界かい咒じゆだ。

　何者が現れても、恐おそれる必要など、ないはず。

　なのに、体の震えが止まらない。

「ハッ、いくら何でもビビリ過ぎだろ。テメェら、まだ戦いは始まってねぇぞ」

「ガタガタ震えて可愛いネ。虐いじめたくなっちゃうネ」

　それは【瓏玲の焔】の男女だった。

　一人はオレンジ色の長髪の男。野獣のような目をした、いかにも危険そうな奴やつだった。

　もう一人はチャイナドレスの女。薄い布地に、臍の上まであるスリットが扇せん情じよう的てきだが、鼻の下を伸のばす余よ裕ゆうなどありはしない。

　どちらも、怪物だった。

「何者だ、お前ら……」

　夏彦はかろうじて、その台詞せりふを絞しぼり出した。

　それだけで精神力の全てを使い果たしてしまった気がする。

「何者って、レムナンツに決まってるネ」

　レムナンツ。それは破戒王復活をもくろむ組織。

　これまで幾いく度どか、夏彦たちはレムナンツと戦った。しかし、こうまで致命的な実力差を感じたことはなかった。

　ただ対峙しているだけなのに、胃液を一滴残らず吐き出したい気分になる。

　ヴェロニカと戦ったときですら、夏彦は平然としていたのに。この二人を前にした途と端たん、ヘビに睨にらまれたカエルも同然となった。

　しかし、全くの想像の外というわけではない。このレベルの存在を、前にも認識したことはある。

　シュトライムが本気を出したらこうなるだろう――そのイメージと目の前の二人は酷ひどく似ているのだ。

　だが、それに自分が勝てるイメージとなると、全くの皆無。

「お前ら、早くここから逃げろ……俺おれが時間を稼ぐ！」

　夏彦は火か界かい咒じゆを握にぎりしめ、全員の先頭に立った。

　自殺行こう為いであると知りながら、そうする他なかった。

　なにせ、ここには織姫や仲間がいるのだから。

「おおっ、やる気出したか、嬉うれしいぜ」

　レムナンツの男が心底愉ゆ快かいげに言う。

　死を覚悟して仲間を守ろうとする夏彦と、まるで散歩でもするような気楽な口調で煽るレムナンツ。この時点で、互たがいの力量が知れる。

　かといって、諦あきらめるつもりもない。

「夏彦、私も！」
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「うるせぇ、いいから大人しく守られてろ!!」

　そう一喝し、夏彦が踏み込もうとしたとき、レムナンツの男は目を細め巨人の残骸を見つめた。

「始める前に、だ。まずはゴミ掃除が必要だろう。クソつまらねぇ見世物で俺の時間を奪った連中には、とっとと死んでもらわねーとなァ」

　男が言い終わると同時、二つあった巨人の残骸が、見えない万力で挟まれたように潰つぶれた。それは本当にペシャンコに、踏ふみつぶしたトマトの如く赤いものを飛び散らせ、元の形を思い出せないほど平らになる。

　どこからどう見ても、リンナとファルデットはどうしようもなく絶命していた。

　――何をしたっ？

　夏彦は男が魔術を使う兆しすら捉えられなかった。ただ睨んだだけにしか見えない。相手の手の内が少しも分からない。まるで自分が盲目になったような気分だ。

「で、蓬田織姫ってのはどいつだァ」

　男はヘビのような笑えみでこちらを眺める。

「あの黒くろ髪かみの子ネ。美少女ネ」

　女は微笑みながら、織姫を見つめた。

「ぶしつけな要求で恐縮だけど、蓬田ちゃんはもらって行くネ。お前らに拒否権はないネ。ご愁傷様ネ」

　女の口調はどこまでもふざけており、こちらを舐なめきっているのが明らかだ。しかし夏彦はその態度ではなく、言葉に激しく反応する。

　――織姫を、もらって行く、だと!?

　瞬しゆん間かん、夏彦のタガが外れた。今まで体を震わせていた恐怖も、修羅庁の二人が殺された驚おどろきも完全に忘れ、一刀両断だけを考える香車となって突つき進すすんだ。

　織姫に手を出す――それを夏彦の前で口にするということは、つまり殺して下さいと言っているのと同じ。なにせ、夏彦は生まれてこのかた、織姫に危害を加えようとする相手に手加減をしたことがないのだから。

　相手に女がいるとか、奇襲は卑怯だとか、そういったことは考えず、ただ織姫を守りたい一心で、火か界かい咒じゆを本気で振り下ろす。

　むしろ、力を込めすぎて、織姫たちを巻き込みかねない。そんな一撃だったはずなのに。

　止められた。

「おぉ、いい感じだぜ。修羅庁の下っ端どもより、よっぽど殺る気あるじゃねーか。アウレリア。このガキは俺が相手する。残りは任せた」

　男の片手が、火か界かい咒じゆの刃やいばを握りしめていた。何か武器を持っているわけでもなく、仕込んでいるわけでもなく、本当に素手で受け止めていた。

「戦闘は可能な限り避けるんじゃなかったネ？」

「不可能ってことだ。つーか？　俺がやらなきゃ、お前がこいつの相手すんだろ。ってことは、俺が蓬田織姫か？　いいのかよ、それで」

「確かに、お前みたいなチンピラに美少女のエスコートは任せられないネ。分かったネ、殺さない範はん囲いで好すきにするネ」

「オーケー、オーケー。んじゃ、お目付役の許可も得たところで、お楽しみと行くか！」

　男は火か界かい咒じゆごと夏彦をぶん投げた。

「ッ――!?」

　電磁加速を上回る衝撃が体に加わる。マッハ、いくつだ。見当もつかない。

「夏彦！」

　夏彦は遠ざかっていく織姫の叫びを聞いた。しかし、それに答える前に、互いの姿が見えないほど離れてしまった。







第四話　お前は俺の敵に相応しいのか







「夏なつ彦ひこ様が連れて行かれましたわ！」

　ヘルガはひっくり返った声で叫んだが、そんなことは言われずとも、ここにいる全員が承知していた。

　夏彦はあのオレンジ髪の男に放り投げられた。そして男もそれを追いかけて消えてしまった。

　全ては一瞬の出来事。止めるのは間に合わなかった。また、助けに行こうにも、織おり姫ひめたちの前には、チャイナドレスの女が立っている。

「どいてください、と言っても、どかないのでしょうね」

　織姫は彼我の戦力差に怖じ気づかず、毅然と言い放った。

「こんな美少女の集団を前にして、どくわけないネ。思いっきり虐めてあげるネ」

　女は体をクネクネさせ、ふざけた口調で笑った。

　だが、それは油断というより、余裕。

　織姫を含ふくむ全員を合わせても、彼かの女じよ一人の魔力に遠く及ばない。

「アウレリア。久しぶりであります」

　そのとき、朱雀すざくが一歩前に出て、女と睨み合った。

「ああ、朱雀ネ。相変わらず可愛いネ。ゲシュペスは元気してるネ？」

「元気であります。お前たちレムナンツなんて、近いうちに壊かい滅めつさせてしまうであります」

「怖いネ。流石さすが、裏切り者の使い魔は言うことが違うネ」

「何とでも言うがいいであります。閉じ込めたつもりでしょうが、こんな魔造空間、私の空間跳ちよう躍やく魔ま術じゆつで脱出できるであります」

　朱雀は勝ち誇ほこるようにして言った。

　確かに朱雀は以前、ヒート・ヘイズの作った魔造空間に侵入し、そのまま脱出した実績がある。

「やってみるがいいネ」

「む……」

　朱雀は口をへの字に曲げつつ、目を閉じ、集中した。その頭上の空間に、黒い亀裂が走る。それこそが空間跳躍魔術の門だ。離れた二つの空間を繋ぎ合わせ、瞬間移動を可能とする高等魔術。これさえあれば、魔造空間は牢獄たり得ない。

　しかし朱雀の開いた門は、すぐに薄うすまり、そして消えてしまった。

「ど、どうしてでありますか！　私は何も間ま違ちがっていないでありますっ！」

「甘あまいネ、甘いネ。ちゃーんと脱出防止の術式を編み込んであるネ。お前ごときにやぶれる代しろ物ものじゃないネ」

　朱雀は自分の技が通用しないことにショックを受けている様子だったが、慰めてやる余裕は誰にもない。

「黒くろ姫ひめ撫なで子しこッ！」

　織姫は傀儡を走らせ、その太刀を振ふり下ろす。が、刃が女に触れた途端、割り箸のように折れてしまった。そして女が軽く手を振っただけで、黒姫撫子は真っ二つに引き裂かれ、消滅する。

　だが、イデアルは織姫だけではないのだ。

「クロムウェル式氷結銃術――術式刻印パラベラム・ミス型魔銀弾リル・バレツト」

　攻こう撃げきが一つ防がれても、次の攻撃を繰り出だすまで。

「斑いか鳩るが流りゆう分ぶん派ぱ猫にやん虚こ影かげ廻まわし――八や岐また結界〝阿〟」

「汎用式魔術・甲種――旋つむじ風かぜ封ふう印いん〝吽〟」

　まずは委員長の放った弾だん丸がんが、女の全身を氷で包つつみ込む。次に、社長から伸びた八つの影が氷を縛り、副社長が呼び出した竜巻で拘束を強化。

「皆さん、下がって下さいまし！」

　トドメは、イデアルの誇る超巨大火砲。

「レース針一号解放」

　ヘルガの日ひ傘がさが光る針に変化し、空中に血のレース模様を編み出す。それは巨大な魔ま法ほう陣じんとなり、二つの鉄の塊を召しよう喚かんする。

「ローゼンクロイツ式召喚術、第五階かい梯てい――超巨大列車砲グスタフ＆ドーラ」

　全長四十七メートルの大たい砲ほうが二門現れる。それだけで大地は震動し、唸りを上げた。

　ヘルガは二門の大砲に己おのれの魔力を送り込み、同時に発射した。

　女に向けて撃うち出されたのは、七トンという冗じよう談だんじみた重さの破甲榴弾。それが二発。

　本日二度目の第五階梯だ。ヘルガにとってかなりの負担のはずだが、出し惜しみしている場合じゃないのは分かりきっている。

　発射の轟音により、織姫は全身を壁に打ち付けたような衝撃を味わった。並の人間ならこれだけで死んでいたであろう。

　女は避さける仕草すら見せず、破甲榴弾を正面から喰くらった。

　世界そのものが弾はじけ飛とんだかのような爆ばく発はつが起き、閃光で目を開けていられない。地面が捲まくれ上がる。大量の土砂が巻き上がり、雨のように降りそそぐ。

「はぅ……」

　ヘルガは力を使い果たし、崩れるように座すわり込んだ。二門の列車砲は霧きりとなって消えてしまう。

　列車砲を召喚するだけで、かなりの魔力を必要とする。その上、破甲榴弾に魔力を限界まで上乗せして発射したのだ。もう一歩も動けないだろう。

　しかし、誰も「やったか？」という月並みな台詞を言わなかった。

　白はく煙えんの奥おくから感じられる敵の魔力は、微塵も衰えていない。倒せていないのは明白だった。

「凄ぉい気持ちよかったネ。皆の愛撫、優やさしくて大好きネ。お礼に、今度は私が皆に気持ちいいことしてあげるネ」

　やはり女は無傷。服に焦げ目すらついていない。

　そして彼女から、肌はだに突き刺さるような魔力が放たれた。もちろんそれは攻撃ではない。たんに少し力を込めただけという感じだ。なのに、毛穴という毛穴が開く。

「くぅ……ッ」

　織姫は声を上げ、刀を落とさないよう必死に握りしめた。

　だが声を出せただけ織姫はまだマシだ。他の者は見て分かるほど震え、蒼白になり、涙なみだすら浮かべていた。

　そこに追い打ちをかけるように、ついに女は攻撃を開始した。

「花か車しや乙女おとめ『求道位階奥おう義ぎ』愛あい河が愛あい染ぜん雨あめ虎ふらし」

　織姫は足元が柔らかくなるのを感じた。硬いコンクリートだったのに、くるぶしまで沈み込み、ドロドロとした粘性が肌を這う。

　見れば、地面がスライム状の液体になっていた。それも、織姫の周りだけでなく、委員長やヘルガたちの足もスライムに飲まれている。

　むしろ、見える範囲の地面は、全て溶け出していた。

「こんなもので、私の進撃を止められると思っているのですか！」

　多少、動きにくいのは確かだが、それだけの話だ。織姫は構わず、猛然と踏み出す。

　敵まであとわずかという距離まで進んだ。その瞬間、周囲のスライムが一気に弾け、織姫たちに絡みついてきた。

「ニャニャァッ！　なんにゃこれ、尻尾しつぽいじっちゃ駄目にゃぁ……！」

　社長は悲鳴を上げ、尻尾についたスライムを払おうとするが、液体相手に打撃を放っても、まさにのれんに腕うで押おし。やがてスライムは猫耳まで登り、社長は顔を真っ赤にして座り込んでしまった。

「これ振りほどけないよぉ！」

「ヌルヌルして気持ち悪いですわぁ……」

　スライムは幾本もの管になり、服の中に潜り込んで、こちらの体を縛る。

「変幻自在の液体触手ネ。暴れたって無む駄だ無む駄だネ」

　女は体をくねらせ、それに合わせて触手がこちらの肌を撫なで回す。

　織姫は当然、刀で触手を切断しようとした。が、液体であるが故ゆえ、ほとんど抵てい抗こうもなく素通りしてしまう。なのに締め付ける力は強く、そして気持ちの悪いヌルヌルした感触を伝えてくる。辛うじて腕うでや首は動かせるが、前に進むことは出来ない。

「くっ――ふざけないでください。たとえ体を動かせなくても、攻撃する方法はいくらでもあります！　委員長、ヘルガ、私に合わせて下さい」

　織姫は触手の不快さに耐えながら、二人へ発破をかける。

「斑鳩流分派人じん用よう傀く儡ぐつ闘とう法ほう、剣ノ型――黒姫撫子」

　一度壊された傀儡を再度作り出す。織姫の魔力があるかぎり、何度でも蘇る。逆に、常に魔力供給をしなければ形を保てないので、織姫と黒姫撫子は、二十メートル以上離れることが出来ない。

　しかし、女の位置は十分射しや程てい圏内だ。

　織姫が黒姫撫子を出したと同時に、委員長は銃を構え、ヘルガは日傘をレース針に変化させた。

「私のこと虐めるネ？　そんなことをする悪い子にはお仕置きネ」

　女はケラケラと笑い、指を鳴らす。

　すると、織姫は体が痺れるのを感じた。恐怖による震えではなく、もっと物理的な現象。筋肉が自分の意思とは無関係に動き、痙けい攣れんを始める。

　触手に電気が流れているのだ。

「にゃ、にゃにゃにゃぁ！」

「体が……体が熱いであります……っ！」

　全員が体の自由を失いその場に倒たおれた。するとスライムはますます絡みつき、流れる電気も強くなる。

　織姫も刀を落とし、膝ひざを屈する。黒姫撫子を制せい御ぎよする集中力も失われた。

　そのショックに耐えられず、社長と朱雀が気絶してしまう。もっとも、それ以外の者とて、平静ではいられない。

　痛いだけならば、歯を食いしばって耐えられる。だがこの電流の熱さは、痛みとはまるで違ちがうもの。

「や、やだよぉ……何なのこれぇ……あっ、ダメ……やだ、もうやだぁぁぁあっ！」

「わたくしも、もう……あ、ん……んんんっっ！」

「皆、しっかり、して……！」

　涙を流し絶ぜつ叫きようする委員長とヘルガに、副社長が声をかける。が、副社長も限界に近い。無論、織姫も同じだ。もう何度も何度も目の前が真っ白になり、意識が飛びかけている。

　それにしても、大して強い電流でもないのに、なぜこうまで辛つらいのだろう。

「皆、電気の味はどうネ？　神経に直接信号を送られると、体がビクンビクンってしちゃうネ。皆の泣き顔、最高に可愛いネ」

「神経に直接……？　ああ、そういう、ことですか……っ」

　織姫は女の言葉により、カラクリを理解した。

　人の神経細胞は、微び弱じやくな電流によって情報のやり取りをしている。また、筋肉も電気を流すことによって伸縮し肉体を動かす。人の体は電気によって動いているといっても過言ではない。死後間もない死体に電気を流すと動くのはそのためだ。

　故に、脳が放った命令よりも強い電流を外部から与えれば、肉体に対しハッキングすることが出来る。

　現に、昆虫に機械を装着し、外部から操作するのに成功したという話を昔、聞いたことがある。

　織姫たちの体が動かないのも、得体の知れない感覚に襲おそわれているのも、全てはあの女によって操られているからだ。

　ならば、どう対処するか。

　実に簡単な話。

　むこうの電流で神経が乗っ取られたのならば、より一層強い電流で奪い返せばいい。

　織姫は力を振り絞り、落とした刀に手を伸ばし、自分の太もも目がけて、突き刺した。

「な、何してるネ!?」

　女は目を丸くし、驚きの声を上げる。

「分かりませんか、痛みで、貴女あなたの電流を上書きしているのです！」

　太ももの感覚神経が、脳に向けて激痛を伝える。それは最大規模、これ以上は失神するというレベルの痛み。

　――熱い。

　痛みによる熱さは太もものみならず、全身に広がっていく。まるでマグマの海に落ちたかのような灼熱地じ獄ごく。
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　織姫は更さらに刀を捻り一回転させ、傷口を押おし広げた。

「いっ、ぐァ、うあッッッッッッ！」

　細胞の一つ一つが燃えている。頭がチカチカし、吐はき気がこみ上げる。触手からの刺激など、もう完全に失われた。

　しかし、鋭利な日本刀で肉を抉る痛みとて、触手同様、行動不能なことに変わりない。刃は骨まで達しているのだ。

　意味がない。普通の人間なら、意味がない。

「私を誰だと思っているのです……蓬よもぎ田た織姫ですよ。夏彦に無様な姿を見せるわけにはいかないのです……夏彦が帰ってくる前に、貴女を倒します！」

　織姫は、見えない炎ほのおに包まれた体に力を込め、走り出す。

　触手による熱さより、太ももの熱さの方が遥かに上だ。それでも耐えられるのは、織姫が痛みに慣れているから。痛みによる熱さは、覚悟によって凌駕することが出来る。

「斑鳩流人用傀儡闘法、剣ノ型――黒姫撫子！」

　そして織姫と併走し、傀儡も駆けた。

　左右から女に対し、刀を突き出す。

　電光石火としかいいようのない同時斬撃。太ももに大穴が空いていることなど、微塵も感じさせない疾走だった。

「凄すごいネ蓬田ちゃん。正直、舐めてたネ。まるでダイアンサスみたいな戦いぶりネ。残ざん鉄てつに毒されてる？　それとも素？　とても興味深いネ」

　女は二つの斬撃をやすやすと指先で止め、更に押し返した。

「ちっ！」

　着地した織姫は刀を構え直し、黒姫撫子をそばに寄せ、いつでも連携が取れるようにする。

　織姫以外の仲間は、もう全員気絶してしまった。

　夏彦は投げ飛ばされ、いつ帰ってくるか分からない。

　危機的な状況？　追おい詰められた？

　否――全くの否。

「一対一。五分五分。対等な勝負。実に望むところです。さあ、始めましょう！」

　偽らざる本心からそう叫さけぶ。闘志は完全にレッドゾーンに入り込み、自分でも抑おさえが利かない。もはや痛みによる熱は、織姫の動力源と化している。

　小さい頃ころは、織姫がこうなると夏彦が止めに来た。が、今は誰も邪じや魔まをしない。どちらかが倒れるまで、とことん闘やりぬける。

「了解ネ。そっちがその気なら、こっちも少し本気を出してあげるネ。私はレムナンツのお色気担当、アウレリア・アレニウス。いざ尋じん常じように勝負ネ」

　何と彼女は堂々たる名乗りを上げた。まるで大昔の騎き士しか武士のようだ。

　織姫にとって理想的ともいえる戦いのゴングである。

「イデアルが戦せん闘とう魔ま術じゆつ師し、蓬田織姫。参ります！」

　名乗り返した刹那、アウレリアの笑みが一変した。楽しげで、ほがらかですらあった笑え顔がおは、邪じや悪あくで狂気的なものとなる。

　放たれる魔力によって、大地が揺れ動く。

　ここでようやく織姫の中で、恐怖という感情が再び働き始めた。




　　　　　※




「ぬぐああああっ！」

　オレンジ髪の男に投げられた夏彦は、いくつもの建物を貫きながら、地面と水平に飛ぶ。そしてふと気が付くと、渚なぎさ市の外れにある小さな山にめり込んでいた。

　激突した衝しよう撃げきで山が陥没し、夏彦自身の体にも鈍い痛みが残る。

「くっ、ぅ――デタラメなことしやがって！」

　渚市の繁はん華か街がいからこの山まで、おおよそ十キロはあるはずだ。だが、投げられてから山に激突するまで、ほんの一瞬だった。夏彦の反射神経を以てしても、一いつ切さい反応できなかった。

「どうした、三さん世ぜ寺じ夏彦。まさか、もう動けねぇとか言わねーよなァ？　仮にもシュトライムの弟子なんだろ。ちったァ根こん性じようみせろやッ！」

　男は夏彦の腹に、跳とび蹴りを見舞った。

「――が、はっ」

　山全体が揺れ動く。これほど強烈な攻撃を喰らったのは、シュトライムとの修しゆぎ業よう以来だろうか。

「調子こいてんじゃねぇぇえっ！」

　夏彦は雄お叫たけびと共に、火か界かい咒じゆを振り上げる。

「ハッ、そうこなくちゃなァッ！」

　火か界かい咒じゆは間違いなく男に命中したが、服すら切断できず、ただ後退させるにとどまった。男の放つ魔力が膨ぼう大だいすぎて、表面で跳ね返されているのだ。

　夏彦の手に痺れが伝わる。まるで地球の重さをもった金属を殴ったような感覚だ。

「お前……レムナンツだったな。俺に何の用だ。修しゆ羅ら庁ちようと同じように、俺と織姫を狙ねらってんのか！」

「ああ、レムナンツだ。だが、テメェへの興味はしごく個人的なものでな……人間の分際で、あのシュトライムの技わざを継けい承しようしたらしいじゃねーか。俺に見せろや。半端なことしやがったら、マジで殺すぞ」

　男は舌なめずりしながら、そんな勝手なことを言った。

　力を見せろ。落胆させたら死ね。

　初対面でここまで言われる筋合いは全くない。何故にこの男を満足させるため夏彦が努力する必要があるのか。

　だというのに夏彦は、全力を出して相手をしなければならぬと、本能で感じた。

　男の猛獣のような瞳ひとみが、この上なく真っ直ぐだったのだ。敵であるのは明白なのに、一切の小細工なしで、力比べをしようと訴えていた。

「レムナンツ筆頭戦士、バルトセル・バウムガルト。さあ、お前は俺の敵に相応しいのか、見せてみろよ」

　その名乗りが、夏彦の闘争心に火を付けた。

　かつてないほど正々堂々とした開戦。避けて通れない。ここで逃げるのは男じゃない。

「イデアル戦闘魔術師、三世寺夏彦。ああ、見せてやるよ。吠え面かけ、チンピラが」

　火か界かい咒じゆに全魔力を流し込む。手加減は微塵もない。

　ここまで離はなれれば、織姫たちに被害が及およぶ心配は皆かい無むだ。

　殺す気で――否、ここで絶対に殺さなければ、このバルトセルという男は、夏彦と織姫を脅かすとハッキリ感じ取れる。今まで会ったどの魔族よりも危険なのだ。

　火か界かい咒じゆの刀身は、太陽が地上に墜ちたかの如き光を放ち、熱で大地を溶かし始める。

　ありとあらゆる物が燃え上がり、原子構造が崩ほう壊かいする領域へと突き進む。

　ヘルガから仰ぎよう月げつ点てんを受け取って以来、初めて火か界かい咒じゆに全力を込めた。その威力に、夏彦自身、驚きを禁じ得ない。

　ここが魔造空間で本当に良かった。本物の渚市だとしたら、この時点で何人死んだか分からない。

「おい、いつまで溜めてやがる。早く来いよ。まさか怖じ気づいたかァ？」

「冗談言え。お前こそ、逃げんじゃねーぞ」

「ハッ、ガキのくせに上等こきやがる。いいぜ、来いよ。俺はここを一歩も動かねぇ」

　こちらを油断させるための妄言ではない。目を見れば分かる。バルトセルは本気の本気。回かい避ひ行動など頭にない。夏彦が全力で打ち込む火か界かい咒じゆを、その肉体で受け止めるつもりなのだ。

　――馬ば鹿かじゃねーのか。

　夏彦はそう思いつつ、冷や汗あせを止められなかった。

　いや、何を恐きよう怖ふすることがあろうか。相手は油断している。こちらの最強の一撃を、真正面から喰らおうとしているのだ。絶好の好機。これを逃す手はない。

「行くぞォッ」

　夏彦は飛び出し、バルトセルの肩かたに火か界かい咒じゆを振り下おろした。

　途端、熱と光により、夏彦の意識は飛んだ。

　打ち込む前の予備動作の段階で、輝きが恒星に迫せまっていたのだ。となれば、本命の攻撃がそれ以上なのは当たり前。

　山が蒸発する。地面が気化する。何もかもが消えていく。

　渚市に、いや日本列島に穴が空く。

　やがて夏彦が目を開けたとき、世界は平らになっていた。見える範囲には何もなく、煮えたぎる大地だけが続いている。

　ただ二つ、自分とバルトセルを除いて。

「いいぜ、三世寺夏彦。人の身で、よくぞここまで【破は戒かい王おうの残鉄】を使いこなした。だが、残念だったな。俺には全く通じねぇ」

　地形が変わった。視界の全てが一変した。なのに、直ちよく撃げきを受け止めたバルトセルだけが、当たり前のように立っている。

　刃が肩に当たっているのに、服に傷すらついていない。

「何だ、その情けねぇ顔は。ガッカリさせるなよ！」

　バルトセルは素す手でで火か界かい咒じゆを握り始めた。それだけでも驚きよう愕がくに値あたいするのに、あろうことか更に力を加え――

　刃にヒビを入れた。

「嘘うそ、だろ……」

　夏彦が唖あ然ぜんと見つめる中、バルトセルは火か界かい咒じゆを壊こわす。

　発砲スチロールでも千切るように、容易く、気軽に、悠々と、素手で握り潰した。

　あの無敵を誇った剣が、ガラス細工のように砕くだけ散ちった。

　刀身が、真っ二つになった。

「ビビッてんじゃねーぞ、ガキィ！」

　そして、バルトセルの拳こぶしが、夏彦の顔面に突き刺さる。

　明らかに、彼にとっては軽い一撃だった。それこそ挨拶代わり程度の、軽い触れ合い。なのに、夏彦は死を連想した。

　沸ふつ騰とうした地面に沈み、小石のように跳ね返り、何度も転がって、ようやく止まる。

　またしても場所が変わっていた。火か界かい咒じゆであれほど巨きよ大だいな爆発を起こしたというのに、その効果圏外まで飛ばされてしまった。

　そして手にした火か界かい咒じゆは、半分以下の長さになっていた。もう、剣としての用をなさない。

　この剣をどう制御するかと悩なやんだことはあった。だが、まさか全力を尽つくしても通じない相手がいたとは。

「安心しろよ。残鉄本体が砕けない限り、その剣はいずれ再生するさ。ま、その前にテメェが死ぬかもしれねーがなァ」

　バルトセルの言うとおり、火か界かい咒じゆが再生しても夏彦が死んでは意味がない。

　しかし、夏彦は諦めない。

「……勝負は終わっちゃいねぇ」

　なぜなら、織姫もまだ戦っているはずなのだ。

　もし織姫が先に敵を倒し、夏彦の救援に駆けつけたら。それは男として恥だろう。

　危機に駆けつけるのは男の役目だ。故に、このバルトセルを屠り、一刻も早く織姫たちのもとに行く。

「斑鳩流本ほん家け魂こん燃ねん式しき魔ま闘とう術じゆつ、型ノ壱――禍か炎えん闇やみ色いろ剱つるぎ」

　火か界かい咒じゆだけが武器というわけではないのだ。夏彦には、シュトライムから授かった技がある。

「それだ、それ！　見たかったんだよ、斑鳩流！　未熟だな、付け焼き刃だなァ。しかし、いいぜ、気迫がある。来いよ人間。テメェ自身の力を魅せてみろや」

「だから、調子こくなって言ってんだろうがッ！」

　夏彦は闇色の剣で、突きのラッシュを繰り出した。それは秒間百を超こえる頻度の連撃。どんな物でも貫つらぬくし、回避することなど出来るわけがない。

　しかし――

「遅ぇ！」

　バルトセルは、その場からほとんど動かないまま、ラッシュの全てを躱してみせた。擦りすらしていない。

　次の瞬間、バルトセルの掌底打ちが夏彦のみぞおちに直撃し、体が宙に浮く。

「くっ！」

　内臓全てが裏返ったかのような衝撃が襲いかかる。それでも夏彦は、瞬間的に腹に力を込め、辛かろうじて悶絶するのを防いだ。

　禍炎闇色剱を地面に突き刺し、勢いを殺して吹き飛ぶのを止める。

　勝ち負けを語る以前に、ここにとどまるのがまず至難のわざ。

　一呼吸後に殺されていても、全く不思議ではない。

　――どうする？　どうするどうするどうする！　逃にげるのか？　いや、ここでこいつを倒さないと……けど、どうやって？　方法を、方法を考えろ！

　夏彦は禍炎闇色剱を正眼に構え、バルトセルを正面から睨む。

　目を合わせるのは恐ろしい。が、目をそらすと、その瞬間に終わってしまう気がするのだ。

「いい目だ。この辺で勘かん弁べんしてやるつもりだったが……もう少し遊んでやるか」

　バルトセルは本当に楽しそうに笑った。

　まるで遊び相手を見つけた子供。殺意や闘志、憎悪といった感情とは異なる、純じゆん粋すいな悪意が溢れる。そうだ、彼はこれから夏彦を弄もてあそぶつもりでいる。

「哭こく狼ろう『求道位階秘技』鎖さ愁しゆう鴛えん鴦おう之の契ちぎり」

　あくまで静かに、囁ささやくようにバルトセルは唱えた。

　されど、起きた現象は凶きよう悪あく。

「ぐ、おぉぉぉおおおおおっ！」

　夏彦は崩くずれ落おちた。まるで地面に引き寄せられたように、そして何かに押しつぶされるように、体重が数千倍になったかのように、動けない。

　夏彦だけではなく、周りにある岩や木々の破片もひしゃげ、砕け、バラバラとなり塵と化す。

　それだけでは飽き足らず、バルトセルを中心に地面が陥没していく。

「どうしたガキ。この程度、シュトライムなら平然としてるぜ？　テメェも弟で子しなら、少しは気張れや」

　バルトセルは無理難題を振ってくる。

　この超重力の中、動けと言われて動けるわけがない。

　これで逃げようと思っても逃げられなくなった。バルトセルを倒すほか、織姫のもとに行く道が絶たれた。

　万事休す――と思われたが、夏彦はあることに気が付いた。

　自分は超重力により動けない。それはハッキリしているが、なんとバルトセルの動きまで鈍くなっているのだ。一歩一歩が重く、重りを引きずっているような動作だった。

「まさか、お前この技、自分にまで効くのかよ！」

「ったりめーだろうが！　一人だけ安全圏から眺ながめて何が楽しい。来いよ、条件は同じだ。絶対に逃がさねぇ……立ち止まって殴り合おうぜェッ！」

　条件は同じ。立ち止まって殴り合う。

　そこまで譲歩されては、受けないわけにはいかない。

　もともと圧あつ倒とう的てきにバルトセルの方が有利だったのに、あえて差を縮めてくれたのだ。

「後こう悔かいすんなよ、チンピラ……」

「おおっ、立ったか。どうやら伊達や酔すい狂きようでシュトライムの弟子やってたわけじゃねーみてぇだなァ」

　バルトセルは無造作に歩み寄ってくる。

　やがて彼我の距きよ離りは限りなく零に近づく。手を伸ばせば互たがいに届く範囲だ。

「じゃ、始めるか？」

　バルトセルは野獣のような笑えみを浮うかべながら、拳を鳴らす。

「ああ、どこからでもかかってこい」

　実のところ夏彦は、こうして立っているだけでも全身の骨を軋ませていた。それどころか、既すでに何本か折れている。筋肉の筋も破断し、内臓が潰れていく。吐きそうになった血を飲み込んで虚勢を張る。

「ハッ、上等だ！」

　バルトセルの拳が夏彦目がけて走る。

　しかし、遅おそい。辛うじて音速を超えているといった程度。目視してから反応するのは容易だった。もっとも夏彦の動きも当然、遅くなっている。

　となれば、あとは力と力のぶつかり合い。

　拳と剣が衝しよう突とつし、互いに弾き返される。

　夏彦は相手が次の一撃を放つ前に、先制しようと剣を振り下ろした。が、先にバルトセルのつま先が、脇腹にめり込む。

「どうした、遠えん慮りよしねーで打ち込んでこい。俺おれを楽しませろよ」

「指図してんじゃねぇぇえっ！」

　禍炎闇色剱をバルトセルの側頭部に直撃させる。この上なく綺き麗れいに入った。

　だが、バルトセルは微動だにしない。首が揺ゆれることもなく、血が出ることもなく、髪かみの毛けすら切れていない。

「どうした、立派なのは口だけか、ガキ」

「――ぐ、おおおっ」

　バルトセルは夏彦の顔面を鷲わし掴づかみにし、そのまま力任せに地面へ叩たたき付けた。更に地形が変形するが、もともと原形を失っているのだ。気にしていられない。

　夏彦は反撃のため立ち上がろうとした。痛みを無視する程度の覚悟は持ち合わせていた。

　なのに、立てない。

「て、めぇっ！」

　重力が強くなっていく。まだバルトセルは本気ではなかったのだ。

　夏彦は仰向けのまま、指一本動かすことすら出来なくなる。

　一方バルトセルは、悠然とこちらを見下ろしていた。

「もうお終いか……？　いや、人間にしては良くやったほうか。もうちっと頑がん張ばって欲ほしかったが、所しよ詮せんこんなものだな」

　バルトセルは戦いの終わりを告げた。

　そして夏彦自身、自分は負けたのだと悟った。

　打つ手がないとは、この状じよう況きようのことを指すのだろう。なにせ声を出すことすらままならないのだから。

　そのとき、どこからともなく、女の声が聞こえてきた。もう一人の、アウレリアとかいう奴やつだ。

「バルトセル、いつまで遊んでいるネ。蓬田ちゃんは確保したから、さっさとこっちに来るネ！」

「おおっと、そうだった。そっちが本命だったな。助かったぜアウレリア。これ以上続けていたら、うっかりこいつを殺すところだった」

　バルトセルは嘲ちよう笑しようを浮かべて夏彦を一瞥し、そのまま背を向け歩き出した。アウレリアの所に行くのだろう。

　だが問題なのは、そのアウレリアが言っていた言葉。

　――織姫を、確保した、だとっ？

　あの織姫を。俺の織姫を。何に代えても守ると誓ちかった織姫を。

　それだけは絶対に許せない。

　この身が砕けても、ここで息絶えようと、絶対に取り返す。

「うおおおぉぉおおぉおおおおおああっ！」

　どこからか力が湧わき上あがってくる。【破戒王の残鉄】ではなく、もっと別の深淵から、噴ふん火かのように込み上げてきた。

　それが果たして何なのか夏彦は理解しないまま、織姫のもとへ駆けつけるため、全力で疾走する。

　足元を蹴り飛ばしクレーターを作り、超重力を振り切り、バルトセルの背中に斬りかかった。

　もうこれが本当に最後の力。最大の力。仮に万ばん全ぜんの状態であったとしても、これ以上は無理という速度。

「ぬ、ぐぉおお!?」

　バルトセルは片手で受け止めつつも、くぐもった呻うめきを漏らす。

　余波で大気の粒子が発光する。地面が砕けていく。

　世界そのものを揺さぶるような超震動が巻き起こる。

　その力で夏彦自身の両りよう腕うでが千切れそうだった。だが意に介さず、ひたすら押し込むのみ。

　バルトセルを殺し、アウレリアを殺し、その他あらゆる敵を殺し、織姫を守る。

　早く、早く織姫の所へ。

　夏彦の精神は研ぎ澄まされ、一個の目標へひたすら向かう。それに殉ずるためなら、世界がどうなってもいいとすら思えるほどに。

　そして、血が流れた。

「俺に、傷をつけたな……」

　そう。禍炎闇色剱の一撃を受け止めたバルトセルの手から、赤い雫が滴り落ちたのだ。

　見れば、刃やいばは肉に食い込み、あとわずかで手の平を切断するところまで行っていた。







[image: ]







　しかし、そこで終わり。

　あろうことか、この土壇場で、夏彦の魔ま力りよくは完全に尽きた。

「インドラとして覚醒しつつあるのか……それとも俺がそうさせたのか……どっちでも構わねぇが、面おも白しろくなってきたじゃねーか。褒めてやる、認めてやるよ。テメェは俺の敵だ。倒すに値する。だから次に会うときまでに、もっと精進しておけェッ！」

　夏彦の腹部を、バルトセルの拳が撃ち抜ぬいた。

　体が飛んだ。

　意識が途切れ、あとは闇。

　何も見えない、聞こえない。

　――織姫、織姫ッ！

　そう叫ぶことすら許されず。




　三世寺夏彦は生まれて初めて、完膚無きまでに敗北した。







エピローグ







　シュトライムは渚なぎさ市を雲の上から見下ろしていた。

　普ふ段だんと変わらぬビルや車の明かりが見える。それに耳の集音能力を上げれば酔っ払ぱらいの喧けん騒そうすら聞こえてくる。

　街はいたって平和そのものだった。

　しかし瓦が礫れきだらけの繁華街に突とつ如じよとして六つの影かげが出現した。

　夏なつ彦ひこ、リン・リン、麻あさ美み、繭まゆ子こ、ヘルガ、朱雀すざく、である。

　全員が魔力を使い果たし、気絶していた。

　アウレリアの魔造空間から押し戻されてきたのだ。

「我が弟子ながら痛々しい負け方だなぁ。それでも、最後の一撃は申し分なかった。順調に育ってるじゃないか」

　嬉うれしそうに呟つぶやきながらシュトライムは、目を閉じ、空間跳ちよう躍やく魔ま術じゆつで去って行くバルトセルとアウレリアの軌跡を追尾した。

　暗黒ドームのどこにあるのかいまだ判明していないレムナンツの拠点だが、これにより、かなり正確な位置を特定できるだろう。

　織おり姫ひめが彼かれらの手に落ちるというリスクはあるが、シュトライムが直々に施したプロテクトがかかっている。エルメネヒルドやアウレリアがどんなに頑張っても、外すまでかなりの時間を要する代しろ物ものだ。

　あのプロテクトがある限り、織姫とダイアンサスは分離できない。

　故に織姫はしばらく無事だろう。

　あとは夏彦を鍛きたえ直し、レムナンツの拠点を強襲し、一気に決着をつける。

　それが、この戦いを敢あえて見守ったシュトライムの真意だった。

「まあ、そこまで上う手まくいくほど連中も甘くはないんだが。破は戒かい王おうが蘇る前に終わらせるのは必須だからな――ところで、そんなところにいるとパンツが丸見えだぞ、犬耳の代行よ」

「……せめてもう少しマトモな台詞せりふで語りかけて欲しいものじゃな、シュトライム」

　頭上に浮かんでいたショコラは、侮蔑する目でシュトライムを見下ろしつつ、さりげなくスカートを手で押さえた。

　修しゆ羅ら庁ちようの制服のスカートは、各自で好すきな長さにできるが、ショコラのは割と短いほうだ。故に下から見ると、中身がかなりバッチリ見える。

「相変わらず可愛かわいいなぁ、お前は。で、修羅庁の長官代行ともあろうお前が、こんなところで何をしている。まさか夜の散歩などと言わないだろうな」

「その言葉、そっくりそのまま返すぞ？　慈じ悲ひ帝てい陛下の代わりに魔ま王おうの座に就いてもおかしくないとさえ言われた実力者が、何やら怪あやしく街を見下ろしている。修羅庁としては見過ごせんじゃろ」

　ショコラは薄笑いを浮かべ挑ちよう発はつしてくる。

　自分の得意分野に引きずり込もうとしているのだ。

　もっとも、シュトライムは彼かの女じよと違って、腹の探り合いはあまり好まない。

　そもそも、権謀術数に頼らずとも大抵の状況は力業で打破できる。

　ゲシュペスのように多くのものを抱かかえているならともかく、幸いにも自由の身だ。守る地位も名声もない。

　つまり、シュトライム相手に陰謀は通用しないのだ。

「言っておくがショコラ。レムナンツの拠点は、お前如きの探索魔ま術じゆつで追える深度じゃないぞ。諦あきらめて、早く帰って寝ねたらどうだ。どんなに背せ伸のびしたところで、体は子供だからな。夜更かしは辛いだろう」

「――っ」

　どうやら図星だったようで、ショコラは苦虫をかみつぶしたような顔になる。が、すぐに持ち直し、悪意ある微び笑しように戻もどった。

「つまり、オヌシは見つけたのじゃな。レムナンツの拠点を」

「おや？　私はそんなことを言った覚えはないぞ。教えて欲しくて必死か？　残念ながら、私は自分の弟子を見守っていただけだぞ。私なんかに頼らなくても、修羅庁は魔ま界かい政府の誇ほこる観測機をフルに使って、アウレリアたちの空間跳躍魔術を追跡したんだろう？　それで捉えられないのなら、私に分かるわけがないじゃないか」

　言っているうちに、シュトライムも愉ゆ快かいになってきた。

　腹の探り合いは嫌きらいだが、ショコラのような可愛い女の子を虐いじめるのは実に楽しい。しかも相手が『自分は強い』と思っているなら尚なお更さらだ。徹底的に泣かしてやりたいとすら考えてしまう。

「……魔造空間の中がまるで見えんと思っていたら、オヌシの仕業じゃったか」

「証しよう拠こがない。何のことか分からない。記き憶おくにございません。まことに遺憾」

「まあ、よい。ワシの計画ではリンナとファルデットの融合体で十分、三さん世ぜ寺じ夏彦を追い詰つめることが出来ると踏んでいたのじゃが……見事に外れたな。レムナンツの乱入がその代かわりを果たすかと思えばオヌシに観測の邪魔をされるし……今回も証拠は掴めずじまいじゃ」

「証拠か。ではここで一つ、夏彦の正体がお前たちが考えている通りのものと仮定して話を進めるが。そうやって覚醒を促して、最後にどうするつもりなんだ？　そりゃあ、ゲシュペスを失しつ脚きやくさせる材料にはなるだろうが。もし夏彦が完全に前世に立ち戻ったら、慈悲帝だ破戒王だと呑のん気きなことを言っていられなくなるのだぞ？　その辺を考えているのか、私はとても疑問だ」

　するとショコラの顔から笑みが失せた。

　痛いところを突かれたといった感じだが、それでも狼狽には至らない。

　なぜならショコラは、陰謀の首謀者ではないからだ。

　ショコラの背後には元げん老ろう院いんがいる。

　何か起きたときに一番困るのは元老院であり、ショコラはその時々で一番強い勢力について生き延びていけばいいと考えているのだろう。

「そこまで煽るつもりはない。ただ、証拠として観測できるレベルになってくれさえすれば、それでいいのじゃ」

「やれやれ。どうしてお前たち政治屋というのは肝かん心じんなところが運頼みなんだ？　夏彦の成長を都合のいいところで止められるという保証がどこにある。一度火が付いたら制せい御ぎよ不能になるのが当然だろう。あれを何だと思っているんだ？　政略のオモチャじゃないんだぞ」

　シュトライムは半ば説教のつもりで語った。するとショコラも叱しかられた生徒のような顔になり、不満げに呻く。

「ほう……するとどうなると言うのじゃ。まさかアレがそっくりそのまま復活するとでも言いたいのか？」

「その可能性は捨てない方が身のためだ。ま、私とてどうなるか分からんというのが正直なところだ。理解が及ぶ存在ではないのでね」

　シュトライムはわざとらしく肩をすくめてみせる。

　それをショコラはしばらく睨にらんでいたが、やがていつもの笑みが戻った。

「その手には乗らんぞ、シュトライム。オヌシの言っていることは矛盾している。三世寺夏彦の覚醒がそこまで危険なら、どうしてそれを促うながすような真ま似ねをする。レムナンツと戦わせたりせず、助けに行けばよかろうに」

「分かってないなぁ、ショコラ。それだからナンバー06どまりなんだ。いつまで経たっても真の修羅庁にはなれんぞ。夏彦の覚醒が危険……ふむ、結構な話ではないか」
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「結構、じゃと？　何がどう結構なのじゃ」

　ショコラは首をかしげた。その様子に、シュトライムは失望してしまう。

　これでもショコラの半分は【瓏ろう玲れいの焔ほむら】なのに、シュトライムの言葉を微塵も理解していない。いや、純粋な焔であっても同じことだろう。

　魔界全体が腑抜けている。

「魔族なら、強者に挑むのは望むところ。敗北したとしても、全力を尽くした結果ならば満足だろうが。どうしてお前らはそんな簡単なことも理解できない？」

　シュトライムはショコラのみならず、その背後にいる元老院、そして他のあらゆる魔族に向けて語った。

　なぜもっと強くなろうとしない。なぜ自分より強い者を探さない。

　魔族が本来持っていたはずの欲求を、皆みなが忘れてしまっている。

　シュトライムは、そのことがとても悲しい。

　自分と同じ土俵に立ってくれる者が少なすぎるのだ。

　ならば叩き起こすのも一興か――そんな破戒王じみた考えすら浮かんでしまう。

「シュトライム、オヌシまさか……」

「なに。夏彦の正体がアレだったら、という仮定の話だよ。それに、前世がなんであれ、今は人の身だ。故に、あれほどの脅きよう威いにはなり得んよ。安心しろ」

　などとシュトライムは適当なことを言ってお茶を濁した。

　実際、これからどうなるのか、完全な予測など立てようもないのだ。

　しかし、現実に三世寺夏彦という存在がここにいる。

　放置しておけば眠ねむったままだろうと希望的観測を抱いだくには、少々、危険すぎた。

　であれば、多少でもコントロールして自分の都合に合わせたいと思うのが当然だ。

　――なんだ。私も存外、陰謀家なんだな。

　一つ違ちがうのは、ショコラたちは人間をゴミか何かのように思っているが、シュトライムは結構気に入っている、ということだった。







あとがき







　どうもお久しぶりです。ツガワです。

　火界王剣の神滅者デイスビルシヤナもお陰様で無事に三冊目を出せました。

  で、毎度のことながら、あとがきに書くことがなくて困ってるわけです。

　二巻から三巻の間に起きた出来事と言えば、担当のＮさんに、

「刺さし身みが食べたいです！」

　と訴うったえたら、お肉料理を奢おごってくれたことくらいでしょうか。

　前に「ラーメンを食べたい」と言ったときもお肉料理だったので、今度は逆に「肉が食べたい」と訴えてみるつもりです。




　ところで私も遂にスマートフォンを買いました。ただしＯＣＮの九八〇円ＳＩＭで運用しております。

　これで知らない場所でも迷子にならずに済んで非常に助かっています。ガラケーと合わせても二三〇〇円に収まるので財布にも優しい！

　とりあえずアルパカ育ててますが、何か面白いアプリあったら誰か教えてください。




　いつもお世話になっているＲｉｖさん、Ｎさん、その他出版に関わって下さった全ての方と、この本を手に取ってくれた読者の方々に厚くお礼申し上げます。

　では四巻でまた会いましょう！




（なんとかページが埋まったぜ……）







◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部


ツガワトモタカ先生／Ｒｉｖ先生
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